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はじめに 

府中市市民協働推進会議（以下「当会議」という。）は、令和７年５月１５日付け

で、高野市長から、「(1)市民協働の取組の進捗管理について」、「(2)市民協働の推進

に関する計画（仮）について」「(3)市民協働・共創促進事業の候補事業の選定につい

て」、「(4)府中市クラウドファンディング型ふるさと納税活用公益活動支援事業補助

金『ファンファーレ』の交付予定事業候補の選定について」及び「(5)その他市民協

働の推進に関し、市長が必要と認めること」の５点について検討を行い、答申するよ

う諮問を受けました。 

 

「(1)市民協働の取組の進捗管理について」は、「第７次府中市総合計画」の中で

施策ごとにあげている「協働により推進したい取組」の進捗状況と、令和６年度に

実施した協働事業について確認しました。 

また、令和６年度に実施した「府中市クラウドファンディング型ふるさと納税活

用公益活動支援事業補助金『ファンファーレ』（以下、「ファンファーレ」という。）」

及び「価値共創促進事業」の事後評価を、令和７年４月２５日に開催した市民協働

推進会議協働事業選定・評価部会（以下、部会）にて行いましたので、報告します。 

 

「(2)市民協働の推進に関する計画（仮）について」は、これまで「府中市市民協

働の推進に関する基本方針」が担っていた役割のうち、理念を「府中市市民協働の推

進に関する条例（以下、「条例」という。）」として位置付けたことを受け、条例第７

条に基づき、より具体的な説明や取組について「市民協働の推進に関する計画（仮）

（以下、「計画」という。）」を策定することとしています。今年度の当会議では、計

画の名称や期間等の基本的事項や計画に含むべき事項を検討しました。 

 

「(3)市民協働・共創促進事業の候補事業の選定について」および「(4)府中市クラ

ウドファンディング型ふるさと納税活用公益活動支援事業補助金『ファンファーレ』

の交付予定事業候補の選定について」は、令和７年度に実施する事業について部会で

審査し、その都度答申するものです。 

市民協働・共創促進事業については未だ審査会が実施されていませんが、「ファン

ファーレ」については、令和７年６月９日に公開プレゼンテーション及び部会による

審査を行い、結果を令和７年６月１９日付で答申しました。 

 

なお、「（5）その他市民協働の推進に関し、市長が必要と認めること」については

該当の案件はありませんでした。 

 

ここに当会議における検討結果について、答申として提出いたします。この答申が

市民協働の更なる発展と、ひいては「市民協働都市」の実現につながることを期待し

ます。 
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1. 令和６年度府中市市民協働の取組の進捗状況 

(1) 第７次府中市総合計画「協働により推進したい取組」の進捗 

令和４年度から令和８年度までを計画期間とする「第７次府中市総合計画」では、施策ご

とに「協働により推進したい取組」をあげ、主管課が自己評価を行っており、当会議ではそ

の結果が報告されました（資料４）。 

この評価は各施策の主管課による自己評価となりますが、評価の判断基準が部署や職員に

よって異なる可能性があるため、どういった状態であれば「効果を還元できた」と言えるの

か、評価基準を明確化し、共通の基準で判断できるよう主管課に案内することが望ましいと

考えます。 

また、分野によって実施状況に差がある、もしくは成果が出にくい状況があるのであれば、

その要因を分析することも必要です。 

なお、各施策について個別に議論する時間を取るのは難しいですが、当会議がより効果的

に役割を果たすため、次年度以降は特定の施策に対して議論し、次年度以降の取組の参考と

するような議論を行うことを提案します。 

 

ア. 各施策の評価（自己評価） 

 R4  R5  R6  

 4 0 0 

 7 9 7 

/  41 15 17 

/  15 40 40 

/  2 5 5 

 69 69 69 

 

【

 

1 

2 

3 

4 

5 
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・ 「未着手」の件数については前年度に引き続き０件となっており、令和４年度と比較す

ると進捗している。 

・ 「実施検討」の評価件数が前年度比で２件減少しており、評価段階３～５の「協働で実

施した～」という評価の件数合計は令和４年度５８件、令和５年度６０件、令和６年度

６２件と順調に増加している。 

・評価段階４～５の「実施/効果還元」または「実施/課題解決」の評価件数も前年度比で 2

件増加しており、協働により市民還元に繋がったと評価された施策が増えている 

 

イ. 分野別の進捗状況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 0 0 0 0 0 

 2 1 1 3 7 

/  4 4 3 6 17 

/  14 7 12 7 40 

/  1 1 3 0 5 

 21 13 19 16 69 

 

・ 評価段階５の「実施/課題解決」と評価した施策の件数割合は「文化・学習」分野が最も

高かった。 

・ 「都市基盤・産業」分野については評価段階５の「実施/課題解決」と評価した施策件数

が０件と低かったうえ、評価段階２～３の「実施検討」や「実施/効果不明」の割合も他

分野と比較して高かった。 
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(2) 令和６年度に実施した協働事業 

令和６年度に市が実施した協働事業について概要や協働形態、協働先等を把握するた

めの調査結果について、報告を受けました（資料５）。 

「エ 協働の成果に関する評価」については主管課の自己評価となりますが、「成果」に

は「事業の成果」と「協働の成果」の二種類があると考えますので、「協働の成果」をどう

捉えるのか、協働共創推進課で明確化したうえで主管課に説明することが必要です。 

また、「成果」を段階的に評価したり、主管課が自己判断で評価したりすることが難しい

のであれば、職員の意識の変化や、挑戦できたかどうかなど、過程を評価する方法もある

と考えます。 

ア. 事業数（新規事業数） 

 R5 R6  

 194 198 4 

 26 26 0 

イ. 協働形態  

 R5 R6  

 39 52 13 

 81 86 5 

 40 43 3 

 21 16 ▲ 5 

 27 27 0 

 12 11 ▲ 1 

 220 235 15 

※複数の主体と協働している事業があるため、事業数とは一致しません。 

ウ. 協働先 

 R5 R6  

 20 20 0 

 85 94 9 

 36 39 3 

 79 82 3 

 220 235 15 

※複数の主体と協働している事業があるため、事業数とは一致しません。 
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・ 協働の事業数については前年度比で４件増加していることに加え、新規事業が２６件

あり、着実に事業数が増加している。 

・ 協働の事業数の増加件数（４件）に比べて、協働の形態及び協働先の増加件数（１５

件）が多いことから、１つの事業に対して複数の主体が参画する協働事業が増えてい

ることがわかる。 

・ 協働の形態としては、「委託」の件数が比較的多く増加している。 

・ 協働先としては、「目的型」の件数が比較的多く増加している。 

エ. 協働の成果に関する評価 

 R5 R6  

 
17 13 ▲ 4 

 
124 124 0 

 

53 61 8 

 

・ 協働の成果に関する評価は、前年度に比較して「市民への還元効果が不明確であ

る」が減少し、「課題の解決に結びつく成果を市民に還元できた」が増えていること

から、協働事業の実施による市民への成果の還元が進んでいる。 

オ. 各事業を実施する際の「協働の原則」の意識状況 

    
 

 
  

 198 195 196 190 165 176 

 0 3 1 6 25 19 

 0 0 1 2 8 3 

 

・ 「協働の原則」の意識状況としては、「評価」や「情報公開」が比較的意識されてい

ない。 

  



 

8 

 

カ. 各事業を実施する際のコーディネーターの有無状況 

 61 

 137 

キ. コーディネーターの有無状況と協働の成果に関する評価 

   

 4 9 

 35 89 

 
22 39 
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・ コーディネーターの有無状況と協働の成果に関する評価については、コーディネータ

ーが存在する協働事業の方が、「課題の解決に結びつく成果を市民に還元できた」と

する割合が多い。 

ク. その他の手法による協働 

協働の手法のうち、「後援・協賛」「政策形成過程への参画」「パブリック・コメント」に

ついては、別途件数集計を行っているため、上記の協働事業実績に関する調査とは分けて件

数の報告を受けました。 

 R5 R6  

 
 158 150 ▲ 8 

 98 73 ▲ 25 

 

 86 91 5 

 8 10 2 

 15 15 0 

 

 

 7 11 4 

 68 181 113 

 141 345 204 

 

・ 後援・協賛件数は減少しているが、附属機関やパブリック・コメントの件数は増加し

ている。 
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(3) 令和６年度「ファンファーレ」及び「価値共創促進事業」の評価 

令和６年度に実施した「ファンファーレ」及び「価値共創促進事業」の事後評価を、令和

７年４月２５日開催した部会にて行いました。この部会には前期（第５期）の部会員が出席

しましたが、今期（第６期）への引継ぎ事項として答申いたします。 

「ファンファーレ」については、以下の２事業について公開形式で報告会（各実施団体に

よる発表と部会員による質疑応答）を行い、その後非公開で部会員による評価を行った結果

を「ヒアリング・評価シート」（資料６）にまとめました。概要は以下のとおりです。 

 

 

「価値共創促進事業」について同様に、以下の３事業について公開形式で報告会を行い、

その後非公開で部会員による評価を行いました。評価は、市民協働・共創促進事業評価基準

（資料７）に沿って行い、評価結果を「第三者評価シート」（資料９）にまとめました。概

要は以下のとおりです。 

 

 

なお前期の部会員より、「価値共創促進事業」の質疑応答の際に使用している「ヒアリン

グシート（資料８）」について、限られた時間内で採点、評価するには構成が煩雑あるとの

意見が出ていたことをうけ、簡素化しました。 
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2. 府中市市民協働の推進に関する計画（仮） 

(1) 計画策定の背景 

ア. 府中市市民協働の推進に関する条例の制定 

市では、市制施行７０周年及び市民協働都市宣言から１０年の節目を迎えた令和６

年度を市民協働のより一層の推進を目指す好機と捉え、「府中市市民協働の推進に関

する条例(通称：協働しよう。そうしよう。条例)（以下、「条例」という。）」を令和

７年３月２３日に施行しました。 

本条例の制定に当たっては、本市附属機関「市民協働推進会議」において必要性を

含め議論し、市内外に広く PR する条例とすべきとの答申を受け、「市民協働の推進に

関する基本方針（以下、「基本方針」という。）」に含有する理念的な要素を条例に格上

げし、協働の基本理念を法的に明文化することで、市民と市の協働を制度的に支える

役割を担うよう位置づけられたものです。 

なお、「市民協働都市宣言」を頂点にし、「協働すること」を重視する本市の市民協

働の法体系としては、「協働による各施策の成果」を重視する総合計画とは引き続き差

別化を図りつつ、本条例の制定により役目を終える「基本方針」は、令和７年度から

廃止に向けた調整が進められることとなります。具体的には「基本方針」の理念的要

素は「条例」に、その他の具体的施策に関わる記述を「府中市市民協働の推進に関す

る計画（仮）」に規定することで、これまでの取組との継続性も確保しつつ、今後協働

をさらに加速的に推進するための実効性を確保していくべきと考えます。 

 

＜参考①＞体系イメージ図 

 

 

 

 

 

 

    

＜参考②＞総合計画との比較表 
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イ. 計画策定の根拠 

条例 第６条「市の責務」（一部抜粋） 

市は、この条例の目的を達成するため、次に掲げる事項について、必要な施策を

実施する責務を有する。 

(1) 市民協働を推進するための啓発及び広報に関すること。 

(2) 市民協働に取り組む市民等への支援に関すること。 

(3) 市民協働を推進するための中間支援組織及び協働コーディネーターの 

育成に関すること。 

条例 第７条「計画の策定及び施策の実施」（一部抜粋） 

市は、この条例の目的を達成するため～市民協働の推進に関する計画を策定する

とともに、市民協働の推進に資する施策を講ずるものとする。 

２ 市は、前項の規定による計画の策定及び施策の実施に当たっては、府中市市民

協働推進会議の意見を十分に尊重するものとする。 

 

(2) 計画の策定に向けた議論 

ア. 計画策定に要する期間の検討 

第７次総合計画との連動性を踏まえ、市民協働の推進に関する計画（仮称）は２年を

かけて策定し、期間は３年とすることが妥当と考えます。 

なお、第８次総合計画を踏まえ、内容及び計画期間についても令和１０年度中に見直し

の検討を行うことが妥当と考えます。 

今年度は主に計画の概要や基本方針から引き継ぐべき事項や新たに盛り込むべき事項に

ついて議論し、イ.市民協働の推進に関する計画概要案のとおり取りまとめました。 

次年度の令和８年度の会議では、計画の具体的な内容について議論し、改めて計画の素

案を令和８年度に答申する予定です。 

 R7/2025 R8/2026 R9/2027 R10/2028 R11/2029 R12/2030 R13/2031 

総合計画 7 次前期 7 次後期 8 次前期～ 

協働計画 策定 1 次 2 次～ 

 

 

イ. 市民協働の推進に関する計画概要案 

計画の具体的な内容については令和８年度に議論することとなりますが、方向性を示す

計画概要案を次のとおり取りまとめました。 

  

見直しの検討 



市民協働の推進に関する計画概要案

目次

第１章 計画の策定に当たって 1. 計画策定の趣旨
2. 計画の位置づけ
3. 計画期間
4. 策定体制

第２章 現状と課題 1. 市の現状分析
2. 社会の動向
3. これまでの市の協働推進の取組と評価

第３章 計画の基本的な考え方 1. 計画の基本理念
2. 計画の基本目標
3. 施策体系

第４章 基本目標別の施策・指標 1. 市民協働を推進するための啓発・広報
2. 市民協働に取り組む市民等への支援
3. 中間支援組織・協働コーディネーターの育成
4. 市各課事業における市民協働の促進

第５章 計画の推進に向けて 1. 計画の推進体制
2. 計画の進行管理（PDCAサイクル）

参考資料 1. 市民協働の推進に関する条例
2. 用語解説

市民協働とは 1. 用語の定義
2. 府中市が目指す市民協働の姿
3. 市民協働の原則
4. 市民協働の主体
5. 市民協働の形態
6. 市民等と市の協働
7. 協働の事例

検討事項

計画の名称

第１次府中市市民協働推進計画（仮称）

計画の対象者

(1)施策実施者
市（協働共創推進課）

(2)想定読者

市民等（市民、自治会、市民活動団体、学校、
企業など）
（※市の取組を分かりやすく伝える）
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第１章 計画の策定に当たって（概要案）

(1) 計画策定の趣旨 (2) 計画の位置づけ

(4) 策定体制と手続き

第７次府中市総合計画

(3) 計画期間

計画期間は令和９年から１１年までの３年間とし、令和１０年度に計画の見直しを検討するものとする。

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

総合計画

市民協働推進計画

第７次府中市総合計画（前期基本計画） 第７次府中市総合計画（後期基本計画） 次期計画

次期計画第１次計画

府中市市民協働推進会議における議論 パブリック・コメント（市民からの意見公募）

計画策定
の背景

計画策定
の目的

経緯（平成26年度の市民協働都市宣言等）
や条例（第７条）、社会環境など

協働を推進するための市の施策を具体
的に定める。

市民が市の協働の考え方を理解し、協
働を自分ごととして捉え、主体的に実
践するきっかけとなるものとする。

１

２

市民協働

都市宣言

府中市市民
協働の推進に

関する条例

第１次府中市

市民協働推進計画

各分野の
協働を推進

分野別の個別計画

14



(1) 市の現状分析

第２章 現状と課題（概要案）

出典：第56回市政世論調査報告書（府中市、令和6年）

将来人口見通し

など（その他委員からの意見等を踏まえ掲載予定）

協働の認知度 社会貢献活動実施状況

出典：（実績値）総務省「国勢調査」、（推計値）国立社会保障・人口問題研究所「日本
の地域別将来推計人口」

実績値← →推計値

出典：府中市統計書

外国人住民比率
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第２章 現状と課題（概要案）

(2) 社会の動向

人口動態

出典：「令和５年度人口動態統計（厚生労働省政策統括官）

ＳＤＧｓ

出典：内閣府NPOホームページ

NPO法人の認証数の推移

など（その他委員からの意見等を踏まえ掲載予定）

0 20000 40000 60000
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2024年度
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第２章 現状と課題（概要案）

(3) これまでの市の協働推進の取組と評価

（イメージ図）

施策 実施時期 実績
（最新年度）

評価

啓発・広報 府中市市民協働推進キャラクター
「きょうちゃん・どうちゃん」の活用

令和6年度～ ○件 Ａ：重点化して継続

SNS発信 平成29年度～ ○件 Ａ：重点化して継続

市民等への支援 「協働・共創の窓口」 令和5年度～ ○件 Ａ：重点化して継続

プラッツにおける相談・伴走支援 平成29年度～ ○件 Ｂ：現状のまま継続

提案型協働事業 平成27年度～ ○件 Ｄ：廃止

中間支援組織・

協働コーディネー
ターの育成

コーディネーター養成講座
（「つなぎすと府中」）

平成29年度～ ○人 Ｂ：現状のまま継続

市職員向け協働推進研修 平成25年度～ ○人 Ｂ：現状のまま継続

※評価 （Ａ：重点化して継続、Ｂ：現状のまま継続、Ｃ：見直して継続、Ｄ：廃止）

17



第３章 計画の基本的な考え方（概要案）

(1) 計画の基本理念

「協働しよう。そうしよう。」を合言葉に協働の輪を
広げ、 ともに考え、汗を流し、一体となって地域課題の
解決に取り組むことにより、 市民協働の推進を図る。
（条例第３条より）

(2) 計画の基本目標

条例第６条に定める４つの施策を基本目標とする。

また、施策の効果を検証するため、数値目標を設定する。

(3) 施策体系

市民協働を推進する
ための啓発・広報

市民協働に取り組む
市民等への支援

中間支援組織・協働
コーディネーターの
育成

数値目標

新規協働事業数（市民等と市の協働） 年間○件以上

新規協働事業数（市民等と市民等の協働） 年間○件以上

コーディネーター養成人数 ○人

（イメージ図）

１ ２

３

市民協働を推進する

ための啓発・広報

分類A
施策１

施策２

分類B 施策３

市民協働に取り組む

市民等への支援

分類C
施策４

施策５

分類D 施策６

中間支援組織・

協働コーディネーター

の育成

分類E
施策７

施策８

分類F 施策９

市各課事業における

市民協働の促進

分類G
施策１０

施策１１

分類H 施策１２

（イメージ図）

市各課事業における
市民協働の促進

４

18



第４章 基本目標別の施策・指標（概要案）

具体的施策・指標

• 府中市市民協働推進キャラクター

• SNS発信

• イベント など

市民協働を推進する

ための啓発・広報

• 「協働・共創の窓口」

• プラッツにおける相談・伴走支援

• 「ファンファーレ」 など

市民協働に取り組む

市民等への支援

• コーディネーター養成講座

• 市職員向け協働推進研修 など

中間支援組織・

協働コーディネーター

の育成

• 「協働・共創の窓口」

• 総合計画における協働の進捗管理

• 市職員向け協働の意識調査 など

市各課事業に対する

市民協働の検討促進

施策ごとの指標
（数値目標）

施策ごとの指標
（数値目標）

施策ごとの指標
（数値目標）

施策ごとの指標
（数値目標）
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(1) 計画の推進体制

計画に定める施策の実行と評価は市（協働共創推進課
※市の委託を受けるプラッツを含む）が行い、その評価結
果を市民協働推進会議で報告し、改善策を助言いただく。

なお、市では、市各課に配置されている市民協働推進員
等と協力して各課の市民協働を推進する体制とする。

啓発・
支援等

報告

助言

啓
発
・

支
援
等

啓
発
・
支
援
等

啓発・
支援等

第５章 計画の推進に向けて（概要案）

(2) 計画の進行管理（PDCAサイクル）

計画はPDCAサイクルにより施策・事業の進捗状況や成

果を把握するとともに、内容について継続的に点検し、
必要に応じて改善を図り、基本目標の達成を目指す。
市民協働推進会議の役割としては、「Check（年度評

価）」において計画の進捗に関する第三者評価及び改善
策の助言を行い、その評価及び助言を受けて市が
「Action（改善）」において改善策を検討し、次年度の
年度計画へ反映させる。

Plan

年度計画

Do

実行

Chek

年度評価

Action

改善

市（協働共創推進課）の役割

市民協働推進会議の役割

協働共創
推進課

市

市
民
協
働
推
進
会
議

各課

市民

市民協働
推進員

各課
市民協働
推進員

・
・
・

プラッツ

委
託

施策実行・評価
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(3) 市民協働の推進に関する計画（仮称）についての委員からの主なご意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
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参考資料 

1. 府中市市民協働推進会議規則 

2. 府中市市民協働推進会議委員名簿 

3. 府中市市民協働推進会議検討経過 

4. 令和６年度施策評価「協働により推進したい取組」 

5. 令和６年度協働事業実績調査 

6. 令和６年度府中市クラウドファンディング型ふるさと納税活用公益活動支

援事業補助金「ファンファーレ」ヒアリング・評価シート 

7. 府中市市民協働・共創促進事業評価制度実施基準 

8. 市民協働・共創促進事業評価基準 ヒアリングシート 

9. 令和６年度協働事業 第三者評価シート 

10. 府中市市民協働の推進に関する条例 
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1. 府中市市民協働推進会議規則 

 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、府中市附属機関の設置等に関する条例（平成２７年３月府中市

条 

例第１号）第９条の規定に基づき、府中市市民協働推進会議（以下「推進会議」と

いう。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（推進会議の委員） 

第２条 推進会議の委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

(1) 学識経験を有する者 ２人以内 

(2) 公共的団体の代表者 ４人以内 

(3) 市民との協働を推進している民間企業の構成員 １人 

(4) 府中市市民活動センターの利用の登録をしている団体の代表者 ２人以内 

(5) 公募による市民 ２人以内 

 （会長及び副会長） 

第３条 推進会議に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれらを定める。 

２ 会長は、推進会議を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、そ

の職務を代理する。 

 （推進会議の会議） 

第４条 推進会議の会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 推進会議は、過半数の委員の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 推進会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決する

と 

ころによる。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を推進会議の会議に出席させ

て 

意見を聴き、又は説明を求めることができる。 

（部会） 

第５条 推進会議の部会（以下この条において「部会」という。）に属すべき委員は、

会長が指名する。 

２ 部会に部会長を置き、会長の指名する委員がこれに当たる。 

３ 部会長は、その部会の事務を掌理する。 

４ 部会長に事故があるときは、あらかじめその指名する部会に属する委員がその

職務を代理する。 

５ 前条の規定は、部会の会議について準用する。この場合において、同条中「推進

会議」とあるのは「部会」と、「会長」とあるのは「部会長」と読み替えるものと

する。 
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６ 推進会議は、その定めるところにより、部会の議決をもって推進会議の議決とす

ることができる。 

（雑則） 

第６条 この規則に定めるもののほか推進会議の運営に関し必要な事項は、会長が

推進会議に諮って定める。 

付 則 

 この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

付 則 

 この規則は、平成３０年１月２４日から施行する。 
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2. 府中市市民協働推進会議委員名簿 

 

（敬称略：５０音順） 

 氏 名 選出団体等 

１ 青山 亨 学識経験者 

２ 五十嵐 耕大 公募市民 

３ 芝 喜久子 コミュニティ協議会 

４ 柴原 健次 府中市市民活動センター登録団体 

５ 関根 正敏 学識経験者 

６ 髙橋 史子 府中市市民活動センター登録団体 

７ 田中 誠 自治会連合会 

８ 丹野 加奈子 むさし府中商工会議所 

９ 野原 健史 公募市民 

10 花岡 麻穂子 府中市社会福祉協議会 

11 和田 奈美 多摩信用金庫 

 

１ 根 拠  府中市附属機関の設置等に関する条例 

府中市市民協働推進会議規則 

２ 任 期  令和７年５月１４日～令和９年５月１３日 

３ 定 員  １１人以内 

４ 構 成  男性５４．５％、女性４５．５％ 
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3. 府中市市民協働推進会議検討経過 

 日程 審議事項等 

第１回 ５月１５日（木） 

 会議の公開について 
 府中市の市民協働の歩み及び推進会議の関わりに

ついて 
 諮問事項について 
・ 市民協働の取組の進捗管理について 
・ 市民協働の推進に関する実施計画（仮）につい

て 
・ 市民協働・共創促進事業について 
・ クラウドファンディング型ふるさと納税活用公

益活動支援事業補助金「ファンファーレ」につ
いて 

 会議の開催予定について 
 部会の設置および部会員の選出について 

部会 ６月９日（月） 
令和７年度クラウドファンディング型ふるさと納税
活用公益活動支援事業補助金「ファンファーレ」公開
審査会 

第２回 ６月１９日（木） 

 令和６年度「ファンファーレ」「価値共創促進事業」
の評価結果について（４月２５日部会の開催結果） 

 市民協働・共創促進事業の評価基準等の改定につ
いて 

 市民協働の推進に関する実施計画（仮）について 
 令和７年度「ファンファーレ」の審査結果につい

て（６月９日部会の開催結果） 

第３回 ７月２４日（木） 

 「市民協働の推進に関する計画（仮称）」に関する
アンケートについて 

 「市民協働・共創促進事業」の評価基準等の修正
について 

 市民協働の取組の進捗管理について 
・ 第７次総合計画「協働により推進したい取組み」

の進捗状況 
・ 令和６年度協働事業実績調査 

第４回 ９月１日（月）  答申案について 

部会 １２月中旬（予定） 市民協働・共創促進事業審査会 

4. 令和６年度施策評価「協働により推進したい取組」 

5. 令和６年度協働事業実績調査 
 



令和６年度施策評価（協働により推進したい取組み）

施策 施策名称 主担当部課 めざす姿 協働により推進したい取組
4年間で協働により推進したい

具体的な取組
R6年度の方針 R6年度の取組実績 R6年度の取組実績評価 R7年度の方針

001 健康づくりの支援 健康推進課

市民一人ひとりが健康づくり
への高い意識を持ち、健康的な
生活習慣（食生活、歯と口の健
康、こころとからだの健康づく
り）を実践しています。また、地
域のソ-シャルキャピタルが醸
成され、健康づくりだけでな
く、こころといのちを守る支援
がなされています。

健康づくりやこころといのちを
支え合うネットワークづくりに
関すること。

・運動や社会参加、食育等の健康づくりを個
人のみではなく地域ぐるみで実践・促進して
いくため、自主グループや市内企業との連携
を推進する。
・こころといのちを支えあうネットワークに関
しては、自殺対策事業の中での地域機関（職
域等）との連携を推進する。

・運動や社会参加、食育等の健
康づくりを個人のみではなく
地域ぐるみで実践・促進してい
くため、自主グループや市内企
業との連携を推進する。
・こころといのちを支えあう
ネットワークに関しては、自殺
対策事業の中での地域機関（職
域等）との連携を推進する。

・３グループの活動支援を実施した。
・市内企業と連携し、保険会社での健康情報
紙の配布やベジチェック測定による野菜摂取
に関する啓発等を実施した。
・「自殺対策推進会議」及び「自殺対策関係機
関連絡会」へ名称変更し、庁内外の関係機関
との連携を強化した。
団体や企業と連携することにより、地域ぐる
みでの健康づくりを実施・促進することがで
きた。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

・3つの自主グループの支援の
実施や既につながりのある市
内企業・団体等と引き続き連携
し啓発を行うことで、地域ぐる
みでの健康づくりを実施・促進
していく。

002 疾病予防対策の充実 健康推進課

健康診査や各種検診の機会が
充実しており、疾病や障害等の
早期発見と早期の治療・支援に
結び付いています。また、市民
一人ひとりが感染症予防の正
しい知識を持ち、適切に対応す
るとともに、市・東京都・国が連
携した予防体制が整備され、対
策が行われていることで、健康
が守られています。

健（検）診の啓発や感染症発生
を想定した訓練の実施に関す
ること。

・特定健診等健康診査受診率及び特定保健
指導実施率の向上のため、協働できる団体
やその手法について検討を進め、実施した
い。

継続して実施。

企業で発行する広報誌や商工会メールマガ
ジンを活用しての健康づくりに関する情報提
供を行い、職域との連携を図った。
生命保険会社の顧客に対し、健康づくりに関
するちらしを配布し、協働により広く普及啓
発を実施することができた。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

継続して実施。一部がん検診
（胃がん（胃部エックス線検査）・
肺がん検診）の検診会場拡充の
検討を行う。

003 地域医療体制の整備 健康推進課

市民一人ひとりが「かかりつ
け」の医療機関や薬局を持ち、
身近な場所で気軽に健康づく
りに関する相談ができていま
す。また、在宅で療養する方を
含め、休日・夜間や災害発生時
などにおいても適切な医療
サービスを受けることができる
体制が整っています。

「かかりつけ」の医療機関や薬
局を持つことの啓発のほか、災
害発生時における医療救護や
保健活動等の協働・連携体制の
整備に関すること。

災害時における「緊急医療救護所開設マニュ
アル」の確認検証・見直し及び図上訓練を実
施する。

・「かかりつけ」の医療機関や薬
局を持つことの啓発
・災害発生時における医療救護
や保健活動等の協働・連携体制
の整備

・「かかりつけ」の医療機関等や薬局を持つこ
との啓発を行うことが出来た。
・総合防災訓練時において災害発生時におけ
る医療救護や保健活動等のトリアージ訓練を
体験してもらい啓発に繋げることが出来た。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

・「かかりつけ」の医療機関や薬
局を持つことの理解と啓発に
努める。
・災害発生時における医療救護
や保健活動等の協働・連携体制
の整備

004 地域における子育て支援
子ども家庭支援
課

地域全体で子ども・子育てを支
えていく取組が充実し、子育て
家庭が孤立し、悩みを抱え込む
ことなく、気軽に交流・相談で
きる環境が整っており、様々な
人との触れ合いを通じて、子ど
もが健やかに成長しています。

子ども食堂などの地域団体と
の子ども・子育てを応援する活
動及び地域のネットワークづく
りに関すること。

子ども食堂などの活動団体及び関係機関と
の連絡会を開催し、子ども食堂の活動の安定
性や継続性の確保に対して、情報共有と意見
交換を行っているが、さらに地域で子ども・
子育ての支援の輪を拡げられるよう取組を
進める。

引き続き、子ども食堂などの活
動団体及び関係機関との連絡
会を開催し、子ども食堂の活動
の安定性や継続性の確保に向
けて、情報共有と意見交換を行
う。

子ども食堂実施団体だけでなく、子ども食堂
に関連する子育て支援団体も連絡会に参加
していただき、情報共有を行い、課題の共有
等を行うことができた。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

引き続き、子ども食堂などの活
動団体及び関係機関との連絡
会を開催し、子ども食堂の活動
の安定性や継続性の確保に向
けて情報共有と意見交換を行
う。

005
妊娠期から子育て期までの継
続的な支援

子ども家庭支援
課

妊娠、出産、育児のそれぞれに
おいて、適切な情報提供、不安
や悩みに対する相談支援、医療
費等の経済的負担に対する支
援などが行われており、保護者
が安心して子どもを生み育て
ることができる環境が整って
います。

子育てに係る情報収集・提供
や、児童虐待の防止等に関する
こと。

　核家族化や地域のつながりの希薄化が進
むなか、孤立感や不安感を抱える妊婦や子育
て家庭が増えている。また、子育て世代包括
支援センター「みらい」及び子ども家庭支援
センター「たっち」で実施する子どもと家庭に
関する総合相談において、児童虐待や養育
困難を主訴とする相談を中心に新規に受理
する件数が増加の一途をたどっており、全て
の妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育て
ができる環境の整備が課題である。
　妊婦・子育て家庭の孤立感・不安感の解消
に向けて、地域で子育て支援のために活動す
る団体と協働して子育てひろばに関する情
報紙を発行したり、交流会を開催する。また、
子育て世代包括支援センター「みらい」にお
いて、関係機関や市民を対象に児童虐待の
普及啓発を行うことで虐待防止に関する意
識を高め、児童虐待防止ネットワークの構築
を図る。

　地域で子育て支援を行う
NPO法人と協働して子育てひ
ろばのイベント情報を掲載する
情報紙を発行するほか、子育て
ひろばを運営する団体と子育
てひろばの紹介・体験を行う交
流会を共催する。また、子育て
世代包括支援センター「みら
い」において、関係機関や市民
を対象に講演会や研修会を開
催し、支援を必要とする家庭の
見守りや相談体制の充実を図
る。日本財団や支援団体との連
携・協働により、ヤングケアラー
への支援・普及啓発を継続する
とともに、サポートブックを作
成する。

〇子育てひろばのイベント情報紙の発行 年
４回
〇子育てひろば交流会 入場者178組
〇関係機関向け研修会　２回
〇ヤングケアラープロジェクト
・ヤングケアラー受理件数 24世帯25名
・研修会等　１１回
・啓発イベント　１回
・ネットワーク会議　４回
・サポートブックの発行

協働で実施したことにより、課
題の解決に結びつく成果を市
民に還元できた

・イベント情報を掲載する情報
紙を発行するほか、子育てひろ
ばを運営する団体と子育てひ
ろばの紹介・体験を行う交流会
を共催する。
・関係機関や市民を対象に講演
会や研修会を開催し、支援を必
要とする家庭の見守りや相談
体制の充実を図る。
・日本財団や支援団体との連
携・協働により、ヤングケアラー
への支援・普及啓発を継続する
とともに、サポートブックを活
用した支援やサロンの設置を
行う。

施策の分野　■保健・福祉　■生活・環境　■文化・学習　■都市基盤・産業
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施策の分野　■保健・福祉　■生活・環境　■文化・学習　■都市基盤・産業

006 ひとり親家庭への支援 子育て応援課

ひとり親家庭が自分たち家族
にとって必要なサービス等を
選択・活用しながら、親子が自
立し、安心して暮らしています。

ひとり親家庭の孤立化防止に
関すること。

ひとり親家庭は、経済的・精神的な不安を抱
えている傾向にあることから、必要な市の
サービスや相談窓口等を情報提供するとと
もに、地域とつながることが重要であるた
め、地域で主体的に実施している子ども食堂
や子育てひろば等の子育て世帯が集まる場
所の情報発信に努める。

引き続きひとり親家庭が地域
とつながり、孤立化が防止され
るよう様々な情報発信に努め
ていく。

ひとり親応援ブックについては、庁内関係機
関や民生委員、子ども食堂に配布し周知する
ことができた。ひとり親家庭に相談対応する
際に、子育てのたまて箱を活用し、案内する
ことができた。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

引き続きひとり親家庭が地域
とつながり、孤立化が防止され
るよう様々な情報発信に努め
ていく。

007 教育・保育サービスの充実 保育支援課

就学前の子どもに対して、それ
ぞれの家庭の状況や子どもの
個性に応じて必要とされる教
育・保育サービスが提供されて
おり、安心して出産し、子育て
できる環境が整っています。

利用者のニーズに沿った多様
な保育・教育サービスの提供に
関すること。

医療的ケアが必要な児童について、私立保育
園にも保育サービスを提供してもらえるよう
調整するなど、受入れの拡充を行う。

より多くの私立保育園におい
て医療的ケア児を受入れるこ
とができるよう、各園にアン
ケートやヒアリングを実施し、
必要な条件等を分析し、引き続
き、受入れ枠を確保するための
拡充策を検討していく。

令和６年度は、私立保育園１園において、新
たに医療的ケア児の受入れを開始できた。令
和７年度４月入所申込みにおいては私立保
育園への入所内定者はいなかったが、昨年
度と同数程度の私立保育園を医療的ケア児
の受入れ実施園として、申込み前に公表する
ことができた。また、私立保育園向けに、医
療的ケア児を受入れている公立保育所への
見学会の実施や研修のオンライン配信を行う
など、拡充に向けた取り組みを実施した。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

より多くの私立保育園におい
て医療的ケア児を受入れるこ
とができるよう、引き続き各園
にアンケートやヒアリングを実
施し、受入れを実施する園の拡
充策を検討していく。

008
高齢者がいきいきするための
支援

高齢者支援課

働く意欲のある高齢者が、自身
の知識や経験をいかして地域
で活躍しています。また、地域
で支え合いや見守りの体制が
整備され、高齢者が社会参加し
ながら、安心感を持って生き生
きと暮らしています。

フレイル予防・介護予防を含め
た健康寿命の延伸や、高齢者
が集えるサロンの運営に関す
ること。

高齢者の社会参加や健康づくり、地域での支
え合いを促進するため、住民主体の通いの
場や居場所づくりを一層進める。

住民主体の通いの場や居場所
づくりを進めるため、引き続き
必要な支援を行うとともに、そ
れ以外の協働の方法について
検討をする。

①住民主体の通いの場等で、リハビリテー
ション職による健康教育を実施した。
②高齢者の生きがいづくりや地域での見守
りのため、シニアクラブへの財政的支援等を
行った（80クラブ）。
③高齢者の居場所づくりのため、高齢者向け
のサロンの活動を財政的に支援した（14団
体）。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

住民主体の通いの場や居場所
づくりを進めるため、引き続き
必要な支援を行うとともに、そ
れ以外の協働の方法について
検討をする。

009
高齢者が住み慣れた地域で安
心して暮らすための支援

高齢者支援課

認知症の高齢者を始め、支援
や見守りを必要とする高齢者
とその家族を地域住民、事業
者、関係機関等で支え合うネッ
トワ-クが構築されており、全て
の高齢者が安心して暮らして
います。

高齢者の見守りネットワークに
関すること。

高齢者の異変を早期に察知し、必要な支援を
提供できるようにするため、地域での見守り
の充実を図る。

地域が高齢者をさりげなく見
守り、異変を感じたら市や地域
包括支援センターへ情報を提
供してもらえるよう、①②に引
き続き取り組む。

①地域包括支援センターが開催する地域の
自治会等が参加する会議等の機会を捉え、
高齢者見守りネットワークについての周知を
行った。
②「地域の見守り活動に関する協定」の締結
団体にアンケートを実施し課題を抽出した。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

地域が高齢者をさりげなく見
守り、異変を感じたら市や地域
包括支援センターへ情報を提
供してもらえるよう、引き続き
取り組む。

010 障害者の社会参加の推進 障害者福祉課

障害のある人が地域の一員と
して地域における交流活動に
参加するほか、社会の一員とし
て、その人らしく働くことがで
きるなど、積極的な社会参加が
可能なまちになっています。

障害理解や意識啓発に関する
イベントの実施や、障害のある
人の就労に関すること。

イベントへのボランティア参加等の協働を通
して、市民と障害者との相互理解を深める。
市内作業所合同販売会において、協働により
集客し、障害者の工賃向上を目指す。

全ての事業で、引き続き実施を
検討している。
障害者地域交流促進事業につ
いては、市民の障害理解の方
法の工夫を検討する。

・軽スポーツ大会・Waiwaiフェスティバル・
プール開放事業、メンタルヘルス講座は予定
通り開催。
・自立移動支援事業はタクシー・ガソリンとも
に減少傾向

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

全ての事業で、引き続き実施を
検討している。

011
障害者差別の解消と相談支援
機能の充実

障害者福祉課

市民が、障害の有無に関わらず
お互いを尊重し合い、家庭や職
場で自分らしく過ごせていま
す。また、障害のある人やその
家族からの悩みに応じる体制
が整備され、必要とする人への
適切な相談支援が行われてい
ます。

合理的配慮の提供や相談支援
のネットワークに関すること。

府中市で生活するにあたって、当たり前のよ
うに合理的配慮の提供を受けられるよう、商
工業事業所等一般事業所と障害者団体、障
害福祉関係機関の接点を増やす。障害福祉
に関する相談窓口について、広く周知する。

①府中市障害者差別解消支援
地域連絡会議を通して、障害者
差別解消・合理的配慮に関する
啓発方法検討し、協働で実施す
る。
②４センター連絡会、特定相談
支援事業所連絡会などを通し
て相談体制の強化を図る。
③府中市障害者等地域自立支
援協議会を通して地域課題の
抽出・共有を行う。
④訪問助言・指導を通して、市
内事業所のニーズ等を把握す
る。

府中市障害者差別解消支援地域連絡会議の
実施
４センター連絡会の実施
特定相談支援事業所連絡会の実施
訪問助言・指導の実施

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

①府中市障害者差別解消支援
地域連絡会議を通して、障害福
祉関係者と障害福祉関係の民
間事業所の情報交換を図る。
②４センター連絡会、特定相談
支援事業所連絡会などを通し
て相談体制の強化を図る。
③府中市障害者等地域自立支
援協議会を通して地域課題の
抽出・共有を行う。
④訪問助言・指導を通して、市
内事業所のニーズ等を把握す
る。
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012 障害者の地域生活支援 障害者福祉課

障害のある人の地域生活を支
えるサ-ビスの充実や支援体制
の整備がなされており、誰もが
住み慣れた地域で安心して自
立した暮らしができています。

関係者が情報共有や連携を図
ることができる包括的なシステ
ムの構築に関すること。

障害のある人が希望する場所に住み続けら
れるよう、障害福祉以外の資源やコミュニ
ティを含めた地域の連携体制を構築する。

アンケート調査の結果をもとに
対象者に対して個別に地域移
行を進めていくとともに、障害
のある人が地域で生活する上
で必要な連携や資源について、
障害福祉行政だけでない地域
との連携体制を構築し、実現可
能な取り組みの実施を検討し
ていく。

自立支援協議会と共同して入所施設の見学
や入所者へのインタビューを行った。精神障
害にも対応した地域包括ケアシステム連絡会
議では、精神障害のある人が地域で生活す
るにあたっての地域の課題を話し合い、地域
との連携の在り方や住まいの課題について
話し合いを行った。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

精神障害にも対応した地域包
括ケアシステム連絡会議におい
て、賃貸物件のオーナーを対象
としたアンケートを実施する予
定である。

013 障害児への支援の充実 障害者福祉課

障害のある児童が、必要とする
サ-ビスの提供とライフステ-ジ
を見通した切れ目のない支援
を受けており、心身ともに健や
かに成長・発達しています。

「ちゅうファイル（支援ファイ
ル）」の活用による継続した支
援に関すること。

「切れ目のない支援」の実現に向けた関係機
関におけるちゅうファイルの普及及び記入事
項作成協力

対外的な普及に向けて、まずは
庁内関係部署との連携により、
普及方法等の調整を進めてい
く。

庁内において、部署を横断しての支援シート
の検討を行った。

協働による実施を検討した

支援が途切れがちな就学期に
注目し、指導室とはばたき、庁
内関係課及び関係施設が連携
して就学支援シートの内容を検
討していく。

014 高齢者医療制度の普及と推進 保険年金課

健康寿命の延伸に伴い、元気
で生き生きとした後期高齢者
が増えています。また、後期高
齢者医療制度の安定的な運営
により、病気やけがなどをした
際には、誰もが安心して最適な
医療を受けることができてい
ます。

ジェネリック医薬品への切り替
えといった医療費の適正化や、
フレイル予防といった健康寿命
の延伸に関すること。

　新型コロナの影響で健診受診率が低下し、
生活習慣病のリスクが増加している。後期高
齢者医療健康診査の受診率向上のため、ＦＣ
東京の選手やマスコットキャラクターを活用
したポスターやパンフレット、ＰＲ動画、個別
の受診勧奨通知の作成を行う。
　また健康寿命延伸のため、フレイル予防の
普及啓発に努める。

引き続き、後期高齢者医療健
康診査の受診率向上のため、Ｆ
Ｃ東京との協働によりＰＲ活動
を実施するほか、フレイル予防
の普及啓発のため、健康教育
の視点でＦＣ東京に協力いただ
く。

後期高齢者医療健康診査の受診率向上のた
め、FC東京の選手やマスコットキャラクター
を活用したポスター・パンフレットを作成し、
PR動画をくるるビジョンへ掲載した。また、
健康教育の場を設け、当課の保健師とFC東
京の管理栄養士にてフレイル予防の普及啓
発を行った。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

引き続き、後期高齢者医療健
康診査の受診率向上のため、Ｆ
Ｃ東京との協働によりＰＲ活動
を実施するほか、フレイル予防
の普及啓発のため、健康教育
の視点でＦＣ東京に協力いただ
く。

015 国民健康保険の運営 保険年金課

市民の健康意識が高まってお
り、一人ひとりが健康の保持・
増進や疾病の予防・早期発見な
どに努めるとともに、国民健康
保険制度の安定的な運営によ
り、誰もが必要な時に適切な医
療を受けることができていま
す。

健康の保持・増進や疾病の予
防・早期発見に関すること。

新型コロナの影響で健診受診率が低下し、生
活習慣病のリスクが増加している。特定健康
診査の受診率向上のため、FC東京の選手や
マスコットキャラクターを活用したポスターや
PR動画、個別の受診勧奨通知の作成を行
う。

引き続きＦＣ東京との協働事業
を実施していくとともに、特定
保健指導については新たに軽
度リスク者のメタボリックシン
ドロームへの移行予防に取り組
む。

地域活性化に関する協働協定を締結してい
るＦＣ東京との協働事業として、受診啓発動
画や受診勧奨ポスターを作成し、くるるビ
ジョンで放映するなど、受診率向上に向けた
取り組みを行った。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

引き続き、ＦＣ東京との協働事
業を行うとともに、特定健診の
受診勧奨の通知物の改善や送
付時期を早めることで、受診率
の向上に繋げる。

016 国民年金の普及 保険年金課

若者から高齢者まで、全ての市
民が公的年金制度を正しく理
解して年金保険料を納付し、受
給要件を満たすとともに、老後
や障害者となった際に支給さ
れる年金などにより、安定した
生活基盤を築いています。

年金制度（仕組み）の正しい知
識や理解の普及・啓発に関する
こと。

年金制度の仕組みは複雑で分かりにくい面
があるため、正しい知識と理解が深まるよう
普及・啓発に努める。また、市民の身近な窓
口として、年金制度を将来にわたり維持・運
営していくため、未加入者や保険料の未納者
を減らしていく。

日本年金機構と協力・連携し、
国民年金（公的年金制度の趣
旨）の普及・啓発のため、パンフ
レット、広報誌及びホームペー
ジなどを活用し、周知や加入促
進などを進める。

日本年金機構と協力・連携し、国民年金（公
的年金制度の趣旨）の普及・啓発のため、パ
ンフレット、広報誌及びホームページなどを
活用し、周知や加入促進などを行った。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

日本年金機構と協力・連携し、
国民年金（公的年金制度の趣
旨）の普及・啓発のため、パンフ
レット、広報誌及びホームペー
ジなどを活用し、周知や加入促
進などを進める。

017 介護保険制度の円滑な運営 介護保険課

高齢者が必要な介護保険サー
ビスを適切に利用できており、
自身の尊厳を保持しつつ、有す
る能力に応じて自立した日常
生活を営むことができていま
す。

介護保険制度の内容や介護方
法などについての理解・普及
や、災害時や感染症対策などに
必要となる高齢者への支援に
関すること。

介護サービス事業所に向けた介護保険制度
理解やサービスの質の向上を目的とした研
修の実施に着手したい。
府中市介護サービス事業者連絡協議会と締
結した、風水害時における要支援高齢者の安
否確認等に関する協定への賛同事業所数の
拡大及び介護サービス事業者による避難等
支援対象者の把握を進めたい。

令和５年度に引き続き、介護
サービス事業所に対して処遇
改善加算の取得促進や介護人
材確保等に関する内容を研修
テーマとして取り上げ、介護保
険制度の理解やサービスの質
の向上を行う。

協働事業として、介護サービス事業所に処遇
改善加算の取得を促進する研修、新たな介
護人材確保に関する研修や認知症ケアに関
する研修を実施した。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

令和６年度に引き続き、介護
サービス事業所に対して、業務
の負担軽減、介護人材の確保
や定着に繋がる内容を研修
テーマとして取り上げ、介護保
険制度の理解や介護人材の確
保と定着によるサービスの質
の向上を行う。

30



令和６年度施策評価（協働により推進したい取組み）

施策 施策名称 主担当部課 めざす姿 協働により推進したい取組
4年間で協働により推進したい

具体的な取組
R6年度の方針 R6年度の取組実績 R6年度の取組実績評価 R7年度の方針

施策の分野　■保健・福祉　■生活・環境　■文化・学習　■都市基盤・産業

018 低所得者の自立支援 生活福祉課

経済的に困窮する市民が自身
の状況に応じた支援や情報に
つながることができる相談体
制等が整備されており、生活保
護制度を含めた様々な施策に
よってその困窮状態が解消さ
れています。

地域の中で孤立し、困難を抱え
る方の把握や早期支援のほか、
低所得者や要支援者の支援に
係る多様な働き方に関するこ
と。

地域の中で孤立し、困難を抱える方の把握や
早期支援については、当課のみで実効的な
取組が困難であることから、地域福祉コー
ディネーターやわがまち支えあい協議会など
と連携する体制が構築できるよう取り組ん
でいく。関係各所とその連携方法及び取組方
法等を協議・共有したうえで、支援を必要と
している方を早期に把握し、実際に支援につ
なげていくことを目指す。
低所得者や要支援者の支援に係る多様な働
き方については、生活困窮者及び生活保護
受給者への就労支援事業及び就労準備支援
事業を事業委託により実施している。その中
で、一人ひとりの状況に合わせ、多様な働き
方が可能となるよう、委託事業者及びハロー
ワークとの連携を密にし、取組を強化してい
く。また、就労につなげるだけではなく、それ
が継続していけるようその後の定着支援を
行うことで、社会的自立をしっかりと後押し
していく。

国際的なインフレや為替にの影
響による、エネルギー高、物価
高は私たちの暮らしに大きな
影響を与えている。生活困窮者
にとっては今後厳しい生活が
予想されるため相談件数の増
加が予想される。今後の国の
経済政策の動向や制度改正な
どに注意しながら現行法でで
きる内容の支援をしっかりと
行っていく。

物価高騰の影響による生活困窮や精神疾患
による失業など、コロナ禍とは異なる相談に
対しきめ細やかな相談対応が増えたことに
より、地域福祉コーディネーターやわがまち
支えあい協議会などと連携することも進み
つつある。

協働による実施を検討した

令和７年度は重層的支援体制
整備事業の移行準備期間とな
るため、関係機関との連携に向
けて調整が進んでいくと思わ
れるので、生活困窮部門も連携
しながら問題解決にあたりた
い。

019
住宅セーフティネット制度の推
進

住宅課

高齢者や低所得者等の住宅の
確保に特に配慮を要する方に、
公的住宅に加えて、民間の空き
家・空き室を活用した居住支援
が行われており、誰もが安心し
て暮らすことができています。

住宅確保要配慮者の居住支援
に関すること。

住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑
な入居の促進等を図るため、不動産関係団
体、居住支援団体、建築関係団体、地方公共
団体で構成される居住支援協議会におい
て、定期的に情報交換を行うとともに、住宅
セーフティネット住まい相談窓口を社会福祉
協議会に置き、民間賃貸住宅への円滑な入
居及びそれに伴う地域生活における各種相
談支援を行う。

引き続き居住支援協議会で情
報共有を行い、住まい探しの課
題について共通の意識を持つ。
また、社会福祉協議会において
住まい相談を継続し、地域包括
支援センターや地域福祉コー
ディネーターなど多くの福祉機
関との連携を密にすることで、
住宅要確保者の住まい先の確
保及び生活の安定を支援する。
また、居住支援協議会関係者
向けの勉強会を実施すること
で、居住支援制度の基本につ
いて、改めて協議会全体の理
解を深める。

居住支援協議会（部会を含む）を3回開催し、
住まい探しの課題について情報交換等を
行った。
【協働により生じた効果】
居住支援協議会において、協議会や部会を
通して、居住支援に関係する異なる立場の団
体同士で、事例研究などを通して課題につい
ての意見交換をすることができた。住まい相
談では、社会福祉協議会に相談窓口を置くこ
とで、住宅分野と福祉分野の一体的な窓口
として、居住支援と生活支援を並行して行う
ことができた。また、居住支援協議会関係者
向けの勉強会を開催し、改めて居住支援制度
への理解を深めた。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

引き続き居住支援協議会で情
報共有を行い、住まい探しの課
題について共通の意識を持つ。
また、社会福祉協議会において
住まい相談を継続し、福祉総合
相談をはじめ、地域包括支援セ
ンターや居住支援団体など多
くの福祉機関との連携を密に
することで、住宅確保要配慮者
の住まい先の確保及び生活の
安定を支援する。

020 つながり支え合う地域づくり 地域福祉推進課

地域において福祉課題に関す
る相談を受け止め、支援する環
境が整備されており、地域住民
が日頃から互いに関心を持ち、
つながり合いながら、それぞれ
が主体的に課題を抽出した上
で解決に向けて取り組んでい
ます。

地域における助け合い、支え合
いの仕組みづくりに関するこ
と。

・包括的な相談支援体制の強化
・支援が届いていない方を把握し、信頼関係
を構築
・世代や属性を超えて交流できる場や居場所
の確保

文化センターを拠点とした相談
を受ける体制づくりを継続し、
困りごと相談会の回数を増加
させるため、地域福祉コーディ
ネーターを新たに3名配置す
る。

本事業を府中市社会福祉協議会に委託し実
施した。地域福祉コーディネーターを増員し、
各福祉エリアに配置した。また、押立文化セン
ター及び四谷文化センターにおいて、困りご
と相談会の実施回数を週３日に拡大した。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

文化センターを拠点とした相談
を受ける体制づくりを継続し、
困りごと相談会の実施回数の
増加や、困りごとの解決に向け
て一人ひとりに寄り添った支
援を充実させるため、地域福祉
コーディネーターを４名増員す
る。

021
安心して生活できる福祉環境
の整備

地域福祉推進課

高齢者、障害者、子ども、外国
人などを含めた全ての人に
とって、安心して住みやすいま
ち、訪れやすいまちになってい
ます。

ソフト及びハードの両面におけ
るバリアフリーとユニバーサル
デザインの普及啓発や推進に
関すること。

・心のバリアフリーの普及啓発

引き続き、府中市社会福祉協
議会との協働事業等を継続し、
心のバリアフリーの普及啓発に
努める。

府中市社会福祉協議会との協働により、福祉
まつりの開催、防災と福祉をかけあわせた防
災まち歩きの実施などにより、心のバリアフ
リーの普及啓発を行った。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

引き続き、府中市社会福祉協
議会との協働事業等を継続し、
心のバリアフリーの普及啓発に
努める。

022 生物多様性の保護と回復 環境政策課

自然と人間が調和し、生物多様
性による日々の恵みを受け続
けることができる、自然と共生
した社会の実現のためには、生
き物とその生息環境を守る行
動を起こさなければならない
ことを全ての市民が理解し、環
境保全に係る取組を行ってい
ます。

多岐にわたる生物多様性に係
る活動の実施や、活動団体にお
ける次世代の担い手の育成に
関すること。

生物・生態系の調査、生物の生育・生息環境
の保全、外来生物の防除など、地域の生物多
様性保全の推進に係る事業全般について、
市民や市民団体、事業者等との協働により、
市や一部の市民団体等のみによる取組では
困難な市内全域を対象とした連続的な取組
の展開や、より効果的、効率的な手法の導入
を図りたい。また、世代を超えて生物多様性
の保全を持続していくため、取組をリードす
る人材の発掘、育成についても、環境保全団
体や大学等の教育・研究機関など多様な主
体との連携により推進していきたい。

生物多様性保全にむけて、効果
的な事業取組や周知方法を検
討する。

市民ボランティア及び府中市自然環境調査
員に対し、東京農工大学へ講師を依頼し、植
生管理や保全についての研修を実施した。必
要な情報を発信し、理解を深めることができ
たと考える。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

生物多様性について、市民に対
し意識啓発のための周知及び
発信方法など検討していく。情
報を収集し整理するとともに、
収集した情報を発信していく。
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令和６年度施策評価（協働により推進したい取組み）

施策 施策名称 主担当部課 めざす姿 協働により推進したい取組
4年間で協働により推進したい

具体的な取組
R6年度の方針 R6年度の取組実績 R6年度の取組実績評価 R7年度の方針

施策の分野　■保健・福祉　■生活・環境　■文化・学習　■都市基盤・産業

023 公園緑地等の活用促進 公園緑地課

多様なニーズに対応した公園
が安心・安全に利用できる環境
が整っており、様々な主体が協
働しながら緑のまちづくりに取
り組んでいます。

より快適に利用できるための
公園の維持管理に関すること。

より快適に利用できるための公園の維持管
理に関することを協働により推進することを
想定している。
・公園内の花壇を活用するコミュニティガー
デン事業を実施し、公園の活性化と地域コ
ミュニティの醸成を図る。
・貴重な自然の残る緑地等において、生物多
様性の保全のため、植生管理の方針を維持
管理や環境保全の活動をしている市民と共
有し、植生管理に協働して取り組む。
・公園清掃等のボランティア活動に対し、継
続して支援を実施する。

・公園内の清掃、花壇の植付な
どのインフラ管理ボランティア
に対して支援を行う。
・コミュニティガーデン講座を
継続していくほか、講座終了後
の受講生への支援を実施する。
・武蔵台緑地における植生管理
や崖線・樹林地などの生物多様
性の確保について、ボランティ
ア団体と連携して実施してい
く。
・指定管理者制度の公園におい
ても、市民協働への協力を求め
ていく。

・公園内の清掃、花壇の植付などの活動に対
して支援を行った
・コミュニティガーデン講座の修了者がインフ
ラ管理ボランティアに登録し、活動を開始し
た。
・武蔵台緑地における植生管理や府中崖線・
四谷樹林地などの生物多様性の確保に当
たって、ボランティア団体と協働して実施が
できた。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

・公園内の清掃、花壇の植付な
どのインフラ管理ボランティア
に対して支援を行う。
・コミュニティガーデン講座を
継続していくほか、講座終了後
の受講生への支援を実施する。
・武蔵台緑地における植生管理
や崖線・樹林地などの生物多様
性の確保について、ボランティ
ア団体と連携して実施してい
く。
・指定管理者制度の公園におい
ても、市民協働への協力を求め
ていく。

024 環境に配慮した活動の促進 環境政策課

本市で生活する人や事業活動
を行う全ての人が、持続可能な
社会の実現のために密接な連
携を図り、市民・事業者・市によ
る環境パートナーシップを構築
し、環境に係る情報の交換と共
有を行い、環境に配慮した行動
を実践しています。また、
2050年までに温室効果ガス
の排出を全体として実質ゼロ
とすることを目指し、持続可能
なまちとして再生可能エネル
ギーや自立分散型エネルギー
が普及、拡大しています。

環境について考えたり知ったり
する講座の企画・運営や、環境
に配慮した活動に関すること。

環境パートナーシップなどにより、市・市民・
市民団体・事業者・教育機関等が協働して環
境について情報の交換と共有を行うことで、
環境負荷の少ないまちづくりを行っていく。

「府中市における2050年二酸
化炭素排出実質ゼロに向けた
協働に関する地域協定」を締結
した６者で、ゼロカーボンシ
ティの実現に向け、環境教育や
イベント等の取組を推進する。

環境まつりを実施し、協定事業者とともにゼ
ロカーボンシティの啓発を実施したほか、６
者協定事業者のうちのキユーピー中河原工
場と共に、環境教育を２回実施し多くの親子
連れに参加してもらうことで環境意識の向上
が図られた。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

協定事業者と共に、ゼロカーボ
ンシティの実現に向けて環境ま
つりでの啓発や環境教育を実
施する。

025 まちの環境美化の推進 環境政策課

全ての市民が高い美化意識を
持つことにより、美しく快適な
環境が維持されています。ま
た、所有者や管理者による空き
家の適正管理により、安全・安
心な生活環境が確保されてい
ます。

環境美化活動をはじめ、空き家
や害虫、飼い主のいない猫な
ど、様々な生活環境問題への
対応に関すること。

・本市では、まちの環境美化を推進する各種
施策を実施しているが、依然としてポイ捨て
行為等の苦情・相談が寄せられている状況に
あるため、マナー向上に向けたより一層の啓
発が必要とされている。市内で美化推進事
業に取り組む担い手を育成するとともに、団
体間の連携・協働を促進することにより、市
民の美化意識の向上及び美化推進活動への
参画の推進を図る。
・飼い主のいない猫対策事業においては、地
域の実情に合わせた適切な管理による人と
猫との共生を図るためのガイドラインを作成
している。それに伴い、市の登録ボランティア
の方々にご協力いただき、飼い主のいない
猫に去勢・不妊手術を受けさせる活動に対す
る補助事業や適正なエサやりの啓発活動を
今後も実施する。
・空き家問題においては、個々のケースで
様々な要因がからみ、市役所単独で解決して
いくことは困難であるため、行政書士会等の
専門家団体と協働し、啓発活動を行っていき
たい。

・市民や事業者が行う自主的な
清掃活動、環境美化推進地区
における駅前清掃、多摩川清掃
市民運動の取組を行う。
・地域住民及びボランティア団
体と協働し飼い主のいない猫
への去勢・不妊手術や地域猫活
動を推進する。

市民や事業者が地域で行う自主的な清掃活
動の支援を行うとともに府中駅等の駅前清
掃を実施した。市民団体と協働し、飼い主の
いない猫への去勢・不妊手術や地域猫活動
を推進した。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

・市民や事業者が行う自主的な
清掃活動、環境美化推進地区
における駅前清掃、多摩川清掃
市民運動の取組を行う。
・地域住民及びボランティア団
体と協働し飼い主のいない猫
への去勢・不妊手術や地域猫活
動を推進する。

026 公害対策の推進 環境政策課

大気汚染、水質汚濁、土壌汚
染、騒音、振動、地盤沈下、悪臭
といったいわゆる典型７公害の
監視体制の充実と事業者に対
する適切な指導や助言等によ
り、公害の発生が未然に防止さ
れています。また、市民・事業者
が積極的に公害の発生防止に
取り組み、近隣に配慮した行動
に努めることで、誰もが快適に
過ごせる環境が整っています。

地域活動等を通じた近隣住民
同士のつながりの深化や、お互
いの立場や考え方の更なる理
解に関すること。

近隣住民同士のつながりを深め、お互いの
立場や考え方を理解することで公害を防止
し、地域の生活環境を保全するとともに、豊
かな歴史的・文化的資源を守り、活用してい
く。

公害発生に対し、引き続き様々
な要因を分析し、因果関係を的
確に捉える必要がある。また、
国や都の動向や市内における
公害発生状況について、必要な
情報を市民に提供し、市民同士
のトラブル回避や関係性の向
上を図っていく。
環境保全活動センターを中心
に「協働により推進したい取
組」の進捗を図る。

府中市にて調査分析を行った成果について
は「府中の環境」という資料を作成すること
で市民に公表している。
また、協働として環境保全活動センターを中
心に市民や事業者と連携し、市民の環境意識
の向上を目的とした講座やイベントを実施す
ることができた。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

公害発生に対し、引き続き様々
な要因を分析し、因果関係を的
確に捉える必要がある。また、
国や都の動向や市内における
公害発生状況について、必要な
調査を実施し、必要な情報を市
民に提供することで市民同士
のトラブル回避や関係性の向
上を図っていく。
環境保全活動センターを中心
に「協働により推進したい取
組」の進捗を図る32



令和６年度施策評価（協働により推進したい取組み）

施策 施策名称 主担当部課 めざす姿 協働により推進したい取組
4年間で協働により推進したい

具体的な取組
R6年度の方針 R6年度の取組実績 R6年度の取組実績評価 R7年度の方針

施策の分野　■保健・福祉　■生活・環境　■文化・学習　■都市基盤・産業

027 斎場・墓地の管理運営 環境政策課

府中の森市民聖苑が安定的か
つ効率的に運営され、利用され
る市民の希望に沿った形で葬
儀等を行うことができていま
す。また、稲城・府中メモリアル
パークが効率的に運営され、安
定的かつ永続性の高い公営墓
地として管理されています。

定額で利用できる聖苑葬儀の
提供に関すること。

　府中の森市民聖苑では、府中市民が葬儀を
行う場合の負担軽減を図ることを目的に、市
民聖苑の式場や備品（祭壇）を使用して一定
額で実施できる標準的葬儀「聖苑葬儀」を定
め、趣旨に賛同する葬祭業者が聖苑葬儀取
扱店として市に登録し、低廉な価格で標準的
な葬儀ができるよう協力していく。

　継続して実施する。
　市民聖苑で執り行われた葬儀等のほとんど
が「聖苑葬儀」で実施された。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

　継続して実施する。

028
ごみの発生抑制・循環的な利用
の促進

資源循環推進課

市民一人ひとりに「もったいな
い」という意識が浸透し、ごみ
の発生抑制が習慣化されてい
ます。また、製品の製造から廃
棄に至る過程において市民・事
業者・市が再利用や再資源化に
努め、循環型社会が形成され
ています。

ごみの減量と循環型社会の形
成に向けた普及啓発や関連す
る取組、生活様式への転換に関
すること。

ごみそのものを発生させないことを重視し、
市民一人ひとりが「もったいない」の心を
持って、ごみの発生抑制に取り組み、また、製
品の製造から廃棄に至る各過程において市
民・事業者・市が再利用や再資源化に努める
ことで循環的な利用の促進につなげるため、
日常生活や事業活動を見直す行動につなが
るよう、主に次の取組を進めていく。
①生ごみの発生抑制の推進
②食品ロスの削減の推進
③容器包装材等の発生抑制の推進
④民間事業者と連携したリユースの推進
⑤限りある資源のリサイクルを促進するた
め、集団回収の拡充
⑥事業系ごみの分別排出の徹底・資源化の
推進

各取組の普及啓発等を行うこ
とで、ごみ排出者である市民・
事業者の取組を促す。
①生ごみ処理機購入の補助件
数増加
②食品ロスの実態把握を踏ま
えた削減に関する普及啓発の
実施
③ワンウェイプラスチック容器
の利用削減
④協定を締結している株式会
社ジモティーが運営する地域
の情報掲示板ジモティーの利
用促進
⑤リユース食器貸出の拡充
⑥エコレシピコンクールの更な
る充実
⑦集団回収における回収量増
加の促進
⑧事業系ごみのうち、雑がみや
厨芥等の再生利用が可能な品
目の資源化促進

①食品ロス削減を目的に各地域でごみ対策
推進協議会とフードドライブの実施、地域活
性化包括連携協定を締結しているセブンイレ
ブン・ジャパンを始めとした市内小売店での
手前どりポップの掲出、キユーピー株式会社
とのエコレシピの作成及び市内量販店でエコ
レシピのPOPの掲出を実施した。また、市内
で発生している食品ロスの実態把握を目的
として、厨芥ごみの組成分析を実施した。
②地域の情報掲示板ジモティーで再生家具
を販売した。
③大規模事業所へ立入調査を実施した。
④昨年度に引き続きリユース食器貸出事業
を実施し、リユースの促進と啓発を図った。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

各取組の普及啓発等を行うこ
とで、ごみ排出者である市民・
事業者の取組を促す。
①生ごみ処理機購入の補助件
数増加
②食品ロスの実態把握を踏ま
えた削減に関する普及啓発の
実施
③ワンウェイプラスチック容器
の利用削減
④協定を締結している株式会
社ジモティーが運営する地域
の情報掲示板ジモティーの利
用促進
⑤リユース食器貸出の拡充
⑥エコレシピコンクールの更な
る充実（エコレシピ集の作成配
布等）
⑦集団回収における回収量増
加の促進
⑧事業系ごみにおける再生利
用が可能な品目の資源化促進

029
継続的・安定的なごみの適正処
理の確保

資源循環推進課

ごみの収集運搬、中間処理、最
終処分の各段階において、適
正な処理を行うことで、環境へ
の負荷を最小限にとどめ、安全
かつ衛生的な生活環境が確保
されています。

ルールを厳守したごみの排出
に関すること。

快適で安全な生活環境を維持するため、環
境負荷の低減が図られた安定的かつ効率的
なごみ処理体制を確保し、ルールを厳守した
適正な処理のため、主に次の取組を進めて
いく。
①分別排出ルールの徹底
②資源物の持ち去り対策
③処理困難物等の適正処理の推進
④不法投棄対策の推進

①自治会・小学校でのごみ資源
物の排出ルールに関する説明
会の実施
②分別が徹底されていない市
民や少量排出事業所に対する
分別排出指導を実施するとと
もに、クリーンセンター多摩川
にて事業系一般廃棄物の搬入
物検査を実施した。
④市民や地域ごみ対策推進員
からの情報提供に基づき、資源
物の持ち去り及び不法投棄の
防止を図るためパトロールを
実施した。

各取組の普及啓発及び指導等を行うことで、
ごみ排出者である市民・事業者の取組を促
す。
①ごみ資源物の排出ルールに関する説明会
の実施
②不分別排出者に対する分別排出指導や搬
入物検査の実施
③地域住民や警察等との連携による資源物
の持ち去り及び不法投棄防止パトロールの
実施

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

①自治会・小学校でのごみ資源
物の排出ルールに関する説明
会の実施
②分別が徹底されていない市
民や少量排出事業所に対する
分別排出指導を実施するとと
もに、クリーンセンター多摩川
にて事業系一般廃棄物の搬入
物検査を実施した。
③市民や地域ごみ対策推進員
からの情報提供に基づき、資源
物の持ち去り及び不法投棄の
防止を図るためパトロールを
実施した

030 交通安全の推進 地域安全対策課

自転車駐車場や交通安全施設
等が整備され、交通安全のルー
ルや正しいマナーが浸透してお
り、市民が安心して快適にまち
を散策できる環境が確保され
ています。

交通ルールや思いやりのある
交通マナーの意識啓発に関す
ること。

自転車乗車に関するルール・マナーの徹底
や、社会人世代への交通安全対策が課題と
捉えており、警察署や交通安全関係団体との
協働により、啓発を進めていく。

これまで実施してきた協働に
よる取組を継続するとともに、
よりよい協働を行うため、課題
や反省点について協働相手と
共有しながら進めていく。

・春・秋の全国交通安全運動など、各種交通
安全キャンペーンを実施した。
・小学生・高齢者自転車競技大会を開催し
た。
・中学生に向けたスケアードストレイトによる
交通安全教室を実施した。
・包括協定を結んでいる事業者の協力を得
て、小学生と保護者向けの交通安全教室を
実施した。
・自転車等の交通安全啓発として「協働・共創
の窓口」に行政課題を提示し、提案のあった
事業者とイベント実施に向けた打ち合わせを
実施した。（Ｒ７年度実施）

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

これまで実施してきた協働に
よる取組を継続するとともに、
よりよい協働を行うため、課題
や反省点について協働相手と
共有しながら進めていく。

33



令和６年度施策評価（協働により推進したい取組み）

施策 施策名称 主担当部課 めざす姿 協働により推進したい取組
4年間で協働により推進したい

具体的な取組
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施策の分野　■保健・福祉　■生活・環境　■文化・学習　■都市基盤・産業

031 地域安全の推進 地域安全対策課

防犯カメラなどの必要となるイ
ンフラが整備されるとともに、
市民一人ひとりが高い防犯意
識を持って活発に自主防犯活
動を展開するなど、犯罪の起き
にくい安全なまちづくりに一丸
となって取り組んでいます。

自主防犯活動の活発な展開に
関すること。

地域の防犯力向上を目指すため、イベント等
を通じた市民の防犯意識の向上や、自治会
等の地域団体が行う自主防犯活動に対する
防犯グッズ支援、わんわんパトロール隊員に
対するグッズ支援、防犯カメラの設置や管理
等の支援を進めていく。

地域安全リーダー講習会に関
しては、参加者の高齢化といっ
た課題や、状況に即した講習内
容となるよう、協働相手と協議
を行っていく。

・自主的に防犯活動に取り組む地域団体へ防
犯グッズの提供を行い、さらにわんわんパト
ロール隊員になった個人向けへの防犯グッ
ズの支援を行うことで、防犯意識向上を行っ
た。
・地域安全リーダー講習会を通して、防犯に
関して地域で活躍していただく人材養成を
行った。
・特殊詐欺被害対策として「協働・共創の窓
口」に行政課題を提示し、協働相手の募集を
行った。（R6年度は提案なし）

協働による実施を検討した

警察や関係団体と協働により
講座やイベントを開催し、特殊
詐欺等の重点犯罪の被害防止
を進めていく。
個人向けへの防犯意識向上に
向けた対策を検討していく。

032 危機管理対策の強化 防災危機管理課

市民が緊急事態における知識
や避難先の情報等についての
高い防災意識を持った上で、地
域の中で互いに助け合える人
間関係を構築するなど、地震災
害、風水害による被害を最小限
に抑えられる危機管理体制が
整っています。

防災対策における自助、共助の
取組の強化や、救援活動への
協力、救援物資の支援などに
関すること。

文化センター圏域自主防災連絡会を中心に、
地域の自治会・町会をはじめとする多様な団
体と連携し、防災対策を強化していく。また、
民間企業等との災害時協定を積極的に締結
し、災害時の受援応援体制を強化していく。

市単独では対処することが困
難な災害対応業務について、専
門的な知識や資機材を有する
民間事業者との協定を締結し、
広く的確な応急復旧体制の整
備を進めていく。

文化センター圏域自主防災連絡会を中心に、
自治会・町会をはじめとする多様な団体と連
携し、地域の防災対策を強化した。震災時の
罹災証明書発行業務に関して、火災の罹災
状況の調査を行う府中消防署と情報連携に
関する協定を締結し、市民の生活再建に関す
る業務が円滑に推進できる体制を整備した。
また、市内企業団体と締結している協定に基
づく連携訓練を行った。

協働で実施したことにより、課
題の解決に結びつく成果を市
民に還元できた

市単独では対処することが困
難な災害対応業務について、専
門的な知識や資機材を有する
民間事業者との協定を締結す
るなどして、広く的確な応急復
旧体制の整備を進めていく。

033 消防力の充実 防災危機管理課

市民一人ひとりが防火・防災意
識を高く持ち、各地域において
自主的な活動が行われるとと
もに、消防施設の適切な維持管
理と消防署や消防団の密な連
携による取組が実施されるな
ど、消防体制が整っており、市
民の被害が最小限に抑えられ
ています。

災害対応の訓練や消防団員の
担い手確保に向けた取組に関
すること。

地域防災の要である消防団員が年々減少傾
向にある中で、担い手の確保が課題であるこ
とから、多様な人材が入団するよう環境の整
備や、消防団活動への理解を深めるPR活動
を行う。
災害に対して迅速に対応できるよう消防活
動体制を確保するため、消防団や関係機関と
実災害に即した訓練の実践に努める。

引き続き、地域の防災訓練へ
消防団の協力を行う。また、消
防団活動の理解をより深めて
いただくため、PR活動を行う。

地域の防災訓練へ消防団が参加協力し、地
域防災力の向上と地域住民の消防団の理解
につながった。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

引き続き、地域の防災訓練へ
消防団の協力を行う。また、消
防団活動への理解をより深め
ていただくため、PR活動を行
う。

034
震災に対応した建築物等の誘
導

住宅課

所有者が主体的に建築物の耐
震化に取り組むとともに、避難
路沿道の塀の適正な維持管理
が行われるなど、災害に強いま
ちづくりが進んでいます。

建築物等の耐震化に係る意識
啓発や耐震診断・耐震改修など
に際しての支援に関すること。

建築物等の耐震化について、自治会・町会を
対象とした説明会、市民を対象とした専門家
を交えた相談会及び改修工事業者等を対象
とした講習会を実施し、耐震化に係る意識啓
発を行うとともに、建築物の耐震診断や耐震
改修等に要する費用の一部を助成する取組
について広く周知・啓発を行う。

耐震化に関する説明会や相談
会等の実施の際は、市のイベン
ト、広報、ホームページ、ダイレ
クトメールなどで広く周知し、
耐震診断・耐震改修等に際して
は助成制度の活用を案内する。

市民を対象とした専門家を交えた相談会及
び改修事業者等を対象とした講習会を実施
した。
建築物の耐震化費用の助成制度については
広報やダイレクトメール等で広く周知啓発を
行った。

【協働により生じた効果】
相談会の参加者が、その後、耐震アドバイ
ザー派遣や耐震診断助成の利用に至った。
講習会の実施により改修事業者の技術力が
向上した。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

耐震化に関する説明会や相談
会等の実施の際は、市のイベン
ト、広報、ホームページ、ダイレ
クトメールなどで広く周知し、
耐震診断・耐震改修等に際して
は助成制度の活用を案内する。

035 人権意識の醸成
多様性社会推進
課

性別、年齢、国籍や障害の有無
などを問わず、市民一人ひとり
がお互いの人間性を尊重し、認
め合うとともに、地域において
それぞれが抱える問題や悩み
について助け合いがなされる
など、偏見や差別のない、人へ
寄り添えるまちになっていま
す。

多種多様化・複雑化した人権問
題に係る正しい知識の普及や
啓発に関すること。

（人権）
・市民一人ひとりがお互いを尊重し、認め合
うには、相手を知り、理解する必要があるこ
とから、関係団体等と協力して、正しい知識
の普及や啓発に努める。
・若年層への人権意識の醸成を図る。
（女性人権）
・デートDVに関する講座を実施し、若年層へ
の人権意識の醸成を図る。

（人権）
・デフリンピックに向けて、聴覚
障害をテーマに職員向け研修
を行う。
・家族の在り方（選択的夫婦別
姓・同性婚）をテーマに憲法講
演会を行う。
（女性人権）
・デートDVに関する講座を実
施し、若年層への人権意識の醸
成を図る。

（人権）
・憲法講演会の開催
・聴覚障害に関する職員向けの研修を実施
（女性人権）
・市内大学等と協働し、在学生に対しデート
DVに関する講座を実施し、若年層への人権
意識の醸成を図った。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

（人権）
・多様な性について正しい知識
を身につけ、当事者と接するこ
とができるよう、教職員等を対
象にLGBTQ研修を実施する。
（女性人権）
・デートDVに関する講座を実
施し、若年層への人権意識の醸
成を図る。
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036 平和意識の啓発
多様性社会推進
課

市民一人ひとりが府中市平和
都市宣言を尊重し、世界平和へ
の願いや愛する郷土を未来に
引き継ぐ意思を持った上で、自
らも幸せに生活しています。

平和意識の更なる啓発に関す
ること。

・子どもたちが平和について考え、その考え
を他者に発信できるようなイベントを、関係
団体等と協力して実施し、次世代を担う平和
意識を持った人材の育成に努める。
・戦争体験を風化させることなく伝承する。

引き続き、市民が平和について
考え、それぞれの立場で平和に
つながる行動ができるよう、そ
のきっかけとなる事業を検討
する。また、戦禍や被爆の実相
を継承する事業を実施する。

・児童教育・人材育成を目的に企画運営を
行っている事業者と協働で平和のつどいを
開催し、対面では26人、オンラインでは92
人が参加した。
・異なる文化的背景を持つ人と対話し、相手
を理解することにより、世界平和に目が向く
きっかけを作れた。
・戦争の悲惨さや平和の尊さを伝えることが
できた。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

戦後80年を契機とし、東京都
多摩地域２６市共同で、戦争の
悲惨さ・平和の大切さを発信で
きる若者を育成する。

037 男女共同参画の推進
多様性社会推進
課

市民一人ひとりが府中市男女
共同参画都市宣言を尊重し、男
女が性別にかかわらずあらゆ
る分野で平等に参画した上で
喜びと責任を分かち合い、自分
らしく豊かに生きることができ
ています。

ワーク・ライフ・バランスの推進
に関すること。

ワーク・ライフ・バランス推進のため、主催・共
催・市民との協働等で講座を開催し、意識啓
発を図る。

引き続き、ワーク・ライフ・バラ
ンス推進のため、主催・共催・市
民との協働等での講座開催等
を検討する。

ワーク・ライフ・バランス推進のため、主催・共
催・市民との協働等で講座を開催した。
協働講座
14講座（開催回数58回、参加人数1,298
人）

協働で実施したことにより、課
題の解決に結びつく成果を市
民に還元できた

引き続き、ワーク・ライフ・バラ
ンス推進のため、主催・共催・市
民との協働等での講座開催等
を検討する。

038 都市間交流の促進
多様性社会推進
課

市民や団体、事業者が姉妹都
市や友好都市などの住民等と
の理解や親睦を深め、主体的に
交流を行っており、相互にまち
の魅力を高め合っています。

姉妹都市や友好都市などとの
交流に関すること。

本市が主催で行う姉妹都市や友好都市との
交流だけでなく、様々な分野や幅広い年代が
参加でき、市民や団体、事業者等が主体と
なって行う交流を推進していく。そのため、
まずは姉妹都市や友好都市を知ってもらい、
興味を持ってもらう機会を増やしていく。

既存事業を継続・改善するほ
か、新規事業の実施を検討す
る。また、姉妹都市や友好都市
について情報発信を行う。

・府中友好都市交流協会と協働で、親子とう
もろこし収穫体験を実施し、市民71人が参
加した。
・NPO法人府中国際友好交流会との協働に
より、友好都市ウィーン市ヘルナルス区との
青少年相互派遣事業を実施した。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

既存事業を継続しつつ、より効
果的かつ効率的な事業となる
よう、事業の実施方法等の見直
しを含め、適宜関係者と協議・
調整を行う。

039 多文化共生の推進
多様性社会推進
課

国籍や民族などの異なる人が、
本市の構成員（市民）として互
いに言語・文化などの違いを理
解した上で関係を築き、多様な
価値観を認め合いながら共に
暮らしています。

多文化共生の推進に係るイベ
ントの開催や情報発信などに
関すること。

・外国人市民も安心して暮らすことができる
よう、日本語学習会の開催や分かりやすい情
報提供などの支援を行う。
・市民の多文化共生意識の醸成を目指す。

引き続き、市内団体等との協働
により外国人住民同士また外
国人住民と日本人住民の交流
を促す事業を実施する。

ボランティアやNPO法人等との協働により、
日本語学習会や外国につながる児童・生徒の
居場所事業、また、在住外国人同士の交流促
進等を目的としたイベントを開催した。また、
外国人相談に関しては、市民ボランティアで
ある外国人住民支援サポーターが相談時の
通訳対応や市役所手続き等への同行支援を
行った。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

引き続き、市内団体等との協働
により多文化共生の推進に係
る事業を実施する。

040 地域コミュニティの活性化支援
地域コミュニティ
課

自治会等を中心として同じ地
域に住む人たちが助け合い、自
立的に様々な活動が展開され
るとともに、文化センターでの
事業をきっかけに世代を超え
た地域住民の触れ合いと交流
が更に深まり、地域でつながる
住みよいまちが形成されてい
ます。

地域コミュニティの活性化や担
い手の確保に関すること。

近年、地域における人と人とのつながりが希
薄化していることや自治会の加入率が減少
していることから、地域活動を担う新たな人
材の確保（次世代への継承）が課題となって
いる。併せて、自治会等の活動拠点となる公
会堂は老朽化が進行している建物が多く、ま
た自治会内の情報伝達手段である掲示板が
ないまたは老朽化により取り替えたいという
要望もあり、自治会活動が継続しやすい環境
づくりのために、各種の補助金を準備し、活
動支援を進めていく。令和５年度からは、感
染症対策と併せて情報提供手段の拡充のた
め、LINEアプリを活用した電子回覧板の活
用を開始し、約3,400件登録されたが、さら
に登録者数を増やしていく。
地域住民同士の交流やふれあいの機会が増
えることにより地域への愛着を持ってもらえ
るために、各文化センター圏域のコミュニ
ティ協議会と協働して地域の特性に合わせ
た事業を実施することや、市民生活に密着し
た自治会の連合組織である府中市自治会連
合会と協働することで、地域社会における住
民自治の振興と市民生活の向上を図る。

引き続き、地域連携の強化に
向けて各文化センター圏域のコ
ミュニティ協議会と協働して、
地域の特性に合わせた事業を
実施する。
自治会連合会と連携して、自治
会加入促進に取り組む。

従前の取組を継続して実施したほか、新たな
取組として自治会・町会活動コンテストを実
施し、市内で活躍する自治会・町会の活動事
例を掘り起こすとともに、その活動内容につ
いて市民や他の自治会等にも参考にしてい
ただけるよう市のホームページを活用して周
知を図った。また、市が提供する各種情報を
自治会等が受け取る際の利便性の向上を図
るため、SNSを活用した情報提供の仕組み
の構築を行った。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

地域連携の強化を推進するた
め、現在の取り組みを創意工夫
によりブラッシュアップし、その
効果を高めながら継続して実
施する。
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041
学習機会の提供と環境づくり
の推進

文化生涯学習課

市民の誰もが等しく学習でき
る環境が整っており、これらの
機会を通じて世代を超えた交
流活動が行われるとともに、
「学び返し」により学んだことを
地域にいかすなど、市民が活躍
するまちづくりが進められてい
ます。

「学び返し」の普及、推進に関す
ること。

生涯学習・社会教育に係る個人・団体、事業
者や大学等との連携を進めることにより、
「学び返し」を普及・推進する仕組みをつくる
とともに、多様な媒体を活用した広報活動等
を行う。
地域の課題を掘り起こし、その解決に向けて
地域の住民や団体と協働していける人材を
育成する講座を実施し、その人材の活用を進
める。
市民の学びのニーズに対応した「学び返し」
ができる生涯学習サポーターを育成すると
ともに、多くの市民が活用できるよう、学び
たいことがある個人が利用できるサポー
ター制度への展開を図る。
生涯学習センターにおける生涯学習ファシリ
テーターの活用により、学びたい人と学びの
機会を提供できる人を結び付け、学びのコ
ミュニティの形成を進める。
生涯学習ボランティアの育成を市民協働に
より行い、生涯学習センターの運営や生涯学
習フェスティバルなどでの活躍の場を提供す
る。

引き続き指定管理者との協議
を緊密に行い、生涯学習ファシ
リテーターや生涯学習ボラン
ティアと協働して、市民の学習
機会の提供と環境づくりに努
める。

生涯学習センターにおいて、生涯学習ファシ
リテーター・サポーター養成講座を成功させ
るとともに、ボランティア団体「悠学の会」と
協働して、生涯学習ボランティア入門講座を
実施した。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

引き続き指定管理者との協議
を緊密に行い、生涯学習ファシ
リテーターや生涯学習ボラン
ティアと協働して、市民の学習
機会の提供と環境づくりに努
める。

042 図書館サービスの充実 図書館

市民が図書館で収集・整理・保
存されている、電子書籍を含め
た図書資料や視聴覚資料など
の情報を活用し、知的・文化的
な生活を営むとともに、時代の
ニーズや変化に合ったイベント
や講座などの学びの場による
学習活動やレファレンスサービ
ス(調べもの相談)を利用し、生
活上の様々な課題の解決に取
り組んでいます。

児童・青少年やハンディキャッ
プサービスの事業、各種講座や
テーマ展示等に関すること。

・市民の読書意欲を高め、図書館や読書に親
しむ機会の増加を図ることを目的として、府
中にゆかりのある著名人におすすめ本を紹
介してもらい、図書館で展示・貸出しを行う
特集展示を実施する。
・各種おはなし会や赤ちゃん絵本文庫をおは
なしボランティアと協働し、親子に読み聞か
せを通して絵本の楽しさを伝え、様々な本と
の出会いを提供し、本を仲立ちにした親子の
楽しい時間が持てるよう支援する。
・明星中学校・高等学校に、図書館のイベント
のポスター掲示やチラシ配布のスペースを生
徒に設置していただき、ＹＡ世代の図書館利
用促進を図る。
・通常の読書が困難な方も利用できる録音図
書や布の絵本について、ボランティアとの協
働により自館で製作し、資料の充実を図る。
・来館が困難な方を対象とした宅配サービス
について、認知度が低いことが課題となって
いるため、幅広く広報を行い、利用者および
ボランティアの双方の増加を図る。

・読売ジャイアンツ女子チーム
の選手におすすめの本を紹介
してもらい、図書館で展示・貸
出しを行う特集展示を実施す
ることにより、図書館や読書に
親しむ機会の増加を図る。
・おはなしボランティアと協働
し、各種おはなし会や赤ちゃん
絵本文庫での絵本の読み聞か
せなどを通して、子どもの読書
活動の推進に繋げる。
・音訳ボランティアを新たに募
集し、担い手を拡大する。
・宅配ボランティアを募集し、担
い手を拡大する。

・読売ジャイアンツ女子チームの選手におす
すめの本を紹介してもらい、展示・貸出しを
行った。
・一般社団法人ケアラーワークスと協働し、ヤ
ングケアラー関連資料の展示・貸出しを行っ
た。
・おはなし会　373回　参加者　2843人。市
立中学校の職場体験生に市制７０周年記念
謎解きイベントのテストプレイを体験してもら
い、難易度や改善点について意見をもらっ
た。
・音訳ボランティアの募集を行い、新たな担
い手を確保するとともに音訳の講座を実施
した。
・宅配サービスを含むハンディキャップサー
ビスの認知度を上げるために関連団体など
に赴き、サービス内容の周知を行った。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

・府中アスレティックFC女子
チームの選手におすすめの本
を紹介してもらい、図書館で展
示・貸出しを行う特集展示を実
施することにより、図書館や読
書に親しむ機会の増加を図る。
・おはなしボランティアと協働
し、各種おはなし会や赤ちゃん
絵本文庫での絵本の読み聞か
せなどを通して、子どもの読書
活動の推進に繋げる。
・音訳ボランティアの講習を行
い、技術を向上するとともに対
面朗読、音訳に従事してもら
い、読書のバリアフリーを進め
る。
・宅配業務をボランティアの方
と協働で図書館に来館するこ
とが困難な方に対するサービ
スを実施する。

043 市民の文化・芸術活動の支援 文化生涯学習課

本市特有の伝統芸能や芸術文
化がしっかりと継承され、市民
がそれらに親しみや誇りを持つ
とともに、様々な文化や芸術活
動に触れる、楽しむ機会が充実
しており、心豊かな生活を営ん
でいます。

文化芸術に親しむ機会の提供
と担い手の育成や、本市の伝統
文化の伝承・普及に関するこ
と。

市内事業者と市が協力して文化芸術の盛り
上がりを生み出し、市民が文化芸術に親しむ
機会をより多く提供していく。また、市の伝
統文化について関係団体と連携し、各種イベ
ント等の提案や情報提供等を実施することで
伝承・普及を図る。

引き続き、市内事業者や団体と
連携して、市民が文化芸術に親
しむ機会となるイベントや講習
会等を実施する。

【市民芸術文化祭】
府中市芸術文化協会と共催し、文化芸術団
体が日頃の活動の成果を発表した。市民に
とっては、文化芸術に触れる機会となった。
【民俗芸能伝承普及】
府中囃子保存会への委託により、地域での府
中囃子の演奏技術等の伝承を行った。また、
府中文化振興財団の事業として、武蔵国府太
鼓連盟への委託により、太鼓の講習会を実施
した。
【市民文化の日事業】
「市民文化の日」である１０月の第２日曜日に
市内の文化施設との連携事業として実施し、
市民が文化芸術に気軽に親しむ機会を創出
した。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

引き続き、市内事業者や団体と
連携して、市民が文化芸術に親
しむ機会となるイベントや講習
会等を実施する。
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令和６年度施策評価（協働により推進したい取組み）

施策 施策名称 主担当部課 めざす姿 協働により推進したい取組
4年間で協働により推進したい

具体的な取組
R6年度の方針 R6年度の取組実績 R6年度の取組実績評価 R7年度の方針

施策の分野　■保健・福祉　■生活・環境　■文化・学習　■都市基盤・産業

044 文化施設の有効活用 文化生涯学習課

各文化施設が文化・芸術に係る
鑑賞や学習、文化・芸術活動に
係る発表等のために供されて
おり、市民が身近な場所で文
化・芸術に親しむことで、文化
意識が十分に醸成されていま
す。

イベントの開催などの文化施設
の有効活用に関すること。

府中の森芸術劇場や郷土の森博物館、府中
市美術館などの各文化施設を活用し、市民
団体やボランティア、事業者と連携・協力し、
様々なジャンルのイベントを実施する。また、
子どもから大人まで幅広い世代に積極的に
イベントに参加していただき、芸術・文化に親
しむ機会を持っていただく。

引き続き、市民団体等と連携・
協力して実施している既存のイ
ベントについて、目標の達成状
況や実施による効果を把握し、
効果的かつ効率的に行われる
よう見直しを行う。また、休館
する施設については、リニュー
アル後に施設に来ていただけ
るきっかけづくりとなるような
事業を行う。
また、新規にイベントを企画す
る場合は、事業の必要性や効
果、手法などを検証し、財源を
確保した上で検討する。

【府中の森芸術劇場】
「けやき音楽祭 JAZZ in FUCHU」、「フロ
アコンサート」の開催等。
【郷土の森博物館】
博物館ボランティアによる運営協力、「武蔵
府中鉄道模型博２０２４」、「ホームムービーの
日上映会」の開催等。
【美術館】
市立小中学校教育研究会との協働で、夏休
みに中学生のためのギャラリートークを実施
し、市民団体のあーちゅびーとは、常設展に
おいて、おしゃべりツアーを実施した。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

引き続き、市民団体等と連携・
協力して実施している既存のイ
ベントについて、目標の達成状
況や実施による効果を把握し、
効果的かつ効率的に行われる
よう見直しを行う。
また、新規にイベントを企画す
る場合は、事業の必要性や効
果、手法などを検証し、財源を
確保した上で検討する。

045 歴史文化遺産の保存と活用
ふるさと文化財
課

歴史文化遺産の保存と歴史資
料の活用等により、市民をはじ
めとする多くの人々が本市の
歴史文化遺産について学び、そ
の価値に対する理解を深めて
おり、郷土愛が育まれるととも
に、歴史と伝統があるまちとし
ての魅力が広まっています。

歴史文化遺産に係る情報発信
や市史刊行物の周知・活用に関
すること。

・国司館と家康御殿史跡広場を多くの方に
知って、利用してもらうため関係団体と連携
し、情報発信等利用の促進を図る。
・市内教育機関及び関係団体との連携（市史
編さんに係る調査研究、市史刊行物の教育
利用等）。また、各種イベントにおける市史刊
行物の周知・販売。

引き続き広場空間の活用に取
り組むとともに、国司館と家康
御殿史跡広場第２期整備事業
の推進を図る。
協働により、市史刊行物の教育
利用を進める。

・他団体の広場空間の活用を促進するととも
に、第２期整備基本計画の検討を民間意見を
聞きながら推進した。
・新府中市史の成果について、生涯学習連続
講座を実施、府中市協働まつりに参加し新市
史刊行の周知を図った。

協働による実施を検討した

・引き続き広場空間の活用に取
り組むとともに、国司館と家康
御殿史跡広場第２期整備事業
の推進を図る。
・市史刊行物の市民へのPRを
実施するとともに、教育活動な
どでの活用を図る。

046 スポーツ活動の普及・促進
スポーツタウン推
進課

「スポーツタウン府中」の発展の
ため、年齢や障害の有無などに
かかわらず、全ての市民が自身
に合ったスポーツ活動に親し
み、心身ともに健康で活力に満
ちた生活を営んでいます。

スポーツ活動に興味を持って
もらえるような取組に関するこ
と。

市民が主体的に参画する地域スポーツ活動
の普及・促進を目指し、各団体と協力しなが
ら、スポーツ団体の支援・連携を行うととも
に、地域のスポーツ指導者等の育成を行うほ
か、多様な主体を対象としたスポーツ活動機
会の充実を目指し、障害者スポーツを含めた
各種スポーツ大会・教室等を開催し、スポー
ツ参加のきっかけづくり、交流の場の提供を
行う。
また、出産や育児等のライフステージの変化
によりスポーツを継続できなかった市民が、
再びスポーツを始めるきっかけとなるような
イベントを開催する。
このほか、市民にボランティアとして、スポー
ツイベントに参加協力してもらう。

各関係団体と協力しながら、ス
ポーツ団体の支援・連携を行う
とともに、地域のスポーツ指導
者等の育成のほか、障害者ス
ポーツを含めた各種スポーツ
大会・教室等を開催し、スポー
ツ参加のきっかけづくり、交流
の場の提供を行う。とりわけ、
令和７年度に開催が予定され
ている東京２０２５デフリンピッ
クの開催に向けては、当事者を
始め、関係団体と連携して、第
２５回夏季デフリンピック競技
大会東京２０２５に係る府中市
実施方針に基づく取組を展開
していく。

各種事業を府中市体育協会やスポーツ推進
委員会を始めとした各関係団体と協働して
実施したほか、府中駅伝競走大会では「ス
ポーツ振興等に関する協定」を締結した日本
郵政株式会社や各トップチームとも協働して
事業を行った。また、市制施行７０周年を記
念して府中多摩川マラソンの開催支援を行
い、大会を成功裏に終わらせることができ
た。さらに、東京2025デフリンピックの開催
に向けては、競技団体や、聴覚障害当事者団
体、庁内関係課等と連携して、大会1年前記
念イベントやデフアスリート等による学校訪
問事業などを実施し、大会の気運醸成や障害
理解の促進を図った。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

令和７年度も引き続き、各種ス
ポーツ団体の支援等を行うと
ともに、地域のスポーツ指導者
等の育成のほか、障害者スポー
ツを含めた各種スポーツ大会・
教室等を開催し、スポーツ参加
のきっかけづくり、交流の場の
提供を行う。また、東京2025
デフリンピックに向けて、デフ
アスリートとの交流など、関係
団体と連携した気運醸成等の
取組を進めるほか、大会のレガ
シーを未来に引き継いでいくこ
とができるよう取り組んでい
く。

047 スポーツ環境の整備
スポーツタウン推
進課

各スポーツ施設が安全で快適
にスポーツを行えるよう整備・
運営されるとともに、市民が積
極的にスポーツ活動に取り組
める拠点となるなど、「スポー
ツタウン府中」として誰もがス
ポ-ツに親しむことができるま
ちになっています。

各スポーツ施設の適切な修繕
等の実施や、野球場等における
整地その他の整備に関するこ
と。

施設利用者との意見交換等を通じて、施設
の課題等の共有のほか、今後の施設のあり
方を共に考えていくとともに、整地その他の
施設整備を協働・連携して行う。

地域体育館運営協議会など、
施設利用者を始め、市民と連
携・協働した体育施設の運営を
引き続き行うとともに、新たな
総合体育館の基本構想の策定
に向けて、市民参加の検討協議
会を設置し、多角的な視点から
今後の整備に向けて具体的な
検討を行う。

地域体育館運営協議会を通じ、市民と連携・
協働した体育施設の運営を行うとともに、新
たな総合体育館の基本構想の策定に向け
て、市民を委員として選出した新総合体育館
基本構想検討協議会を立ち上げ、多角的な
視点からの今後の整備に向けた具体的な検
討に着手した。
また、市民球場の人工芝化に係る検討にお
いて、各年代別の市内競技団体にヒアリング
を行い、意見を設計に反映させるとともに、
改修内容について納得感を得ながら進める
ことができた。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

地域体育館運営協議会など、
施設利用者を始め、市民と連
携・協働した体育施設の運営を
引き続き行うとともに、新たな
総合体育館の基本構想の策定
に向けて、市民が委員として参
画している新総合体育館基本
構想検討協議会において、多
角的な視点から今後の整備に
向けての具体的な検討を進め、
基本構想を策定する。

048 トップチーム等との連携
スポーツタウン推
進課

市民がトップチーム、アスリート
との触れ合いや試合での活躍
を楽しめる環境が整っており、
それらの機会を通じ、スポーツ
の振興やスポーツの力をいか
したまちづくりが行われていま
す。

スポーツを活用した地域の活
性化に関すること。

トップチームの競技の枠を超えて、他競技と
の情報交換や連携を創出するとともに、トッ
プチーム、市、地域の相互の交流や活動が推
進される連携体制の強化を図るほか、スポー
ツ人口や活動の裾野を広げるため、スポーツ
活動の機会が少ないとされる子育て中の市
民や障害のある子どもたちが、体を動かす楽
しさを体験できるよう、スポーツイベントの
開催などの取組を推進する。

トップチーム連絡会を中心とし
て、新たな連携プロジェクト
「FUCHU-NEXT」を開始す
る。
従前から実施している事業を
継続して実施するほか、NEXT
Generation（学校訪問型事
業）を重点項目に位置づけ、事
業の進捗等をフォローアップし
ていく。
また、NEXT Social
Inclusion、NEXT
Promotionの分野について
も事業の充実を図れるよう、各
チームとの調整を進める。

FUCHU-NEXTプロジェクトを立ち上げ、
トップチーム連絡会を通じて各チームと協働
し、重点項目に掲げた学校訪問型事業を中心
としたアウトリーチ型事業を展開した。学校
訪問は市内の小・中学校において延70回以
上実施し、トップチームによる授業を通じて
多くの子どもたちに体を動かす楽しさを伝
えることができた。
また、障害者福祉課と連携し、福祉・医療関
係者やトップチームで構成される協議体を立
ち上げ、NEXT Social Inclusion（社会的
包摂）の取組を推進するための協力体制を構
築した。

協働で実施したことにより、課
題の解決に結びつく成果を市
民に還元できた

トップチームとの緊密な連携の
もと、FUCHU-NEXTプロ
ジェクトをさらに発展させてい
く。
引き続き、学校訪問型事業を
中心にNEXT Generation
（教育・次世代支援）の分野に重
点的に取り組むほか、NEXT
Social Inclusion（社会的包
摂）の分野においても、障害者
児向けのスポーツ体験等の取
組が進むよう、福祉・医療等の
関係者やトップチームとの協力
体制の強化を図る。37
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049
社会を主体的・創造的によりよ
く生きる力の育成

指導室

地域（市民）と学校が「よりよい
学校教育を通じてよりよい社
会を創る」という目標を共有し
た上で、協働し、郷土府中への
誇りと愛着を持った持続可能
な社会の創り手となる人材を
育んでいます。

学校教育との連携に関するこ
と。

トップチーム等との連携により、各学校へ専
門家や元スポーツ選手等を派遣し、教員の指
導力向上及び各教科における指導の充実、
キャリア教育の充実、児童・生徒への体験に
よる学びの機会の充実や体力向上等を図
る。また、専門家によるゴーヤ及び花の栽培
指導を各校で実施し、環境教育の充実を図
る。

令和５年度と同様の取り組み
を引き続き実施しながら、より
充実できるよう検討していく。

市内各校で、スポーツタウン推進課やトップ
チームの協力により、現役アスリートやプロ
コーチ等の専門家による児童・生徒への指導
や教員向け研究会等を実施した。
また、市内各校でゴーヤ苗や花の植え付け、
栽培を市内の協力団体や農業高校の協力に
より実施した。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

令和６年度と同様の取り組み
を引き続き実施しながら、より
充実できるよう検討していく。

050
学びの機会を保障するための
支援の充実

学務保健課

全ての児童・生徒が、誰一人取
り残されることがなく、安心・
安全に学ぶことができ、生涯を
通じて心身ともに健康な生活
を送るための資質や能力を育
んでいます。

児童・生徒の相談・支援体制の
充実や健康に関すること。

相談・支援体制の充実に関しては、全ての児
童・生徒が、誰一人取り残されることなく、学
びの機会を保障できるよう、スクールソー
シャルワーカーやスクールカウンセラー、市
の心理士等がチーム学校の一員として、不登
校児童・生徒及びその保護者とのつながりを
もつとともに、必要な関係機関へつなぐ。ま
た、関係機関等と協力して対応していく。
健康に関しては、学校医等や地域の協力機関
と連携し、健康への意識醸成を図る。

引き続き学校と関係機関の円
滑な接続に向けた取組を推進
するとともに、不登校児童・生
徒への重層的な支援の充実に
向け、不登校施策の方向性を
関係機関と共有しながら対応
を進めていく。

不登校対応プロジェクトチームには委員とし
て、教育相談担当の心理士やスクールソー
シャルワーカー、子育て世代包括支援セン
ター「みらい」相談担当に出席していただき、
不登校対応における学校と関係機関との円
滑な連携に向けた議論を交わすことができ
た。また、生活指導主任会や若手教員対象の
研修会においても前述の関係機関職員から
連絡・相談体制についての周知・啓発を行っ
た。

協働で実施したことにより、課
題の解決に結びつく成果を市
民に還元できた

引き続き学校と関係機関の円
滑な接続に向けた取組を推進
するとともに、不登校児童・生
徒への重層的な支援の充実に
向け、不登校施策の方向性を
関係機関と共有しながら対応
を進めていく。

051
子どもの学びを支える教育環
境の充実

学校施設課

学校施設の老朽化対策や大規
模改修が計画的に進められる
とともに、時代の変化に応じた
教育環境の整備が継続的に行
われています。また、おいしい
給食を提供できる環境の整備
も行われ、児童・生徒が安全・
安心に学校生活を送ることが
できています。

学校改築の設計時における「新
しい学校づくり」の検討に関す
ること。

学校施設改築・長寿命化改修計画の改定に
当たり、「府中市学校施設老朽化対策推進協
議会」を立ち上げ、学校関係者や市民を委員
に加え、意見等を反映させる。
また、改築実施校において、学校関係者や地
域の方々の意見を聞く場として、「新しい学
校づくり検討会」を立ち上げ、新しい学校へ
の様々な意見をいただく。

府中市学校適正規模・適正配置
検討協議会の答申を踏まえ、府
中市老朽化対策推進協議会で
の協議を進め、令和６年度中に
府中市学校施設改築・長寿命化
改修計画を改定する。

学校関係者や公募市民を委員とした府中市
老朽化対策推進協議会での協議を進め、意
見等が反映された計画改定素案を答申いた
だいた。答申を基に、令和７年１月に第２次府
中市学校施設改築・長寿命化改修計画を策
定した。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

第２次学校施設改築・長寿命化
改修計画で位置付けた次期改
築実施校の改築事業を進めて
いくに当たり、「新しい学校づく
り検討会」を立ち上げ、新しい
学校への様々な意見をいただ
きながら進めていく。

052
小学生の放課後の居場所づく
りの推進

児童青少年課

保護者の就労の有無を問わ
ず、全ての児童が放課後を安
全に生き生きと過ごすことが
できています。

放課後児童の居場所づくりを
含めた見守りに関すること。

学童クラブや放課後子ども教室に限らず、小
学生が実際に放課後を過ごしている具体的
な環境や見守りに繋がる取組について、情報
を集約して効果的に発信できるツールを整
備したい。

引き続き、協働する事業者の顧
客に対し、学童クラブに関する
情報を案内してもらうことによ
り、放課後児童の居場所に関す
る周知の強化を行う。

協働する事業者の顧客に対し、学童クラブに
関する情報を案内してもらうよう依頼した。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

引き続き、協働する事業者の顧
客に対し、学童クラブに関する
情報を案内してもらうことによ
り、放課後児童の居場所に関す
る周知の強化を行う。

053 青少年健全育成活動の推進 児童青少年課

青少年が犯罪被害やトラブル
に対する予防意識を持つとと
もに、悩みが複雑・深刻化する
前に相談できる体制や、地域社
会全体で犯罪被害及び非行の
防止に取り組む体制が整備さ
れており、青少年の健やかな成
長が促されています。

青少年が抱える悩みの解決に
向けた支援や非行防止に係る
見守りに関すること。

悩みを抱える青少年等が必要な時に必要な
相談窓口にアクセスできるよう、
青年総合相談や「青少年うめちゃん相談ナビ
LINE」を更に周知を展開していく必要があ
る。
放課後子ども見守りボランティアについて、
市広報などで、ボランティア募集を行い、ボ
ランティア数も微増していることから、引き
続き周知を継続したい。

成人の日の式典である「成人の
日記念青年のつどい」におい
て、式典の企画など協働による
取組を実施する。

「成人の日記念青年のつどい」における式典
に向けて、成人を迎える市民の方等で構成す
る実行委員会を設け企画・運営の取組を実
施した。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

成人の日の式典である「成人の
日記念青年のつどい」におい
て、引き続き実行委員会を設
け、式典の企画・運営を実施す
る。

054 計画的な土地利用の推進 計画課

将来を見据えた計画的なまち
づくりが市民との協働により進
んでおり、安全で快適な住みよ
いまちになっています。

まちの特性に応じた市民主体
によるまちづくりルールの策定
や、まちづくりに関する意見交
換会・オープンハウス等のイベ
ントに関すること。

北山町・西原町地区及び新町・栄町地区にお
いて、地区計画の案を市民とともに作成す
る。
用途地域一括変更の変更案を市民への周知
するため、オープンハウスを行う。

住民から提案を受けた地区計
画の案を実現するため、都市計
画決定に向けた手続きを行う
予定。
既に決定された地区計画につ
いて、必要に応じて見直しを行
う予定。

北山町・西原町地区及び新町・栄町地区の地
区計画の決定の手続きを進め、新町・栄町地
区の地区計画について決定を行った。
また、小柳町六丁目西武住宅地区地区計画
の変更の検討を行った。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

北山町・西原町地区の地区計画
の決定、小柳町六丁目西武住
宅地区地区計画の変更の手続
き等を行う。

055 適正な開発事業の誘導 計画課

市民・事業者・市の協働により、
府中市地域まちづくり条例及
び土地利用方針等に基づく適
正な土地利用及び周辺環境に
配慮した良好な開発事業が進
められ、地域特性をいかした住
みよいまちづくりが行われて
います。

地域まちづくり条例や開発事
業に関する指導要綱、開発事業
まちづくり配慮指針等の理解・
普及に関すること。

地域まちづくり条例や土地利用方針等に基
づく適正な土地利用及び周辺環境に配慮し
た良好な開発事業を進める。

引き続き、土地利用方針に基
づいた良好な開発事業となる
よう協議・指導を行う。

地域まちづくり条例に基づく協議を行った。
協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

引き続き、土地利用方針に基
づいた良好な開発事業となる
よう協議・指導を行う。
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056 質の高い建築物の確保 建築指導課

良好な建築行為の確保及び建
築物の維持管理により、災害に
強い誰もが安全で快適に暮ら
せるまちが形成され、かつ、建
築物の長寿命化や省エネルギ-
化、低炭素化がなされ、環境に
配慮したまちが形成されてい
ます。

長寿命化や省エネルギー化に
よる快適で質の高い、環境に配
慮した建築物の計画に関する
こと。

長寿命化や省エネルギー化による快適で質
の高い、環境に配慮した建築物は具体的に
は、長期優良住宅や低炭素建築物、建築物省
エネ法に定める基準に適合した建築物であ
る。そのため自宅を新築する際などに長期優
良住宅などの制度活用してもらえるよう、市
民に周知する。

今年度と同様に長期優良住宅、
低炭素建築物、建築物省エネ法
に定める基準に適合した建築
物の制度について、HPの掲載
や窓口におけるパンフレットの
配布などでお知らせし、制度を
活用してもらえるよう、市民の
周知を継続して進めていく。

長期優良住宅、低炭素建築物、建築物省エネ
法に定める基準に適合した建築物の制度に
ついて、HPの掲載や窓口におけるパンフ
レットの配布などでお知らせし、制度を活用
してもらえるよう、市民の周知を継続して進
めていくことができた。このように啓発に努
めることができたが、協働への取組について
は、直接的に成果につながる働きがけの対
象が狭く協働の手法について検討するも実
施には至らなかった。

協働による実施を検討した

長期優良住宅、低炭素建築物、
建築物省エネ法に定める基準
に適合した建築物の制度につ
いて、HPの掲載や窓口におけ
るパンフレットの配布などでお
知らせし、制度を活用してもら
えるよう、市民の周知を継続し
て進めていく。また引続き効果
的な協働の取組について検討
を進めて行きたい。

057 魅力ある景観の保全・形成 計画課

景観啓発活動や景観賞の実施
により、市民の景観に対する理
解が深まり、市民・事業者・市の
協働によって地域特性をいか
した優れた景観が形成・保全さ
れています。

魅力的な景観づくりに向けた
意識啓発や、良好な景観の形
成・保全に関すること。

近年、市民の景観に対する意識が低くなって
いる中で、意識啓発を行い、魅力的な景観づ
くりに取り組む。

検討した取組について実施す
る。

景観に対する意識啓発のため、市民向けの
景観セミナーを実施した。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

より効果的な景観啓発イベント
を検討、実施し、良好な景観形
成を誘導する。

058 公共交通の利便性の向上 計画課

鉄道やバス、タクシ-などの公
共交通ネットワ-クが形成され
るとともに、バリアフリ-化や情
報化が進むことにより、誰もが
公共交通を快適に利用するこ
とができる環境が整っていま
す。

持続可能な公共交通ネットワー
クの形成に関すること。

令和５年度に策定した府中市地域公共交通
計画に基づき、交通施策における市民・企
業・団体等との協働を推進する。

引き続き、価値共創促進事業
を活用してコミュニティバスの
デジタル化を検討する。

価値共創促進事業により、コミュニティバス、
路線バス、タクシーなどのデジタル化を検討
したが、事業者と合意できる事業内容が提案
できないとの理由により、事業者が提案を取
下げたため実施ができなかった。

協働による実施を検討した
引き続き、交通事業者と協議の
上、実現可能な協働事業を検
討する。

059
市内の拠点におけるまちづくり
の推進

分倍河原駅周辺
整備担当

地域特性をいかした、にぎわい
のある拠点市街地が形成され
るとともに、各拠点が連携し合
うことで、本市全体における
「まちの魅力」が創出されてい
ます。

各拠点や拠点間の連携におけ
る、魅力ある持続可能なまちづ
くりに関すること。

　分倍河原駅周辺地区では、まちづくり基本
計画及び都市・地域交通戦略に掲げる駅周
辺の基盤整備やまちづくりルールの策定な
どの各施策について、まちづくり協議会をは
じめとした地域住民や鉄道事業者などの関
係者との協働により、まちの将来像の実現に
向けて取り組んでいく。
　府中基地跡地留保地周辺地区では、整備後
の土地利用において、市や市民、関係団体、
民間事業者などの多様な主体によるエリアマ
ネジメントを推進するため、連携する可能性
のある主体とまちづくり体制の構築に向け
て可能な限り調整を行っていく。

　分倍河原駅周辺地区では、ま
ちづくり協議会やにぎわい検
討部会の運営支援、まちづくり
誘導計画の策定に向けた内容
の検討及び周知、鉄道事業者
との整備に向けた協議など、適
宜協働により進めていく。
　府中基地跡地留保地周辺地
区では、土地利用の検討を引
き続き行い、利用計画の策定
に向けて、市民への周知等を行
うなど業務を推進する。
留保地の一部に保全区域を設
置する見通しとなり、土地利用
が今までの利用計画から大き
く変わる可能性があるため、エ
リアマネジメントの推進につい
ては課題が多く困難であるが、
協働の取組については、土地利
用に応じた取組を検討する。

　分倍河原駅周辺地区では、まちづくり協議
会の運営支援や、にぎわい検討部会でまち
づくりの目標等について協議を実施した。そ
の他、鉄道事業者と駅周辺基盤整備に係る
協議を行うなど、適宜協働により進めること
ができた。
　府中基地跡地留保地周辺地区では、「府中
基地跡地留保地及び米軍通信施設跡地利用
計画（案）」を作成した。また、留保地検討の
状況及び利用計画（案）の作成等についての
オープンハウスを実施し、市民への情報周知
等を行うことで、新しい利用計画としての協
働の取組を進めることができた。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

　分倍河原駅周辺地区では、引
き続き、まちづくり協議会及び
にぎわい検討部会を実施する
とともに、まちづくり誘導計画
の策定に向けた内容の周知や
鉄道事業者との駅周辺基盤整
備における実施設計に係る協
議など、適宜協働により進めて
いく。
　府中基地跡地留保地周辺地
区では、「府中基地跡地留保地
及び米軍通信施設跡地利用計
画」を改定・提出し、土地取得に
向けた協議及び道路整備に関
する業務を推進する。土地利用
の主体が公共としての協働の
取組について検討を推進する。

060
けやき並木と調和したまちづく
りの推進

産業振興課

市民・事業者・市が協働し、本市
のシンボルであるけやき並木
を守り、将来の世代に伝えるた
めの取組が進められるととも
に、けやき並木の公共空間が広
く民間事業者等に活用され、多
様な人-が憩い、交流する空間
として機能することで、魅力や
にぎわいが生まれています。

けやき並木の保護管理や周辺
環境の整備と、けやき並木やペ
デストリアンデッキ等の魅力的
な空間活用に関すること。

けやき並木やペデストリアンデッキ等の空間
活用を進めるため、民間事業者や市民等と
の協働を進め、魅力あるイベントの開催等を
実施していく。

けやき並木通り及び府中スカイ
ナードを民間事業者に貸し出す
事業について周知等を図り、よ
り多くの事業者による活用を
図る。

けやき並木通り及び府中スカイナードを民間
事業者に貸し出す公共空間活用事業につい
て通年で実施および周知するとともに、より
良い取組みとなるよう借り受けた民間事業
者の意見等も踏まえて常に運用方法の改良
を検討している。また令和７年３月には、貸出
対象範囲の拡大を行った。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

けやき並木通り及び府中スカイ
ナードを民間事業者に貸し出す
公共空間活用事業について通
年での実施および周知を継続
する。また、より良い取組みと
なるよう引続き運用方法の改
良を図る。

061
安全で持続可能な道路機能の
保全・整備

道路課

都市計画道路や市幹線道路
が、バリアフリ-化や無電柱化等
を考慮した上で整備されてい
ます。また、道路や橋りょうな
どの道路施設について、予防保
全型の管理や、市民・事業者・
市との協働による取組により、
長期にわたり機能の確保がな
されています。このことによ
り、誰もが安全で快適に利用で
きる、持続可能な道路機能の
確保ができています。

道路等の清掃などの美化活動
や包括管理に関すること。

道路等包括管理事業は、官民連携事業として
取り組んでいるものの、市民を巻き込んでの
三者での管理にはたどり着いていない状況
である。
道路クリーンアッププロジェクトを通して三
者での管理を行っていく機運の醸成を図る。

今後も道路クリーンアッププロ
ジェクトを実施していく。

市役所、市民、委託事業者の三者で１２月に１
回、落葉掃き・ゴミ拾いのイベントを行った。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

今後も道路クリーンアッププロ
ジェクトを実施していく。
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062 下水道施設の機能確保 下水道課

下水道施設が老朽化対策や地
震対策等の計画的な取組によ
り適切に維持管理されるとと
もに、下水道に流入する雨水の
抑制対策により、浸水の軽減や
河川の水環境の保全が図られ
ており、市民の衛生的で快適か
つ安全な生活環境が確保され
ています。

下水道管の詰まりと悪臭の防
止や、雨水浸透施設の設置に
関すること。

下水道管の詰まりと悪臭を誘発する原因の
一つに油やモルタル等を流す行為があるの
で、使い方のマナーについて意識啓発を行
う。
雨水浸透施設を設置することは、合流式下水
道の下水流量の負担軽減及び水再生セン
ターの下水処理の負担軽減や地下水涵養等
の環境改善対策や多摩川などの河川への雨
水抑制による洪水対策として効果的なため
設置促進に取り組む。

引き続き、都下水道局と協力し
て「油断快適・下水道　油を流
さないで！」キャンペーン等に
取り組む。
また、雨水浸透施設の設置促
進では、市民及び事業者と協力
し、設置促進に努める。

都下水道局と協力して、下水道の適正利用に
ついての意識啓発を行った。
また、雨水浸透施設の設置促進では、市民及
び事業者に理解・協力をいただきながら、設
置促進に努めた。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

引き続き、都下水道局と協力し
て「油断快適・下水道　油を流
さないで！」キャンペーン等に
取り組む。
また、雨水浸透施設の設置促
進では、市民及び事業者と協力
し、設置促進に努める。

063
中小企業の経営基盤強化の支
援

産業振興課

中小企業の経営安定に係る支
援や創業者を後押しする支援
により、地域経済の活性化が図
られるとともに、事業主や勤労
者に充実した福利厚生事業等
が提供されることで、人が生き
生きと働くことのできる活気
あるまちになっています。

中小企業における経営基盤の
強化や従業員のワークライフバ
ランス、健康増進に関するこ
と。

中小企業における経営基盤を強化するため、
むさし府中商工会議所と連携し、経済状況に
応じた支援を行う。
ワークライフバランスの視点を市内中小企業
に取り入れてもらうべく、勤労者福祉振興公
社と情報交換を行い、積極的な周知やセミ
ナー実施などの促しを行う。

むさし府中商工会議所と連携
し、中小企業の経営に対し、専
門性の高い各種相談、指導の
提供、講座の開催等の支援を
継続して実施していく。
また、ワークライフバランスの
視点を市内中小企業に取り入
れてもらうべく、勤労者福祉振
興公社と情報交換を行い積極
的な周知やセミナー実施など
を促す。

・商工まつり
・商工振興表彰式典
・経営情報提供事業
・中小企業インターネット等活用支援事業
・創業支援事業
・経営指導
・講習会などによる指導
・記帳指導

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

既存の事業を継続して実施す
るとともに、むさし府中商工会
議所と連携し事業者のニーズ
の抽出及び効果的な支援を行
う。

064 地域商業の振興 産業振興課

各地域の商店や商店街で特徴
のある魅力的なサ-ビスが提供
され、市民の日常生活における
利便性や快適性が高まってい
ます。また、日々の交流や商店
街等が実施するイベント活動に
より、地域につながりや活気が
生まれています。

商店や商店街における活性化
や地域との触れ合い、つながり
に関すること。

むさし府中商工会議所や商店会と協働し、商
店会への集客を促すイベント等を実施すると
ともに、街路灯やアーチ等の適切な整備を進
めていく。

むさし府中商工会議所と連携
し、商店会のニーズに応じた支
援を実施していく。

イベントや街路灯・アーチ撤去事業に対する
補助のほか、市内商店会での買物客に対して
次回の買い物で使えるデジタルポイントを配
布を行い、商店街の振興及び負担軽減を
図った。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

むさし府中商工会議所と連携
し、商店会のニーズに応じた支
援を実施していく。

065 工業の育成 産業振興課

技術革新や新製品開発、異業
種交流や産学官交流などの積
極的な実施により、市内工業に
おける技術の向上と経営の効
率化が図られ、まちが活性化
し、生産力が向上しています。

異業種交流や産学官交流を含
めた事業者間のマッチングに
関すること。

工業に関する専門知識や市内事業者の情報
に精通したむさし府中商工会議所と協働し、
より専門性の高い異業種交流や産学官交流
を促す。

異業種の交流は販路の新規開
拓や技術開発を行っていくう
えで重要なものと捉えている
が、工業技術展については参加
企業が少なく、固定化も見られ
る。より効果的な異業種交流を
図っていくため、事業内容を変
更し、企業間の需要と供給をつ
なげるマッチング会を開催す
る。

ビジネスマッチングフェアを開催し、これまで
取引のなかった企業同士の関係性構築に寄
与した。

協働で実施したが、市民への還
元効果については不明確であ
る

ビジネスマッチングフェアにつ
いては効果的なものとしつつ、
継続して実施していく。
工業技術情報センターについ
ては、業務量の減少に伴い規
模を縮小する。

066
観光資源の活用・創出による地
域活性化

観光プロモーショ
ン課

歴史や文化、自然を始めとする
多様な観光資源が効果的に連
携し、本市ならではの価値、地
域ブランドとなり、他地域の人
との関係構築や交流が図られ
ています。そして、市民一人ひ
とりがまちの魅力を市内外に
向けて積極的に発信するとと
もに、来訪者をおもてなしの心
で受け入れるなど、観光を基軸
としたシビックプライド（市民で
あることの誇りや本市に対する
愛着）が醸成され、本市のプロ
モ-ションが推進されています。

観光に係るプラットフォームの
構築やシビックプライドの醸成
に関すること。

府中観光協会や府中市観光ボランティアの
会との協働により観光事業を実施している
が、コロナ禍で国内外において観光を取り巻
く環境が激変する中、観光の役割やつながり
の重要性が再認識されている。今後は、更な
るにぎわいの創出に向け、産業間連携や世
代間連携、地域間連携など、多様な主体が有
機的に連携することが求められている。
プロモーション（情報発信）においては、多様
な主体による情報発信の一元化を図るため、
府中観光協会を中心とした情報発信のプ
ラットフォームづくりを行う。具体的には、府
中観光協会のホームページリニューアルを支
援し、多様な主体のコラボレーションによる
情報発信が可能となる仕組みを構築する。

令和５年度に改修したホーム
ページについて、観光協会キャ
ラクター古都見ちゃんのページ
作成や市や協会の関連するデ
ジタルパンフレットの掲載数を
増やす等、コンテンツの充実を
支援する。

観光協会キャラクター古都見ちゃんのページ
では、キャラクター紹介だけでなく、SNSや
デザインマンホール、オリジナルグッズのほ
か、令和6年度より、まちづくり府中が発行し
ている「キテキテ府中NEWS」へ掲載を開始
した「古都見ちゃんのおさんぽ日記」のアーカ
イブを紹介するなど、魅力的なコンテンツを
構築することができた。
また、府中観光協会の情報収集に係る努力
により、市内イベント等の紹介についても
徐々に充実が図られているが、デジタルパン
フレットについては、毎年度、新たな観光マッ
プ等を作成するわけではないため、中長期的
な目線を持ってコンテンツの充実を目指して
いく。

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

基本的には、令和6年度の取組
を継続しつつ、ホームページを
利用された方から寄せられる
ご意見・ご要望等を精査し、現
在のシステムにおいて改善可
能な点は積極的に改善を図り、
プラットフォームとしての機能
向上を目指す。

067 消費生活の向上 産業振興課

消費生活に関する正確な情報
が様々な媒体により提供され、
悪質商法などの消費者トラブ
ルや製品事故等が発生しにく
い環境や、発生した場合におけ
る消費生活相談の体制が整備
されています。また、消費者と
事業者との連携・協働を通じて
経済・社会構造の変革を図る取
組である自ら考える賢い消費
行動（エシカル消費）が市民に
浸透しています。

持続可能な社会の実現に資す
る取組に関すること。

判断力が不十分な高齢者や障害者の消費者
トラブルを防ぐため関係機関との連携強化
を図るほか、若年者を中心としたＳＮＳによ
る悪質商法の勧誘といったトラブルに対し
て、さらなる取組の充実を図る。また、エシカ
ル消費を普及するための取組を関係課と連
携して実施する。

消費生活展や消費生活講座、
出前講座を見守り関係機関や
大学、企業などと連携して取り
組んでいく。

▼消費生活展の開催
▼消費生活講座の開催
▼出前講座の実施
▼消費者安全確保地域協議会の設置

協働による実施を検討した

消費生活展や消費生活講座、
出前講座を見守り関係機関や
大学、企業などと連携して取り
組んでいく。また、消費者安全
確保地域協議会により地域包
括支援センターなどとの連携
を行い、消費者トラブルの未然
防止に努める。
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068
農地の保全及び魅力ある農業
経営への支援

産業振興課

生産基盤となる農地が引き継
がれた上で次代の担い手も確
保され、魅力ある産業として本
市の農業が維持・発展するとと
もに、直売所等での府中産農産
物の販売を通じて、市民に地産
地消の取組が浸透しています。

府中産農産物の地産地消に関
すること。

　府中農産物直売所マップの配布や、府中農
業を応援するミニコミ誌「府中はたけ日和」
発行事業への協力、共同直売所の運営、農業
まつりの実施など、市民団体や農業団体と協
働して府中産農産物の魅力をＰＲし、市民の
地産地消を意識した消費行動に繋げていく。

　従前からの取組を継続して実
施するとともに、より効果的な
府中産農産物のＰＲ方法や地産
地消推進の方策について、市
民協働の手法も視野に研究・検
討する。

▼府中農産物直売所マップの作成
▼「府中はたけ日和」発行事業への協力
▼府中特産直売所の運営支援

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

　従前からの取組を継続して実
施するとともに、より効果的な
府中産農産物のＰＲ方法や地産
地消推進の方策について、市
民協働の手法も視野に研究・検
討する。あわせて新規事業とし
て開始する都市農地使用貸借
を促進するための奨励金事業
や、有機堆肥の支援拡充につ
いても有効に推進できるよう
市民協働の観点から検討する。

069 農業とふれあう機会の拡充 産業振興課

農地・農業の持つ多面的機能が
活用され、多くの市民が市内の
農地・農業に対して高い関心を
持っています。

農地・農業の多面的機能に係る
PRや市民が農業と触れ合う機
会の創出に関すること。

　より多くの市民の農地・農業への関心を引
き出し、理解を深めるため、農業者や農業関
係団体との協働により、農業まつりや農業品
評会、各種の農業体験講座等を実施し、市民
に農業と触れ合う機会を提供する。

　従前からの取組を継続して実
施するとともに、地域と連携・
協働した取組を広げながら、よ
り魅力的な農業体験講座やイ
ベントの企画について研究・検
討する。特に農業まつりについ
ては、会場を例年の郷土の森
博物館からけやき並木通りに
移転するとともに環境まつりと
同時開催となることから、協働
先とのより強い連携・協力体制
のもとイベントを遂行し、府中
農業の魅力をＰＲする。

▼農業まつりの開催
▼農業品評会の開催
▼各種の農業体験講座の実施
▼学童農園事業の実施

協働で実施したことにより、何
らかの効果を市民に還元でき
た

　従前からの取組を継続して実
施するとともに、地域と連携・
協働した取組を広げながら、よ
り魅力的な農業体験講座やイ
ベントの企画について研究・検
討する。
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事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

1
政
策
課

継
続

フェアトレー
ドの普及啓
発

明星高等学校と市の連携によりフェア
トレードの普及啓発を実施。
フェアトレードを広めることを目的に
何ができるかのアイデア出しをワーク
ショップ形式で計２回実施し、３月には
けやき並木通りにおいて、フェアトレー
ドフェスを開催し、フェアトレード商品
の販売や、展示・体験などを実施。

104
安定的な行政
サ-ビスの提供

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

教
育
機
関

明星高等学校

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

事
業
者

明星高等学校
のつながりで
参加いただい
た事業者等

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

フェアトレードフェスは
学校との共催で実施。

2
政
策
課

新
規

怖くて暗い
道を明るく
て楽しい空
間へ

市制施行７０周年事業の一環で、市が
３０年後の１００周年を見据え、将来を
担う子どもたちから実現したい未来の
アイデアとして募集した、「ミライをつ
くるアイデア」において、優秀提案の一
つに選ばれた「暗くて怖い道を、明る
くて綺麗にしたい」という提案を具現
化するため、市内の公道に設置してい
るフェンス等に電気を使わずに、暗い
道で発光する高輝度蓄光素材を取り
付け、子どもたちが安心して楽しく歩
けるまちを目指すもの。

施策体系外
委
託

事
業
者

テルウェル東
日本株式会社

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

教
育
機
関

府中市立小柳
小学校

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

価値共創促進事業で実
施

3
政
策
課

新
規

７０周年フ
ラッグ等を活
用したアップ
サイクル

７０周年の装飾物として作成したフ
ラッグやのぼり旗、横断幕を廃棄する
ことなくアップサイクルに取り組み、
ポーチやカバンを作成して、イベントに
おいて販売、展示を行った。

施策体系外
委
託

事
業
者

株式会社まち
づくり府中

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

福祉作業所（７
事業所）

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

都立農業高等
学校

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

4
政
策
課

新
規

東京競馬場
での府中市
イベント

東京競馬場において府中市市制施行
70周年記念競走と、府中市の魅力を
味わえる「府中市イベント」を開催。

施策体系外

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

東京競馬場

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

事
業
者

府中刑務所
等、市内事業
者

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

5
政
策
課

新
規

市制施行７０
周年記念市
民パレード

太鼓パレード、府中小唄民踊流し、山
車パレードの３部構成による市民パ
レードを、けやき並木通り及び旧甲州
街道で実施。

施策体系外

実
行
委
員
会
・
協
議
会

地
縁
型

市民パレード
運営委員会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

6
政
策
課

新
規

市制施行７０
周年フィナー
レ

市制施行７０周年のフィナーレイベント
として、「ふくらむ夢　つなげる未来」
をテーマに、夢のバルーンウォール及
びフィナーレセレモニーを実施し、３０
年後の１００周年を見据えた第１歩とな
るイベントを実施するもの。

施策体系外
委
託

事
業
者

合同会社
EMIJINGU
BALLOON
LABO

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

7
政
策
課

新
規

総合計画策
定事業

第7次府中市総合計画後期基本計画
策定に当たり、無作為抽出の市民や市
関係団体等から意見を聞く場を設け
たもの。

施策体系外
委
託

目
的
型

特定非営利活
動法人エンツ
リー

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

特定非営利活
動法人エンツ
リー

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

事業への参加者は市民
等、市関係団体です。策
定は令和8年度です。

8

秘
書
広
報
課

継
続

府中市全域
地図「シティ
マップナビ
タ」の協働発
行

府中市の全域地図を掲載したシティ
マップナビタを無料配布する。

102
多様な媒体を
活用した市政
情報の発信

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

表示灯株式会
社

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

9
職
員
課

継
続

インターン
シップ

実習生に対して、仕事の内容、職務に
必要な心構えや、知識・技能を教授す
るとともに、実際の業務を体験させ
る。

105

市民ニ-ズや行
政課題に的確
に対応できる
人材の育成

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

教
育
機
関

・東京経済大学
・中央大学
・杏林大学

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

10

防
災
危
機
管
理
課

継
続

防災訓練支
援

地域や学校の防災訓練にて、防災活動
の理解促進を図るとともに、地域防災
を担う人材育成等の支援を行う。

32
危機管理対策
の強化

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

教
育
機
関

市内小・中・高
等学校

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

地域コーディネーターに
相互調整をしていただ
くことがあった。

令和６年度協働事業実績調査
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事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

11

防
災
危
機
管
理
課

継
続

地域自主防
災連絡会

地域住民による自助、共助の取組を支
援するほか、防災に関する交流の場の
創設、地域の特性に合わせた防災対策
の検討、防災リーダーの育成等を行
う。

33 消防力の充実

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

地
縁
型

・自治会
・関係団体

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

12

防
災
危
機
管
理
課

継
続

府中市総合
防災訓練

災害時における府中市・自治会・学校・
関係機関等の協力体制を確認すると
ともに、地域住民の自助・共助を基本
とした訓練を実施する。

33 消防力の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

地
縁
型

自治会、学校、
関係機関等

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

13

協
働
共
創
推
進
課

継
続

府中の日

「府中の日」を設定し、FC東京ホーム
ゲームに市民を招待するとともに、市
が会場にブースを出展しスポーツタウ
ンの推進および地域の活性化を図る。

101

多様な主体に
よる地域貢献
活動の促進と
市民協働の推
進

共
催

事
業
者

FC東京
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

市役所内外の様々な主
体と連携し、市のPRを
することができた。

14

協
働
共
創
推
進
課

継
続

市民協働ま
つり

市民活動団体や協働に対する理解を
深めるとともに、多様な主体が出会
い、交流し、新たな協働に繋がる機会
を創出する。

101

多様な主体に
よる地域貢献
活動の促進と
市民協働の推
進

実
行
委
員
会
・
協
議
会

目
的
型

第10回府中市
民協働まつり
実行委員会

共
催

目
的
型

府中市市民活
動センタープ
ラッツ

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

市民活動団体や企業等
111団体が出展し、事業
や協働のPRができた。

15

協
働
共
創
推
進
課

継
続

市民協働推
進シンポジウ
ム

市民協働の理念や市の取組について
知り、関心を持ち、積極的に参加でき
る機会を提供するためのシンポジウム
を開催する。

101

多様な主体に
よる地域貢献
活動の促進と
市民協働の推
進

共
催

目
的
型

府中市市民活
動センタープ
ラッツ

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

ターゲットを絞ったこと
で無関心層の来館につ
なげることができた。

16

協
働
共
創
推
進
課

継
続

協働のまち
づくりノート

未来の協働の担い手である子どもた
ちに、自らが暮らすまちに興味や愛着
を持ってもらうことを目的として「府
中のまちクリエイターノート」を作成
し、市立小学校の6年生と希望のあっ
た５年生へ配付する。協力校（第三小
学校・住吉小学校・四谷小学校・白糸台
小学校）にて、ノートを活用した「府中
のまちクリエイター」による授業を実
施する。

101

多様な主体に
よる地域貢献
活動の促進と
市民協働の推
進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

・府中市立府中
第三小学校
・府中市立住吉
小学校
・府中市立四谷
小学校
・府中市立白糸
台小学校
・府中市立武蔵
台小学校
・府中市立第五
小学校
・府中市立第十
小学校

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

・東京フット
ボールクラブ
株式会社
・東芝ブレイブ
ルーパス東京
株式会社
・株式会社 読
売巨人軍
・大成建設株式
会社
・トヨタアルバ
ルク東京株式
会社
・株式会社青木
屋
・特定非営利活
動法人 観光協
会
・スターバック
ス　コーヒー
ジャパン株式
会社
ほか

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

市民活動団体
等

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

対象が小学生のため、効
果の検証が難しいため。

17

協
働
共
創
推
進
課

継
続

市民活動セ
ンター指定
管理業務

市民活動センター指定管理者により市
民活動団体の支援等を行う。

101

多様な主体に
よる地域貢献
活動の促進と
市民協働の推
進

委
託

目
的
型

府中市市民活
動センター運
営グループ（公
益財団法人府
中文化振興財
団・ＮＰＯ法人
エンツリー）

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

市民活動団体等の支援
や新たな交流の創出に
向けた事業を展開でき
た。

18

協
働
共
創
推
進
課

継
続

市民協働及
び共創の推
進に係る職
員研修

協働に係る理解を深め、意識の高揚を
図るとともに、協働・共創を検討する
視点や方法等を学ぶことで、市民との
協働及び共創に関する実践力の向上
を図る。

101

多様な主体に
よる地域貢献
活動の促進と
市民協働の推
進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

・あいおいニッ
セイ同和損害
保険株式会社
・三井住友海上
火災保険株式
会社
・FC東京
・明治安田生命
保険相互会社
・日本郵便株式
会社

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

は
い

は
い

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

研修終了後、まだ具体的
な協働事業に発展して
していないため。

19

広
聴
相
談
課

継
続

市民相談（専
門相談）

日常生活上の諸問題や市政について
の相談について、弁護士や専門相談員
による専門相談を実施し、市民からの
各種相談などに対応する。

103
広聴活動・情
報公開の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

・弁護士等専門
家及びその団
体

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた
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事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

20

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

継
続

ちびっ子ふ
れあい文化
祭

文化センターで活動している小中学生
の活動の成果発表等を目的に実施す
る。

40
地域コミュニ
ティの活性化
支援

委
託

目
的
型

府中ちびっ子
ふれあい文化
祭実行委員会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

21

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

継
続

コミュニティ
文化祭

自主グループが日頃の活動の成果を
展示・発表を行う。

40
地域コミュニ
ティの活性化
支援

委
託

目
的
型

府中市コミュ
ニティ文化祭
実行委員会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

22

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

継
続

地域まつり
地域の活性化と住民同士のつながり
の輪を広げることを目的に実施する。

40
地域コミュニ
ティの活性化
支援

委
託

地
縁
型

文化センター
圏域コミュニ
ティ協議会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

23

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

継
続

コミュニティ
圏域内地域
交流促進事
業

地域の活性化と住民同士のつながり
の輪を広げることを目的に実施する。

40
地域コミュニ
ティの活性化
支援

委
託

地
縁
型

文化センター
圏域コミュニ
ティ協議会

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

・府中市立府中
第六中学校（押
立）
・府中市立府中
第八中学校（四
谷）

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

24

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

継
続

府中市民桜
まつり

市民のふれあいの場として、実行委員
会を立ち上げ市民自らが創造する府
中市民桜まつりを実施する。

40
地域コミュニ
ティの活性化
支援

委
託

地
縁
型

府中市民桜ま
つり実行委員
会

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

明星高等学校
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

25

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

新
規

自動販売機
横のリサイク
ルボックス分
別促進

文化センター内の自動販売機横のリサ
イクルボックスについて、明治大学の
学生が考案した、分別を促進する形状
のボックスに置き換えた。

40
地域コミュニ
ティの活性化
支援

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

教
育
機
関

明治大学
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

共創の窓口

26

多
様
性
社
会
推
進
課

継
続

男女共同参
画市民企画
講座

市民が講座を企画し、男女共同参画の
意識啓発を行う団体の支援をする。

37
男女共同参画
の推進

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

目
的
型

府中市助産師
会

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

27

多
様
性
社
会
推
進
課

継
続

男女共同参
画センター登
録団体協働
講座

男女共同参画センター登録団体の活
動の成果を、講座として企画実施の支
援を行う。

37
男女共同参画
の推進

共
催

目
的
型

男女共同参画
センター登録
団体

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

28

多
様
性
社
会
推
進
課

継
続

姉妹都市交
流事業業務
委託

姉妹都市佐久穂町での「親子とうもろ
こし収穫体験」や、佐久穂町への郷土
芸能派遣を行う。

38
都市間交流の
促進

委
託

目
的
型

府中友好都市
交流協会

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

29

多
様
性
社
会
推
進
課

継
続

友好都市
ウィーン市ヘ
ルナルス区
へのホーム
ステイ派遣事
業

ウィーン市ヘルナルス区へ青少年の
ホームステイ派遣を行う。

38
都市間交流の
促進

共
催

目
的
型

NPO法人府中
国際友好交流
会

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

44



事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

30

多
様
性
社
会
推
進
課

継
続

府中国際交
流サロン事
業運営委託

日本語学習会、国際理解・交流事業、
会報の発行等サロンの事業運営を行
う。

39
多文化共生の
推進

委
託

目
的
型

府中国際交流
サロン実行委
員会

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

31

多
様
性
社
会
推
進
課

継
続

デートDV意
識啓発事業

人権を尊重し、性別にかかわらず、生
涯を通じて健康を自己管理するため
に、対等な関係を築くための知識や情
報を入手し、自己決定できるよう、大
学生を対象としたデートDVに関する
講座を実施する。

35
人権意識の醸
成

共
催

教
育
機
関

東京農工大学
は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

32

多
様
性
社
会
推
進
課

継
続

外国につな
がる児童・生
徒の居場所
事業

多文化共生センターDIVE等を会場
に、外国につながる児童・生徒に対し
て日本語指導等を行う。

39
多文化共生の
推進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

東京外国語大
学

委
託

目
的
型

府中JSL学習
支援の会

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

33

多
様
性
社
会
推
進
課

継
続

外国人市民
向け生活便
利帳の作成

やさしい日本語を使用した、外国人に
とって有効な情報をまとめた冊子の
作成を行う。

39
多文化共生の
推進

共
催

教
育
機
関

東京外国語大
学

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

34

多
様
性
社
会
推
進
課

継
続

平和のつど
い

小中学生が異なる文化背景を持つ人
からそれぞれの国での戦争や平和の
考えについて聞くとともに、対話を通
じてこれからの時代の平和について
考えを深める。

36
平和意識の啓
発

委
託

事
業
者

株式会社アル
ゴロマン

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

35

多
様
性
社
会
推
進
課

継
続

友好都市
ウィーン市ヘ
ルナルス区
への高校生
ホームステイ
派遣に係る
事前研修会

ウィーン市ヘルナルス区でホームステ
イをする高校生を対象に事前研修会
を行う。

38
都市間交流の
促進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

東京外国語大
学

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

36

多
様
性
社
会
推
進
課

継
続

フィリピン語
サロン

在住外国人の孤立解消や地域におけ
る多文化共生の推進を目的に、東京外
国語大学フィリピン語ゼミとの連携に
より、在住フィリピン人やフィリピンに
関心のある市民を対象に、フィリピン
をテーマにしたサロンを開催する。

39
多文化共生の
推進

共
催

教
育
機
関

東京外国語大
学

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

37

総
合
窓
口
課

新
規

コンビニマル
チコピー機
における住
民票等証明
書発行手数
料の減額の
周知業務

コンビニエンスストア店舗にのぼり旗
を掲示し、住民票等証明書のコンビニ
交付手数料減額を実施する。これを周
知することで、証明書発行を目的とす
る来庁者を抑制し、総合窓口課におけ
る窓口混雑緩和を図ると同時に、おも
や併設駐車場がないことの対策を講
じる。

104
安定的な行政
サ-ビスの提供

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

株式会社セブ
ンイレブン・
ジャパン立川
地区事務所

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

38

総
合
窓
口
課

継
続

府中市おく
やみハンド
ブック

死亡後の事務手続き等に関する情報
をより分かりやすく提供するため、府
中市おくやみハンドブックを無料配布
する。

103
広聴活動・情
報公開の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

株式会社鎌倉
新書

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

R6より広聴相談課から
総合窓口課へ移管。

39

保
険
年
金
課

継
続

府中市後期
高齢者医療
健康診査

原則毎年７月～９月に７５歳以上の市
民を対象に健康診査を無料で実施す
る。

14
高齢者医療制
度の普及と推
進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

FC東京
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

45



事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
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原
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自
主
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尊
重
・

自
立
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原
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原
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開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

40

保
険
年
金
課

継
続

府中市特定
健康診査

40歳以上74歳以下の府中市国民健
康保険加入者を対象に、原則毎年7月
～9月に健康診査を無料で実施する。

15
国民健康保険
の運営

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

FC東京
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

41

保
険
年
金
課

継
続

特定保健指
導

府中市特定健康診査において特定保
健指導の該当となった対象に、無料で
保健指導を実施する。

15
国民健康保険
の運営

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

明治安田生命
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

42

産
業
振
興
課

継
続

商工業振興
事業補助金

商工業の振興のため、むさし府中商工
会議所が実施する事業に対し助成す
る。

63
中小企業の経
営基盤強化の
支援

補
助

事
業
者

むさし府中商
工会議所

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

43

産
業
振
興
課

継
続

中小企業事
業資金融資
利子補助金

中小企業者に対し、必要な事業資金の
融資をあっ旋し、金融の円滑化を図
り、商工業の振興に資する。

63
中小企業の経
営基盤強化の
支援

補
助

事
業
者

金融機関、保
証機関

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

44

産
業
振
興
課

継
続

経営改善事
業補助金

むさし府中商工会議所が行う、市内事
業者等への経営改善などに関する各
種事業に対し助成する。

63
中小企業の経
営基盤強化の
支援

補
助

事
業
者

むさし府中商
工会議所

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

45

産
業
振
興
課

継
続

推し商品づく
り支援事業

事業者による名産品開発・発掘事業及
び市場流通促進事業に対し助成する。

64
地域商業の振
興

補
助

事
業
者

市内商業者
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

46

産
業
振
興
課

継
続

異業種交流
促進事業

新技術・新製品の開発など、新たな発
想による事業展開に資するため、異業
種の企業による交流事業を推進する。

65 工業の育成
委
託

事
業
者

むさし府中商
工会議所

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

47

産
業
振
興
課

継
続

農業まつり 府中市農業まつりの運営を行う。 69
農業とふれあ
う機会の拡充

実
行
委
員
会
・
協
議
会

目
的
型

府中市農業ま
つり実行委員
会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

48

産
業
振
興
課

継
続

農業品評会
市内農業者が生産した農産物の品評
会を行う。

68

農地の保全及
び魅力ある農
業経営への支
援

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

・マインズ農業
協同組合
・農業団体

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

49

産
業
振
興
課

継
続

農業体験講
座

農家の指導のもとで親子でも参加で
きる農業体験の場を提供する。

69
農業とふれあ
う機会の拡充

委
託

事
業
者

農業団体
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

46



事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

50

産
業
振
興
課

継
続

消費生活展
消費生活の向上を図るため、企業や公
的機関が展示や体験の場を設け、情報
提供や啓発を行う。

67
消費生活の向
上

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

・森永乳業
・NTT東日本
・関係機関

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

51

産
業
振
興
課

新
規

消費生活出
前講座

東京外国語大学での授業において、消
費者トラブルと「契約」の基礎知識に
関する内容についてオンデマンド講義
を行う

67
消費生活の向
上

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

教
育
機
関

東京外国語大
学

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

消費生活センター相談
員が作成した「消費者ト
ラブル」と「契約」の基礎
知識に関する資料を東
京外国語大学学生課へ
提供し、大学でのオンデ
マンド講義に活用する

52

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

継
続

わが街自慢
写真コンクー
ル

府中の好きな風景や場所、心に残るも
のなど、府中市に関連する写真のコン
クールを行う。

66
観光資源の活
用・創出によ
る地域活性化

共
催

目
的
型

府中観光協会

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

事
業
者

FC東京
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

53

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

継
続

VRバーチャ
ルツアーで、
まだ誰も発
見していな
い府中市の
魅力を発
信！ハー
バード大学
卒、元ミス・
シンガポー
ルの専門ガ
イド付き
「バーチャル

新型コロナウイルス感染症によって府
中市への観光客・訪問者数が減少した
ことを受け、VR用360度動画を活用
したバーチャルツアーを企画し、府中
市の魅力をPRする。

66
観光資源の活
用・創出によ
る地域活性化

補
助

目
的
型

株式会社
SeiRogai

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

54

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

継
続

観光PR事業
効果的な手法により、本市の観光を
PRする。

66
観光資源の活
用・創出によ
る地域活性化

委
託

目
的
型

NPO法人府中
観光協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

55

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

継
続

観光事業補
助金

観光事業の推進を担っている府中観
光協会が事業を助成することで、民間
団体と協働し観光事業の拡大を図る。

66
観光資源の活
用・創出によ
る地域活性化

補
助

目
的
型

NPO法人府中
観光協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

56

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

継
続

観光情報セ
ンター業務
運営

観光情報センターの運営を行う。 66
観光資源の活
用・創出によ
る地域活性化

委
託

目
的
型

NPO法人府中
観光協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

57

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

継
続

郷土の森観
光情報セン
ター業務運
営

郷土の森観光情報センターの運営を
行う。

66
観光資源の活
用・創出によ
る地域活性化

委
託

目
的
型

NPO法人府中
観光協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

58

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

継
続

例大祭観光
事業

観光資源である大國魂神社例大祭を
広く宣伝、紹介することで観光客の誘
致を図る。

66
観光資源の活
用・創出によ
る地域活性化

補
助

目
的
型

NPO法人府中
観光協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

59

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

継
続

産官学連携
による緑地
除草のイベン
ト化

郷土の森観光物産館の緑地除草を、
府中観光協会が実施するサマーフェス
タに合わせて、東芝府中事業所・東京
農工大学と連携しながらヤギを使った
除草イベントとして実施する。

66
観光資源の活
用・創出によ
る地域活性化

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

・東京農工大学
・NPO法人府
中観光協会
・新町小学校の
たっと
・東芝府中事業
所

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

47



事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

60

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

継
続

府中観光プ
ロモーション
事業

府中観光協会では、観光・商業振興の
ため、府中の魅力を広くＰＲするお土
産品として「府中観光協会推奨品」を
認定しており、これまでに、農工大ブラ
ンド本格焼酎「賞典禄」、府中産の黒米
を使ったうどんや焼酎、ロールパン、
武蔵国府にちなんだロールケーキ等、
60品目以上を推奨品として認定して
いる。

66
観光資源の活
用・創出によ
る地域活性化

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

・東京農工大学
・NPO法人府
中観光協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

61

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

継
続

SDGs修学
旅行プログ
ラム創出事
業

SDGsを府中市内で学べる修学旅行
プログラムの中で、東京農工大学に関
連したプログラムを作成した。

66
観光資源の活
用・創出によ
る地域活性化

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

・東京農工大学
・NPO法人府
中観光協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

62

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

継
続

東京競馬場
花火

府中市の新たな賑わいの創出や産業
振興及び観光資源として、府中の夏の
夜空を音楽と花火で彩るイベントを東
京競馬場で開催した。

66
観光資源の活
用・創出によ
る地域活性化

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

目
的
型

東京競馬場花
火実行委員会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

63

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

継
続

サイクリング
フェスティバ
ル

府中市が東京2020オリンピック競技
大会の自転車競技ロードレースのス
タート地点となったことを受け、けや
き並木通りで、自転車に乗ったり触れ
たりして楽しめるイベントを開催した。

66
観光資源の活
用・創出によ
る地域活性化

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

一般社団法人
まちづくり府
中

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

64

環
境
政
策
課

継
続

府中市にお
ける2050
年二酸化炭
素排出実質
ゼロに向け
た協働事業

「2050年二酸化炭素排出実質ゼロ」
を目指すため「府中市における2050
年二酸化炭素排出実質ゼロに向けた
協働に関する地域協定」に基づき、ゼ
ロカーボンシティの実現に向けた取組
を進める。

24
環境に配慮し
た活動の促進

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

事
業
者

・株式会社東芝
府中事業所
・サントリー
ビール株式会
社武蔵野ビー
ル工場
・日本電気株式
会社府中事業
場
・キユーピー株
式会社　中河
原工場

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

教
育
機
関

東京農工大学
は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

65

環
境
政
策
課

継
続

ホタル飼育
事業

ホタルの飼育活動を行う。 22
生物多様性の
保護と回復

委
託

地
縁
型

府中ホタルの
会

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

66

環
境
政
策
課

継
続

水辺の楽校
推進事業

小学生と保護者を対象とした、多摩川
での自然環境学習や体験活動を行う。

24
環境に配慮し
た活動の促進

委
託

目
的
型

府中水辺の楽
校運営協議会

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

67

環
境
政
策
課

継
続

武蔵台小学
校学習支援
事業

武蔵台緑地における環境保全活動と
して、武蔵台小学校の総合的学習の時
間の支援を行う。

24
環境に配慮し
た活動の促進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

自然環境調査
員会議

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

実施予定であったが、天
候不良により実施でき
なかった。

68

環
境
政
策
課

継
続

自然環境調
査員活動事
業

自然環境の保全の推進を図るための
普及啓発活動を行う。

22
生物多様性の
保護と回復

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

自然環境調査
員会議

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

69

環
境
政
策
課

継
続

自然環境調
査等協力団
体の支援

市内の自然環境の調査や保全を行う
市民団体に対して傷害保険を契約し、
活動を支援する。
団体より報告された活動実績及び調
査結果資料等を本市の施策、事業活
動に使用する。

22
生物多様性の
保護と回復

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

目
的
型

多摩川の自然
に親しむ会

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

目
的
型

多摩川レンリソ
ウ保護会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

48



事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

70

環
境
政
策
課

継
続

姉妹都市佐
久穂町森林
保全体験学
習事業

姉妹都市佐久穂町で子どもたちの森
林保全体験を行う。

24
環境に配慮し
た活動の促進

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

目
的
型

東京武蔵府中
ロータリークラ
ブ

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

令和５年度より、「姉妹
都市佐久穂町森林間伐
体験事業」から「姉妹都
市佐久穂町森林保全体
験学習事業」に変更し
た。

71

環
境
政
策
課

継
続

府中かん
きょう塾（連
続講座）

環境学習講座「府中かんきょう塾」の
企画、運営を行う。

24
環境に配慮し
た活動の促進

共
催

目
的
型

かんきょう塾
ネット

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

72

環
境
政
策
課

継
続

打ち水日和
節電・ヒートアイランド対策に期待でき
る「打ち水」の実施と市内への周知を
行う。

24
環境に配慮し
た活動の促進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

環境保全活動
センターサ
ポーター

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

73

環
境
政
策
課

継
続

多摩川清掃
市民運動

国立市境から調布市境までの多摩川
河川敷を、市民・自治会・事業者・各種
団体等の参加により、清掃活動を実施
する。

25
まちの環境美
化の推進

実
行
委
員
会
・
協
議
会

地
縁
型

・多摩川清掃市
民運動実行委
員
・JC
・自治会
・企業、事業者
・各種任意団体
ほか

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

74

環
境
政
策
課

継
続

地域安全・環
境美化の日

毎月２０日の朝に環境美化推進地区に
指定されている府中駅周辺で清掃活
動を実施する。

25
まちの環境美
化の推進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

地
縁
型

市民、自治会、
事業者など

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

75

環
境
政
策
課

継
続

自主清掃
市民団体による地域清掃の支援を行
う。

25
まちの環境美
化の推進

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

目
的
型

自治会、企業、
学校など

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

76

環
境
政
策
課

継
続

身近な生き
もの調査

市生態系における生物多様性の保全
のため、東京農工大学教員の助言指導
を得て植生保全作業を実施する。ま
た、東京農工大学教員を講師に迎えて
身近な生きものに関する情報を発信
する講演会を開催し、市内の自然環境
や生物多様性に対する普及啓発に取
り組む。

22
生物多様性の
保護と回復

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

東京農工大学
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

77

環
境
政
策
課

継
続

府中市の生
物多様性情
報の整備

府中市生物多様性地域戦略に基づき、
府中市の生物多様性情報の集約と公
開に関する整備を行う。

22
生物多様性の
保護と回復

委
託

教
育
機
関

東京農工大学
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

78

環
境
政
策
課

新
規

東京農工大
学学生ガイド
ツアー

明星中学校の生徒に大学を見学して
もらいながら環境に関する学びを深
めてもらう。

24
環境に配慮し
た活動の促進

共
催

教
育
機
関

・明星中学校
・東京農工大学

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

市がコーディネーターの
役割を果たした。

79

地
域
安
全
対
策
課

継
続

交通安全意
識啓発事業

各種広報啓発活動、交通安全啓発用
品の支給援助、メール配信サービスに
よる交通安全情報等の提供、交通安全
普及活動を行う府中交通安全協会に
対し、補助金を交付する。

30
交通安全の推
進

補
助

目
的
型

府中交通安全
協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

49



事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
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先
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先
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等
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コ
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デ
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無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

80

地
域
安
全
対
策
課

継
続

防犯運動事
業補助金

ボランティア団体、警察、行政とが一
体となった防犯活動を積極的に推進
し、団体の継続的な活動を支えるた
め、適正に補助金の交付を行う。

31
地域安全の推
進

補
助

目
的
型

府中防犯協会
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

81

地
域
安
全
対
策
課

継
続

防犯カメラ
整備等事業
補助金

府中市防犯カメラ整備事業補助金交
付要綱に基づき、安全安心まちづくり
推進地区への防犯カメラの設置費及
び設置団体に対する維持管理費を補
助する。

31
地域安全の推
進

補
助

目
的
型

府中駅周辺安
全安心まちづ
くり連絡協議
会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

82

地
域
安
全
対
策
課

新
規

親子交通安
全教室

府中第八小学校ＰＴＡによる児童及び
保護者を対象とした交通安全教室で、
歩行シミュレーター体験やリフレク
ター（反射板）作成による交通安全事
業を実施。

30
交通安全の推
進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

あいおいニッ
セイ同和損害
保険株式会社

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

83

資
源
循
環
推
進
課

継
続

手前どりの
働きかけ

食品ロス削減月間である10月から通
年、市内のセブンイレブン及びファミ
リーマートの店舗に「手前どり」を推奨
するポップを設置する。

28
ごみの発生抑
制・循環的な
利用の促進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

・株式会社セブ
ン-イレブン・
ジャパン
・株式会社ファ
ミリーマート

は
い

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

は
い

い
い
え

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

84

資
源
循
環
推
進
課

継
続

リサイクル用
品活用事業
及びごみ減
量・リサイク
ル啓発事業

リサちゃんショップの運営、ゆずりたい
品・ほしい品事務、おもちゃの病院、公
募バス見学会運営、その他ごみ減量・
３R推進に伴う啓発活動への協力を行
う。

28
ごみの発生抑
制・循環的な
利用の促進

委
託

目
的
型

NPO法人府中
リサイクル推進
協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

85

資
源
循
環
推
進
課

継
続

ごみ収集車
両へのＡＥＤ
搭載

緊急の心臓疾患の救助に積極的に参
加する。

28
ごみの発生抑
制・循環的な
利用の促進

共
催

事
業
者

府中廃棄物処
理事業協同組
合

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

86

資
源
循
環
推
進
課

継
続

地域ごみ対
策推進事業

ごみ減量・3Rを推進し、快適で住みよ
い府中を築くことを目的に、自治会か
ら選出されるごみ対策推進員と協力
して、啓発を行う。

28
ごみの発生抑
制・循環的な
利用の促進

実
行
委
員
会
・
協
議
会

地
縁
型

ごみ対策推進
員

実
行
委
員
会
・
協
議
会

目
的
型

地域ごみ対策
推進員協議会

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

87

資
源
循
環
推
進
課

継
続

フードドライ
ブ

まだ食べられる食品が捨てられてしま
う食品ロス削減のため、家庭で余って
いるまだ賞味期限が１か月以上ある食
品を預かり、フードバンク団体を通じ
て必要としている方へ寄付すること
で、可燃ごみの減量を図る。

28
ごみの発生抑
制・循環的な
利用の促進

共
催

目
的
型

フードバンク府
中

は
い

は
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

88

資
源
循
環
推
進
課

継
続

エコレシピの
作成及び周
知

食品ロスを削減することができるエコ
レシピの作成を協働で行い、周知をす
る。

28
ごみの発生抑
制・循環的な
利用の促進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

キユーピー株
式会社

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

89

資
源
循
環
推
進
課

新
規

「ジモティー」
を活用した
再生家具販
売事業

粗大ごみを使用して再生した家具を、
リユース活動を促進する協定を締結し
ている株式会社ジモティーのインター
ネットの地域の情報掲示板「ジモ
ティー」で販売する。

28
ごみの発生抑
制・循環的な
利用の促進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

株式会社ジモ
ティー

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

50
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90

資
源
循
環
推
進
課

継
続

家電４品目、
パソコン、小
型家電の収
集

協定を結んだ事業者が市で収集でき
ない家電４品目、パソコンの収集や小
型家電の収集を行う。

28
ごみの発生抑
制・循環的な
利用の促進

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

事
業
者

・リネットジャ
パングループ
株式会社
・SGムービン
グ株式会社

は
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

91

資
源
循
環
推
進
課
・

（
住
宅

課

）

新
規

資源ごみの
分別意識啓
発

明治大学の学生が資源ごみの分別に
関するナッジ手法を用いたごみの分別
意識啓発ポスターを作成し、完成した
ポスターを一部の市営住宅等に掲示
した。

28
ごみの発生抑
制・循環的な
利用の促進

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

教
育
機
関

明治大学
は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

共創の窓口

92

文
化
生
涯
学
習
課

継
続

青少年音楽
祭

市内で活動する音楽団体を対象に、日
頃の練習成果の発表の場を提供する
とともに、音楽を通じて青少年の交流
の場となることを目的に実施する。

43
市民の文化・
芸術活動の支
援

共
催

事
業
者

公益財団法人
府中文化振興
財団

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

93

文
化
生
涯
学
習
課

継
続

ＰＴＡ家庭教
育学級

ＰＴＡ連合会の保護者に、学校や地域
と連携を図りながら、地域の課題解決
に向けた講座の企画及び運営を行う
機会を提供することにより、それぞれ
の地域課題解決のための支援を行う。

41
学習機会の提
供と環境づく
りの推進

委
託

目
的
型

府中市立小中
学校PTA連合
会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

94

文
化
生
涯
学
習
課

継
続

心身障害児
童・生徒地域
活動事業

府中地区学校五日制連絡会へ委託し
て実施している。原則として府中市内
又は近隣の施設で、文化活動、スポー
ツ活動、レクリエーション活動等の多
彩な活動を行う。

41
学習機会の提
供と環境づく
りの推進

委
託

目
的
型

・府中地区学校
五日制連絡会
・ボランティア

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

95

文
化
生
涯
学
習
課

継
続

生涯学習
フェスティバ
ル

生涯学習フェスティバルの企画、運営
を行う。

43
市民の文化・
芸術活動の支
援

実
行
委
員
会
・
協
議
会

目
的
型

府中市生涯学
習フェスティバ
ル実行委員会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

96

文
化
生
涯
学
習
課

継
続

生涯学習
ファシリテー
ター・サポー
ター養成講
座

他大学との協働・連携により生涯学習
センターで講座を実施する。

41
学習機会の提
供と環境づく
りの推進

委
託

教
育
機
関

玉川大学
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

97

文
化
生
涯
学
習
課

継
続

市民芸術文
化祭

9月初旬から12月上旬にかけ、市内
で文化活動を行っている団体や個人
が参加でき、また一般市民が参観でき
る催しを実施する。

43
市民の文化・
芸術活動の支
援

共
催

目
的
型

府中市芸術文
化協会（旧称・
府中市文化団
体連絡協議会）

共
催

事
業
者

公益財団法人
府中文化振興
財団

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

98

文
化
生
涯
学
習
課

継
続

市民文化の
日

10月第2日曜日を「市民文化の日」と
定め、郷土の森博物館、府中市美術館
の入場料、観覧料を無料とするほか、
その他各文化施設において各種イベン
トを実施し、市民が多くの芸術文化・歴
史に触れられるよう整備する。

43
市民の文化・
芸術活動の支
援

共
催

事
業
者

・公益財団法人
府中文化振興
財団
・株式会社京王
設備サービス
・府中市郷土の
森博物館運営
グループ
・ミズノ・KPB
グループ
・公益財団法人
東京都公園協
会

委
託

事
業
者

ＮＰＯ法人アー
ティスト・コレ
クティヴ・フ
チュウ

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

協働先②は、レベルアッ
プ事業として実施した中
心市街地イベントに関す
るものである。

99

文
化
生
涯
学
習
課

継
続

大学連携講
座　教養セミ
ナー

市内の大学と連携し、教員を講師とし
て派遣してもらうことで、生涯学習セ
ンターにおいて、市民向けの教養講座
を開催する。

41
学習機会の提
供と環境づく
りの推進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

・東京農工大学
・東京外国語大
学

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

51



事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

100

文
化
生
涯
学
習
課

新
規

東京都・府中
市芸術文化
連携事業「共
生社会を聞
いて、みる」

東京都、府中市、公益財団法人東京都
歴史文化財団、NPO法人アーティス
ト・コレクティヴ・フチュウが連携し、配
信番組を制作。共生社会にまつわる活
動に取り組むゲストを迎え、お話を伺
う。

43
市民の文化・
芸術活動の支
援

共
催

目
的
型

東京都
共
催

目
的
型

公益財団法人
東京都歴史文
化財団

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

NPO法人アー
ティスト・コレ
クティヴ・フ
チュウ

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

101

ふ
る
さ
と
文
化
財
課

新
規

府中市文化
財を知る！
ARガイド
&AR 街歩き

　AR（拡張現実）を活用し、次の内容
を含む仕組みを構築する。なお、当該
取り組みは、令和９年にはなれにオー
プン予定の「（仮称）ふるさと府中歴史
展示室」と合わせ、段階的な導入を目
指す。
・ 特定の人材に依存せず、市民がいつ
でも誰もが歴史と文化を知ることが
出来る仕組みの構築
・ 社会教育の観点において、誰でも楽
しみながら学習できるコンテンツの設
計

45
歴史文化遺産
の保存と活用

委
託

事
業
者

株式会社
palan

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

価値共創促進事業

102

ふ
る
さ
と
文
化
財
課

継
続

武蔵府中熊
野神社古墳
まつり

熊野神社古墳に隣接する古墳公園に
て、ライトアップや古墳紹介等、古墳の
魅力や歴史を体感してもらうための企
画と運営を行う。

45
歴史文化遺産
の保存と活用

共
催

目
的
型

武蔵府中熊野
神社古墳保存
会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

103

ふ
る
さ
と
文
化
財
課

継
続

武蔵府中郷
土かるた選
手権大会

小学３年生に配布される郷土かるた
を活用した「かるた選手権大会」を開
催する。

45
歴史文化遺産
の保存と活用

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

目
的
型

府中市の遺産
の活用を考え
る会

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

104

ふ
る
さ
と
文
化
財
課

継
続

東京外国語
大学 世界教
養プログラム
「日本の文化
遺産」

東京外国語大学のリレー形式授業に
おいて、市職員または博物館職員が、
市の歴史や文化について講義を行う。

45
歴史文化遺産
の保存と活用

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

教
育
機
関

東京外国語大
学

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

105

ふ
る
さ
と
文
化
財
課

継
続

国天然記念
物馬場大門
のケヤキ並
木保護更新
プロジェクト

令和２年度に連携協定を結んだ都立
農業高校との「保護更新プロジェクト」
を推進し、地元の府中第一小学校、府
中第一中学校とも連携の輪を広げ、小
中高連携による、ケヤキ古木の種拾い
や後継樹育成に係る植樹、ケヤキ並木
の次世代継承の普及啓発を行う。

60
けやき並木と
調和したまち
づくりの推進

共
催

目
的
型

東京都立農業
高等学校

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

106

障
害
者
福
祉
課
・
ス
ポ
ー
ツ
タ

ウ
ン
推
進
課

新規

東京２０２５
デフリンピッ
クに向けた
気運醸成・障
害理解促進
の取組

東京２０２５デフリンピックにおいて郷
土の森総合体育館が競技会場の一つ
となる機会を捉え、大会の気運醸成や
聴覚障害に関する理解促進、手話の普
及などを推進するため、記念イベント
の開催、デフアスリート等による学校
訪問、手話講座等の各種事業を実施す
る。

46
スポ-ツ活動の
普及・促進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

日本レスリング
協会、日本デフ
バドミントン協
会、日本デフバ
レーボール協
会、社会福祉
協議会、府中
市聴覚障害者
協会ほか

はい はい はい はい はい はい
い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

107

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

FC東京に関
する情報の
周知・ホーム
タウン活動
の支援

ＦＣ東京に関する情報の周知やホーム
タウン活動の支援を行う。

48
トップチ-ム等
との連携

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

FC東京

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

調布市、三鷹
市、小金井市、
小平市、西東
京市

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

108

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

「FC東京応
援デー」企画

スポーツタウンの推進のため、「FC東
京応援デー」を定め、市役所の一部の
部署でFC東京の応援シャツを着用す
る。

48
トップチ-ム等
との連携

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

FC東京
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

109

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

FC東京連携
スポーツイベ
ント「ママ＆
プレキッズ」

子ども（２～３歳児）と母親を対象とし
たサッカーイベントを実施する。

48
トップチ-ム等
との連携

委
託

事
業
者

FC東京
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

52



事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

110

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

ラグビーの
まち府中推
進事業

ラグビーを通して本市の魅力向上と
市民の本市への愛着の醸成に寄与す
る。

48
トップチ-ム等
との連携

委
託

事
業
者

ラグビーのま
ち府中推進委
員会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

111

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

ボールふれ
あいフェスタ

市内を活動拠点とする一流スポーツ
団体の協力により、スポーツが持つ本
来の楽しさを体感することを目的とし
たスポーツ体験機会を提供する。

48
トップチ-ム等
との連携

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

・FC東京
・東芝ブレイブ
ルーパス
・サントリーサ
ンゴリアス
・アルバルク東
京
・NPO法人府
中アスレティッ
クフットボール
クラブ

実
行
委
員
会
・
協
議
会

目
的
型

ボールふれあ
いフェスタ実
行委員会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

R5年度は企画・準備を
おこなったが、雨天のた
め中止した。

112

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

府中駅伝競
走大会

府中駅伝競走大会の企画・運営を行
う。

46
スポ-ツ活動の
普及・促進

共
催

目
的
型

府中市陸上競
技協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

113

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

スポーツに
関する大会
の運営

次の大会の運営を行う。
・少年・少女野球大会（学童の部、中学
の部）
・少年サッカー大会
・ジュニアバレーボール大会
・少年剣道大会
・ジュニア卓球大会
・ジュニアバスケットボール大会
・壮年ソフトボール大会
・女子野球タウン府中杯中学女子軟式
野球大会

46
スポ-ツ活動の
普及・促進

委
託

目
的
型

・府中市学童野
球連盟
・府中市中学生
軟式野球連盟
・府中市少年
サッカー連盟
・府中市バレー
ボール連盟
・府中市剣道連
盟
・府中市卓球連
盟
・府中市ジュニ
アスポーツ振
興会バスケット
ボール部
・府中市ソフト
ボール連盟

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

114

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

スポーツに
関するレクリ
エーション事
業の運営

次のレクリエーション事業の運営を行
う。
・インディアカ大会
・四半的弓道の集い
・ラリーテニス大会

46
スポ-ツ活動の
普及・促進

委
託

目
的
型

・府中市イン
ディアカ交流
協会
・府中市四半的
弓道連盟
・府中ラリーテ
ニス協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

115

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

シニアスポー
ツ大会（還暦
軟式野球競
技）

シニアスポーツ大会（還暦軟式野球競
技）の企画や運営を行う。

46
スポ-ツ活動の
普及・促進

実
行
委
員
会
・
協
議
会

目
的
型

・府中市シニア
スポーツ大会
還暦軟式野球
競技実行委員
会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

116

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

市民スポー
ツ・レクリ
エーション
フェスティバ
ル

市民スポーツ・レクリエーションフェス
ティバルの運営を行う。

46
スポ-ツ活動の
普及・促進

共
催

目
的
型

NPO法人府中
市体育協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

117

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

市民体育大
会

市民体育大会（夏季・秋季・冬季）の運
営を行う。

46
スポ-ツ活動の
普及・促進

共
催

目
的
型

NPO法人府中
市体育協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

118

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

レクリエー
ションのつど
い等

レクリエーションのつどい等の企画、
運営を行う。

46
スポ-ツ活動の
普及・促進

委
託

地
縁
型

・栄町体育館運
営協議会
・白糸台体育館
運営協議会
・押立体育館運
営協議会
・四谷体育館運
営協議会
・本宿体育館運
営協議会
・日吉体育館運
営協議会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた
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事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

119

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

歩いて知ろ
うわがまち
府中！

ウォーキング大会の企画・運営を行
う。

46
スポ-ツ活動の
普及・促進

実
行
委
員
会
・
協
議
会

目
的
型

歩いて知ろう
わがまち府
中！実行委員
会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

120

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

スポーツの
生活化推進
事業

文化センター圏域による各種スポーツ
活動の企画、運営を行う。

46
スポ-ツ活動の
普及・促進

委
託

地
縁
型

文化センター
圏域コミュニ
ティ協議会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

121

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

社会体育奨
励事業

上部大会に選手を強化し派遣する。 46
スポ-ツ活動の
普及・促進

委
託

目
的
型

NPO法人府中
市体育協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

122

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

トップチーム
によるス
ポーツ教室

アスレチックFCによるフットサル教室
を行う。

48
トップチ-ム等
との連携

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

NPO法人府中
アスレティック
フットボールク
ラブ

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

123

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

幼児・親子体
操教室

郷土の森総合体育館において、発達段
階に即した親子でできる簡単な運動
遊びを通して、親子の時間を楽しむ。

46
スポ-ツ活動の
普及・促進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

学校法人藤村
学園

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

124

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

継
続

FC東京連携
スポーツイベ
ント「天然芝
ではじめて
のサッカー」

子ども（４～６歳児）と親を対象とした
サッカーイベントを実施する。

48
トップチ-ム等
との連携

委
託

事
業
者

FC東京
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

125

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

新
規

みんなのス
ポーツday

ボッチャコーナーの運営補助を行う。 46
スポ-ツ活動の
普及・促進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

明星高等学校
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

予定が合わず、当日協
力を得ることができな
かった。

126

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

新規
FUCHU-
NEXTプロ
ジェクト

トップチーム連絡会を中心として、「教
育・次世代支援」、「社会的包摂」、「魅
力発信」の３つの取組の柱に沿って、
市の未来を担う子どもたちへのアプ
ローチを核とした多様な事業を展開す
る。

48
トップチ-ム等
との連携

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

FC東京、東芝
ブレイブルー
パス東京、東京
サントリーサン
ゴリアス、アル
バルク東京、府
中アスレティッ
クFC、読売
ジャイアンツ

はい はい はい はい はい はい
い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

127

障
害
者
福
祉
課
・
ス
ポ
ー
ツ
タ

ウ
ン
推
進
課

新
規

価値共創促
進事業・デフ
リンピック認
知向上及び
聴覚障害理
解促進に係
る動画制作
事業

第２５回夏季デフリンピック競技大会
東京２０２５の開催に向けて、府中市に
おけるデフリンピックの認知度向上と
聴覚障害や手話言語をはじめとする
意思疎通手段の理解促進を目的とし、
動画の制作を行うもの。

46
スポ-ツ活動の
普及・促進

委
託

事
業
者

株式会社京王
エージェンシー

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

価値共創促進事業

128
図
書
館

新
規

学校への出
張おはなし
会

依頼のあった学校へ、出張おはなし会
を実施する。

42
図書館サ-ビス
の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

おはなしのた
ね

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

コロナ感染症拡大前は
継続して学校から依頼
がきていたが、感染症の
拡大と共に、依頼がR5
年度まで停止していた。
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事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
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種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
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原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
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原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

129
図
書
館

継
続

おはなしいっ
ぱいの会

4月23日子ども読書の日に合わせた
おはなし会（ストーリーテリング、絵本
の読み聞かせ、手遊びうた）を例年開
催している。

42
図書館サ-ビス
の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

おはなしのた
ね

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

継続事業でR5でも回答
していたが、図書館が削
除したわけではなく、昨
年度の校正依頼時にな
ぜか消えていたが、気が
付かつかず、今回気が付
いた。

130
図
書
館

継
続

おはなしキャ
ラバン（春・
秋各６回）

4月23日子ども読書の日及び子ども
読書月間時に、府中市子ども読書活動
推進委員会主催で１・２歳児と保護者
対象のおはなし会を実施する。

42
図書館サ-ビス
の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

絵本だいすき
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

131
図
書
館

継
続

音訳・対面朗
読業務

録音図書の製作及び対面朗読を実施
する。

42
図書館サ-ビス
の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

音訳サークルＦ
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

132
図
書
館

継
続

布の絵本製
作業務

布の絵本の製作を行う。 42
図書館サ-ビス
の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

ちくちく
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

133
図
書
館

継
続

市民への大
学図書館利
用開放・公立
図書館の利
用について
の相互周知

東京農工大学図書館所蔵資料の市民
への館外貸出、および東京外国語大学
附属図書館との資料相互貸借を行い、
サービスの向上、大学図書館の地域開
放を図る。

42
図書館サ-ビス
の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

・東京農工大学
・東京外国語大
学

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

134
図
書
館

継
続

在住外国人
向けの外国
語資料の充
実及び利用
促進

日本文化や歴史等に関する資料の収
集を継続して行っているが、実用書や
読み物の選定が難しいため、需要のあ
る資料や外国語資料を扱う書店につ
いてなどのアドバイスを大学に求め
る。また、利用案内やイベントチラシ等
を双方で提供し合い館内に配置する
ことや、ホームページでの図書館紹介
などを行うことで、様々な情報を提供
する。

42
図書館サ-ビス
の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

東京外国語大
学

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

135
図
書
館

継
続

市民協働推
進月間　特集
展示

市民協働推進月間である11月に市内
団体と協働で特集展示を実施する。

42
図書館サ-ビス
の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

一般社団法人
ケアラーワーク
ス

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

136
図
書
館

継
続

みんなの推
し本～女子
野球選手編
～

市が女子野球タウンに認定されたこと
に伴い、本市とゆかりのある読売ジャ
イアンツ女子チームの選手に「推し本」
（おすすめの本）を紹介してもらい、お
すすめコメントとともに図書館で展
示・貸出を行う特集展示を実施した。

42
図書館サ-ビス
の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

読売ジャイアン
ツ女子チーム

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

137
美
術
館

継
続

府中市立小
中学校美術
鑑賞教室

府中市立小中学校の児童・生徒が美術
館の展示を鑑賞し、美術の鑑賞を学習
する。

44
文化施設の有
効活用

共
催

教
育
機
関

府中市立小中
学校

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

138
美
術
館

継
続

中学生のた
めのギャラ
リーツアー

中学校美術科教員が研修として美術
館の展示作品を中学生に解説する。

44
文化施設の有
効活用

共
催

教
育
機
関

府中市立小中
学校教育研究
会図工美術部

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた
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第７次府中市
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先
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類
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有
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原
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コ
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デ
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無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

139
美
術
館

新
規

夏休みワー
クショップ
「ダンダン
へんし
ん！！」

小中学校美術専科の教員が、小学生
対象のワークショップを企画実施す
る。市民団体から材料として廃材の提
供を受けた。

44
文化施設の有
効活用

共
催

教
育
機
関

府中市立小中
学校教育研究
会図工美術部

補
助

目
的
型

アーティストコ
レクティブフ
チュウ

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

140
美
術
館

新
規

あーちゅ
びーのおしゃ
べりツアーは
じめて編

対話型鑑賞を推進する市民団体「あー
ちゅびー」をファシリテーターとして、
美術館所蔵品を対象とした鑑賞プロ
グラムを実施する。

44
文化施設の有
効活用

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

あーちゅびー
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

141
美
術
館

継
続

公開制作作
家連携授業

公開制作アーティストを講師として市
内で作家連携授業を実施する。

44
文化施設の有
効活用

共
催

教
育
機
関

府中市立小中
学校

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

142

地
域
福
祉
推
進
課

継
続

福祉まつり

市民に広く社会福祉に対する理解を
呼びかけ、ふれあいの機会を提供する
こと及び福祉団体間の交流を図るこ
とを目的に開催する。

20
つながり支え
合う地域づく
り

共
催

事
業
者

社会福祉法人
府中市社会福
祉協議会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

143

地
域
福
祉
推
進
課

継
続

防災まち歩
き

障害当事者の方々とともにまち歩き
及び福祉体験を通じて、地域における
防災に関する機能を知るほか、要配慮
者への支援について考える。
また、災害時に設置される「災害ボラ
ンティアセンター」の役割を知る。

20
つながり支え
合う地域づく
り

共
催

事
業
者

社会福祉法人
府中市社会福
祉協議会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

144

地
域
福
祉
推
進
課

継
続

「心のバリア
フリー」謎解
きイベント
（第４３回福
祉まつり内
で実施）

福祉まつりの中で来場者に福祉・バリ
アフリー等を題材にした謎解きをして
いただくことで「心のバリアフリー」の
普及啓発につなげる。

20
つながり支え
合う地域づく
り

共
催

事
業
者

社会福祉法人
府中市社会福
祉協議会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

Ｒ６は、社会福祉協議会
独自で謎解きを企画・実
施した。

145

地
域
福
祉
推
進
課

継
続

社会を明る
くする運動

市民が更生保護に理解を深め、犯罪の
ない明るい社会を構築するため、各種
啓発活動を実施する。
・市内中学校へ啓発グッズを配布
・推進大会として式典・講演会を開催
・ポスター掲示等による広報周知

20
つながり支え
合う地域づく
り

実
行
委
員
会
・
協
議
会

目
的
型

府中地区保護
司会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

146

地
域
福
祉
推
進
課

継
続

市職員向け
献血活動

東京都赤十字血液センターの依頼に
基づき、市職員向けの献血活動を実施
する。府中市赤十字奉仕団においても
その趣旨に賛同し、呼び込み等の活動
を行っている。

20
つながり支え
合う地域づく
り

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

府中市赤十字
奉仕団

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

147

生
活
福
祉
課

継
続

府中市子ど
もの学習・生
活支援事業

委託先のNPO法人が府中市民に有償
ボランティアの学習支援員として登録
してもらい、被保護世帯及び就学援助
受給者の中学生の学習及び生活支援
を行う。

18
低所得者の自
立支援

委
託

目
的
型

特定非営利活
動法人インク
ルージョンセン
ター東京オレ
ンヂ

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

148

高
齢
者
支
援
課

継
続

高齢者見守
りネットワー
ク事業

高齢者を地域全体で見守り、支援す
る。

9

高齢者が住み
慣れた地域で
安心して暮ら
すための支援

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

・新聞販売同業
組合
・廃棄物処理事
業協同組合
ほか

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

56



事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

149

高
齢
者
支
援
課

継
続

避難行動要
支援者対策
事業

避難行動要支援者（災害時要援護者）
名簿の作成・配付や、救急医療情報
キットの配付を行う。

9

高齢者が住み
慣れた地域で
安心して暮ら
すための支援

事
業
協
力

（
市
主
体

）

地
縁
型

・民生委員
・自治会
・シニアクラブ

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

150

高
齢
者
支
援
課

継
続

介護予防事
業

高齢者にオンラインでの人とのつなが
りを普及するとともに、継続的に介護
予防に取り組むことができるよう協働
共創推進課と協働し、アプリを活用し
た介護予防事業を実施する。

8
高齢者がいき
いきするため
の支援

委
託

事
業
者

エーテンラボ
株式会社

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

151

高
齢
者
支
援
課

継
続

介護予防強
化月間　みん
なで知ろ
う！やろ
う！つなが
ろう！フレイ
ル予防！

フレイル予防をテーマにした様々な講
座・イベントを実施する。

8
高齢者がいき
いきするため
の支援

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

・FC東京
・明治安田生命
・東芝ブレイブ
ルーパス東京
・日本郵便株式
会社

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

郵便局にはチラシの配
架を依頼した。

152

高
齢
者
支
援
課

継
続

心と体の健
康チェックの
広報活動へ
の協力

体力・気力の衰えの兆しを早期に発見
し、生活を見直す手掛かりとなる質問
票「心 と 体 の 健 康チェック」を発送
する際に、FC東京のキャラクターを掲
載する。

8
高齢者がいき
いきするため
の支援

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

FC東京
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

153

高
齢
者
支
援
課

継
続

多職種研修
会

在宅療養が必要な方が、在宅で安心し
て生活が続けられるように、医療介護
の連携を目的とした研修会を開催す
る。

9

高齢者が住み
慣れた地域で
安心して暮ら
すための支援

共
催

目
的
型

府中市医師
会、東京都府
中市歯科医師
会、府中市薬
剤師会

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

日常の療養支
援部会、保健
所

委
託

目
的
型

地域包括支援
センター

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

154

高
齢
者
支
援
課

継
続

市民啓発講
演会（在宅療
養）

病気や介護生活を余儀なくされた場
合でも、自宅で自分らしく暮らすため
の在宅療養について、市民に普及啓発
するための講演会を開催する。

9

高齢者が住み
慣れた地域で
安心して暮ら
すための支援

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

府中市医師
会、東京都府
中市歯科医師
会、府中市薬
剤師会、地域
包括支援セン
ター

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

155

高
齢
者
支
援
課

新
規

認知症普及
啓発動画

認知症の方やその家族が住み慣れた
府中で安心して暮らし続けられるよ
う、認知症について正しく理解するこ
とを目的として、認知症を普及啓発す
るための動画を作成する。

9

高齢者が住み
慣れた地域で
安心して暮ら
すための支援

事
業
協
力

（
市
主
体

）

地
縁
型

市民

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

在宅医療・介護
連携会議委員
ほか

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

156

介
護
保
険
課

新
規

介護従事者
向けセミナー

施設系サービス及び通所系サービス
提供事業所を対象に「新たな人材確保
の方法」に関する研修を実施。

17
介護保険制度
の円滑な運営

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

東京海上日動
火災保険株式
会社

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

共創の窓口

157

障
害
者
福
祉
課

継
続

手話講習会 手話講習会の企画・運営を行う。 10
障害者の社会
参加の推進

委
託

目
的
型

府中市聴覚障
害者協会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

158

障
害
者
福
祉
課

継
続

作業所等経
営ネットワー
ク支援事業

市内福祉作業所が共同して製品受注
や開発等に取組むネットワークを強化
するための支援を行う。

12
障害者の地域
生活支援

実
行
委
員
会
・
協
議
会

事
業
者

・府中市福祉作
業所等連絡協
議会

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

事
業
者

・株式会社セブ
ン-イレブン・
ジャパン
・FC東京

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

57



事業について
第７次府中市
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態
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手
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種
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協
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形
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相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
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対
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原
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令和６年度協働事業実績調査

159

障
害
者
福
祉
課

継
続

障害者災害
時要援護者
支援事業

避難行動要支援者（災害時要援護者）
名簿の作成・配付や、救急医療情報
キットの配付を行う。

12
障害者の地域
生活支援

事
業
協
力

（
市
主
体

）

地
縁
型

・民生委員
・自治会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

160

障
害
者
福
祉
課

継
続

障害者(児)
スポーツ普
及推進事業

障害のある方の運動機会創出等を目
的として、スポーツ教室の実施や出張
講座等を行う。

10
障害者の社会
参加の推進

委
託

事
業
者

・FC東京
・東芝ブレイブ
ルーパス東京
・トヨタアルバ
ルク東京

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

161

健
康
推
進
課
・
子
ど
も
家
庭
支

援
課

継
続

東京農工大
学 食生活相
談会

個別相談により大学生の食生活を把
握し、改善点を提案する。日々の生活
を見直すきっかけとするため、野菜摂
取や食塩摂取量、メニューの組み合わ
せの啓発POPを食堂に設置する。ま
た、プレコンセプションケアに関する普
及啓発を実施する。

1
健康づくりの
支援

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

教
育
機
関

東京農工大学

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

大塚製薬株式
会社

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

大塚製薬よりプレコンセ
プションケアに関する普
及啓発資料の提供あり。

162

健
康
推
進
課

継
続

保険会社に
よる健康情
報紙配布

協力保険会社の営業担当者が、健康
推進課が作成した健康情報紙を顧客
へ配布する。

1
健康づくりの
支援

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

・第一生命保険
株式会社
・明治安田生命
保険相互会社
・日本生命保険
相互会社

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

令和７年３月より日本生
命において配布

163

健
康
推
進
課

継
続

健康応援事
業

健康づくりに前向きに取組み、周りに
伝え、地域につなげ、府中市を元気に
してくれる方として「元気いっぱいサ
ポーター」の登録を行う。市民自ら健
康づくりに取り組んでいただくため
に、養成講座やウォーキングイベント
等を実施し、ノルディックウォーキング
や絵本の読み聞かせの自主グループ
のサポートを実施する。

1
健康づくりの
支援

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

・ノルディック
でつながる会
・絵本の読み聞
かせ　おはなし
ブーメラン

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

164

健
康
推
進
課

継
続

健康コラムの
掲載

各事業者で発行している情報誌や
メール配信にて、その時期に合った内
容の健康コラムを掲載する。

1
健康づくりの
支援

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

・むさし府中商
工会議所
・公益財団法人
府中市勤労者
福祉振興公社

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

165

健
康
推
進
課

継
続

株式会社東
芝　府中事業
所との食育
推進事業

若い世代や働き世代に対して、食から
の健康づくりに意識を向けてもらえる
よう、実施する。従業員へ健康情報を
配信しているヘルスレターに、隔月で
食育のコラムやレシピの掲載を行う。

1
健康づくりの
支援

共
催

事
業
者

株式会社東芝
府中事業所

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

166

健
康
推
進
課

継
続

食育推進事
業

バランスのよい食事や野菜の摂取量
増加、食品ロス等を啓発するため、レ
シピ等の啓発資料の配架や各種講座
等を実施する。食育推進の担い手とな
る「食育推進リーダー」を育成し、その
自主グループと協働で実施する。

1
健康づくりの
支援

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

食育推進リー
ダー　パプリカ

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

167

健
康
推
進
課

新
規

食生活応援
講座

東京農工大学生を対象に、健全な食生
活の実践に向けた調理実習等の普及
啓発を実施する。

1
健康づくりの
支援

共
催

教
育
機
関

東京農工大学
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

令和６年度より新規

168

子
ど
も
家
庭
支
援
課

継
続

子育て情報
誌「子育ての
たまて箱」の
協働発行

子育て情報誌「子育てのたまて箱」を
民間事業者との協働により発行し、無
償配布する。

4
地域における
子育て支援

共
催

事
業
者

株式会社ゼン
リン立川営業
所

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

「子育てのたまて箱」は、
主に就学前の乳幼児を
対象に、市内の子育てに
関する情報をまとめた
情報誌で、手に取られた
方から「とても見やす
い」等のお声をいただい
ています。

58



事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

169

子
ど
も
家
庭
支
援
課

継
続

「マタニティ
サポートブッ
ク」の協働発
行

妊娠届出時に母子健康手帳と併せて、
赤ちゃんやお母さんの健康に関するコ
ラムや府中市の母子保健事業、出産後
に必要な手続き等をまとめた冊子を
無償で配布する。

2
疾病予防対策
の充実

共
催

事
業
者

株式会社ジチ
タイアド

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

170

子
ど
も
家
庭
支
援
課

継
続

ひろげよ
う！子育て
ひろばのわ

市内の子育て情報や子育てひろば団
体の活動を紹介するためのイベントを
開催する。イベントでは、親子で楽しめ
る様々な遊びや体験、子育て家庭に役
立つ講座、パネル展示を実施する。

4
地域における
子育て支援

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

目
的
型

ふちゅう子育
て応援団連絡
会「子育て会
議」

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

171

子
ど
も
家
庭
支
援
課

新
規

ヤングケア
ラーとその
家族に対す
る包括的支
援推進自治
体モデル事
業

市と日本財団で協定を締結して実施し
ている「ヤングケアラーとその家族に
対する包括的支援推進自治体モデル
事業」の中で、ヤングケアラーとして支
援の必要な児童家庭の早期発見及び
支援体制の強化のため、相談支援や研
修会の実施、イベント等による周知啓
発、関係機関との連携会議を開催し、
サポートブックの検討を行った。

5
妊娠期から子
育て期までの
継続的な支援

共
催

事
業
者

一般社団法人
ケアラーワーク
ス

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

172

子
ど
も
家
庭
支
援
課

継
続

里親制度普
及啓発ポス
ター

多摩児童相談所管内の、里親養育専
門支援機関である多摩フォスタリング
機関とＦＣ東京が連携し、里親制度普
及啓発に関するポスターを作成した。
また、作成したポスターを子育て世代
包括支援センターみらいや子ども家庭
支援センターたっち、京王線府中駅等
に掲示するなど、多摩フォスタリング
機関と協働し、普及啓発活動を行っ
た。

5
妊娠期から子
育て期までの
継続的な支援

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

事
業
者

多摩フォスタリ
ング機関

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

FC東京
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

173

児
童
青
少
年
課

継
続

放課後子ど
も教室

放課後等における子どもたちの居場
所づくりを行う。

52
小学生の放課
後の居場所づ
くりの推進

委
託

目
的
型

・NPO法人
トータルサ
ポート府中
・NPO法人ラ
イフデザイン推
進協会
・NPO法人府
中YSS
・NPO法人
じーばーとあ
そぼ
・NPO法人ア
マフェショナル
ＴＡＭＡ
・NPO法人ア
トリーチナ
・公益社団法人
府中市シル
バー人材セン
ター
・NPO法人三
楽

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

174

児
童
青
少
年
課

継
続

ジュニアリー
ダー講習会
事業

小学4年生から高校3年生までを対象
に、リーダーシップの育成や仲間との
きずなを深めるために年９回の講習会
を行う。

53
青少年健全育
成活動の推進

委
託

目
的
型

青少年委員会
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

175

児
童
青
少
年
課

継
続

ナイトハイク
事業

主に小中学生を対象とし、参加者の交
流や市内の名所を学ぶために市内約
8.5ｋｍを巡る。

53
青少年健全育
成活動の推進

委
託

目
的
型

ナイトハイク実
行委員会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

176

児
童
青
少
年
課

継
続

成人の日記
念青年のつ
どい

大人になったことを自覚し、自ら生き
抜こうとする青年を祝い励ますために
開催する。

53
青少年健全育
成活動の推進

委
託

目
的
型

府中市成人の
日記念「青年の
つどい」実行委
員会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

177

児
童
青
少
年
課

継
続

青少年対策
地区健全育
成事業

地域内の青少年の健全育成を進める
ため、環境浄化活動、非行防止活動及
びその他健全育成活動を実施する。

53
青少年健全育
成活動の推進

委
託

目
的
型

青少年対策地
区委員会（11
地区）

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

59



事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
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令和６年度協働事業実績調査

178

児
童
青
少
年
課

継
続

青少年総合
相談事業

生きづらさ等の悩みを抱える家族・本
人などを適切な支援につなげること
を目的とし、電話相談・面接相談を実
施する。

53
青少年健全育
成活動の推進

委
託

目
的
型

・認定非営利活
動法人育て上
げネット
・株式会社
Kids Public

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

179
道
路
課

継
続

府中市道路
等包括管理
事業

清掃活動を通じて道路施設の管理を
身近に感じてもらい、インフラの重要
性や必要性、大切に利用することなど
の理解の醸成を促進する。

61
安全で持続可
能な道路機能
の保全・整備

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

明星中学・高等
学校

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

道路等包括管
理事業者

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

180
道
路
課

継
続

道路クリーン
アッププロ
ジェクト

市民と道路等包括管理事業者との協
働で道路の維持管理をするための機
運の醸成を目的として年に2回（令和
4年度は立ち上げ年度のため1回）、除
草や落葉掃きゴミ拾いを行う。

61
安全で持続可
能な道路機能
の保全・整備

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

道路等包括管
理事業者

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

明星中学・高等
学校

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

181
計
画
課

継
続

地区計画等
策定支援事
業

まちの課題解消に向けて発足した、木
造住宅密集地域及び連担する地域に
おいて、まちづくり協議会への運営支
援を行う。

54
計画的な土地
利用の推進

実
行
委
員
会
・
協
議
会

地
縁
型

北山町・西原町
地区まちづく
り協議会

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

令和９年度に協議会活
動開始予定（西原公園廃
止後の検討）

182

公
園
緑
地
課

継
続

公園等清掃
業務委託

公園・広場等の清掃、除草及び遊具等
の点検を行う。

23
公園緑地等の
活用促進

委
託

目
的
型

NPO法人府中
かんきょう市
民の会

委
託

地
縁
型

地元団体74団
体
（自治会、シニ
アクラブ、子供
会、その他市
民団体）

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

183

公
園
緑
地
課

継
続

インフラ管理
ボランティア
制度（府中ま
ちなかきら
ら）

市が管理する道路や公園の清掃、除
草、剪定、（点検・報告）等のボランティ
ア活動を支援する。

23
公園緑地等の
活用促進

共
催

事
業
者

企業、各種法
人等（長期登録
13団体、短期
登録3団体）

共
催

目
的
型

NPO法人等
（長期登録5団
体）

共
催

地
縁
型

自治会等（長期
登録67団体、
短期登録11団
体）

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

184

公
園
緑
地
課

継
続

公園の魅力
発信

公園の魅力をシェアするためのプラッ
トフォームとして、写真を投稿できるア
プリを導入する。

23
公園緑地等の
活用促進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

株式会社
PARKFUL

は
い

は
い

は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

185

公
園
緑
地
課

継
続

コミュニティ
ガーデン講
座運営

コミュニティガーデンを担う人材の育
成と、コミュニティガーデンや花壇づく
りを行っている主体間のネットワーク
を形成する。

23
公園緑地等の
活用促進

委
託

事
業
者

NPO法人
GreenWork
s

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

act634府中
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

186
住
宅
課

継
続

市営住宅樹
木剪定等業
務

樹木の剪定等を行う事業者に対し、技
術者の養成研修として、市営住宅敷地
内の樹木を提供する。

19
住宅セ-フティ
ネット制度の
推進

共
催

事
業
者

株式会社クイッ
ク・ガーデニン
グ

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

187
住
宅
課

継
続

空き家利活
用等相談事
業

市内に空き家を所有・管理する市民等
が抱える、空き家の利活用に関する
様々な課題に対して専門的なアドバイ
スを行えるように関係機関と連携して
相談事業を実施する。

25
まちの環境美
化の推進

事
業
協
力

（
市
主
体

）

目
的
型

NPO法人空
家・空地管理セ
ンター

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

・公益社団法人
東京都宅地建
物取引業協会
第十一ブロッ
ク
・公益社団法人
全日本不動産
協会東京都本
部多摩中央支
部
・株式会社ジェ
クトワン

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

60
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188
住
宅
課

継
続

空き家セミ
ナーと個別
相談会

市内における空き家の発生予防、適正
管理及び流通促進をするため、空き家
利活用等に係るセミナーと個別相談
会を共催事業として実施する。

25
まちの環境美
化の推進

共
催

目
的
型

株式会社ジェ
クトワン

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

189
住
宅
課

継
続

府中市居住
支援協議会

住宅確保要配慮者（高齢者、障害者、
子どもを養育している者、低額所得者
等住宅の確保に特に配慮を要する者）
の民間賃貸住宅への円滑な入居の促
進を図るため、地方公共団体、不動産
関係団体、居住支援団体等が連携し、
住宅確保要配慮者及び民間賃貸住宅
の賃貸人の双方に対し、住宅情報の提
供等の支援を実施する。

19
住宅セ-フティ
ネット制度の
推進

実
行
委
員
会
・
協
議
会

事
業
者

・公益社団法人
東京都宅地建
物取引業協会
第十一ブロッ
ク
・公益社団法人
全日本不動産
協会東京都本
部多摩中央支
部
・一般社団法人
東京都建築士
事務所協会南
部支部
・社会福祉法人
府中市社会福
祉協議会
・ホームネット
株式会社
・一般社団法人
ささえる手

実
行
委
員
会
・
協
議
会

地
縁
型

府中市民生委
員児童委員協
議会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

190
住
宅
課

継
続

分譲マンショ
ン管理無料
相談会

マンションの適正管理を促進すること
を目的に、管理組合等を対象としたマ
ンション管理士等の専門家による無料
相談会を、東京都マンション管理士会
むさしの支部との共催事業として実施
する。

56
質の高い建築
物の確保

共
催

事
業
者

東京都マン
ション管理士
会むさしの支
部

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

191

ま
ち
づ
く
り
拠
点
整
備
推
進
本

部
継
続

分倍河原駅
周辺まちづ
くり推進

分倍河原駅周辺地区のまちの課題解
消に向けて発足したまちづくり協議会
への運営支援を行う。

59
市内の拠点に
おけるまちづ
くりの推進

実
行
委
員
会
・
協
議
会

地
縁
型

分倍河原駅周
辺まちづくり
協議会

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

192

学
校
施
設
課

継
続

otta見守り
サービス

児童が安心かつ安全に通学できるよ
う、株式会社ottaと協働して市内の市
立小学校に通学されている児童を対
象にした見守りサービス「otta見守り
サービス」を市内全域で展開する。

51
子どもの学び
を支える教育
環境の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

株式会社otta
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

令和３年７月に協定締結
後、継続して協働事業を
実施

193

学
務
保
健
課

継
続

農工大産農
産物等の学
校給食への
活用

東京農工大学の農地で生産された野
菜や加工した調味料を、府中産農産物
等として市が購入、学校給食として調
理し、市立小・中学校の児童・生徒に提
供する。

51
子どもの学び
を支える教育
環境の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

東京農工大学
は
い

は
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

194

学
務
保
健
課

継
続

府中市立学
校給食セン
ター衛生講
習会

給食センター職員および委託業者従
業員に対し、「学校給食衛生管理基準」
に規定する衛生講習を実施する。

51
子どもの学び
を支える教育
環境の充実

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

あいおいニッ
セイ同和損害
保険株式会社

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

平成31年度より実施

195
指
導
室

継
続

環境教育推
進業務

市立小・中学校及び幼稚園でのゴーヤ
苗栽培設置及び栽培指導、花の植栽
及び栽培指導を行う。

49

社会を主体
的・創造的に
よりよく生き
る力の育成

委
託

目
的
型

一般社団法人
府中PFS

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施した
が、市民への還元
効果については不
明確である

196
指
導
室

継
続

市立中学生
職場体験学
習

中学２年生が企業等の協力を得て、職
場体験を行う。

49

社会を主体
的・創造的に
よりよく生き
る力の育成

事
業
協
力

（
市
主
体

）

事
業
者

市内事業者等
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

61



事業について
第７次府中市

総合計画との関連
協働先① 協働先② 協働先③

市側は基本原則等を
意識しましたか。

通番
課
名

新
規
/

継
続

事業名
イベント名

概要

施
策
番
号

施策名
協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

協
働
の

形
態

相
手
先
の

種
類

団
体
名

目
的
共
有
の
原
則

対
等
の
原
則

相
互
理
解
の
原
則

自
主
性
尊
重
・

自
立
化
の
原
則

評
価
の
原
則

情
報
公
開
の
原
則

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
有
無

R6 備考

令和６年度協働事業実績調査

197

指
導
室
・
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推

進
課

継
続

「あおあかド
リル」の活用

スポーツや運動の基礎となる基本的
な動きを紹介するＦＣ東京制作の「あ
おあかドリル」を市内小学１年生へ配
付し、授業等で活用する。またＦＣ東京
から講師を招き、あおあかドリルを活
用した授業を実施する。

49

社会を主体
的・創造的に
よりよく生き
る力の育成

事
業
協
力

（
市
民
主
体

）

事
業
者

FC東京
は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

協働で実施したこ
とにより、課題の
解決に結びつく成
果を市民に還元で
きた

198

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

継
続

選挙啓発

新有権者となった方々から、選挙管理
員会のツイッターに掲載するコメント
と写真又は動画の提供していただき、
選挙管理委員会事務局のX（旧ツイッ
ター）で投票の呼び掛けを行う。

104
安定的な行政
サ-ビスの提供

事
業
協
力

（
市
主
体

）

教
育
機
関

明星中学・高等
学校

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

協働で実施したこ
とにより、何らかの
効果を市民に還元
できた

62
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6. 令和６年度府中市クラウドファンディング型ふるさと納税活用公益活動支援事業補助金「ファンファーレ」ヒアリング・評価シート 

 

■  

フードドライブにより食料を集め、子ども食堂やわがまちささえあいなどの食料配布を行う別団体に食料を渡すとともに、自らの

団体においても学生向けに食料配布や地域の飲食店で使えるクーポンの発行を行ったものです。 

 

ヒアリング・評価シート 

・ 

・ 

支援を必要とする不特定多数の市民に広く還元できた

事業であった。 

・ 

・ 

本事業を通じて必要に応じて被支援者を各支援の窓口

へ繋いでおり、必要な事業・団体だと感じている。 

引き続き出来る範囲で活動を継続して欲しい。 

・ 収入に応じ、可能な範囲の規模での実施をした。 

・ 市の各種イベントに積極的に出展し、支援を必要とす

る市民への機会を多く設けていることが評価できる。 

・ 

・ 

・ 

市内外の共感は一定程度得られたと評価できる。 

・本事業の継続に当たっては、寄附だけでなく、活動に協力する人員の確保が重要と考える。 

・本事業の課題が倉庫の確保に係る費用ということであれば、ファンファーレは単年度事業

の制度のため、平時の活動ではなく、「倉庫を調達するための資金として」等の目的でファ

ンファーレの活用をしていくことが、今後の活動の継続に繋がる可能性がある。 ※ いずれか１つにマルをお願いします。 



 

64 

 

無料の放課後こども国際協力セミナーを幼児や小・中高生を対象に実施するとともに、セミナー参加者から物資を募り発展途上国

へ支援したことで実際に子供たちに「国際協力・支援」活動を実体験していただいたものです。 

 

・ 

・ 

参加を希望する市民を広く募集し、子どもに国際的な

体験を提供する事業であった。 

・ 

・ 

初回に１６０名の応募があり、市民のニーズを捉えた

事業だったと評価できる。 

・ 収入に応じ、可能な範囲の規模での実施をした。 

・ 日本以外の文化やライフスタイルを子どもへ伝え、

様々な価値観を知る機会を創出したことが評価でき

る。 

・ 

・ 

・ 

学生ボランティアの参加もあったことから、市民の共

感を一定程度得られたと評価できる。 

・本事業の実施に当たっては、事業の目的が一部不明確なまま、事業が進んだと感

じられたため、目的を明確に定めることが重要と考える。 

・本事業の継続に当たっては、市民のニーズはあるので、DIVE や他団体と連携を

することで、更なる事業の発展の可能性がある。 ※ いずれか１つにマルをお願いします。 
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7. 府中市市民協働・共創促進事業評価制度実施基準 

 

（目的） 

第１ 第７次府中市総合計画に基づき、市民参加と協働によるまちづくりを進める

ため、市民協働・共創促進事業評価の実施に関し、必要な事項を定めることを目的

とする。 

（評価対象） 

第２ 行政課題の解決や社会的な目的の実現に向けて、市民が自ら企画・提案し、市

と協働・共創で実施する市民協働・共創促進事業について、実施後の効果や成果等

を府中市市民協働推進会議（以下、「推進会議」という。）に報告し、評価を行う。 

（市民協働・共創促進事業の評価方法） 

第３ 市民協働・共創促進事業評価の方法は次のとおりとする。 

(1)  自己評価 

   本事業の当事者は、別に定める報告書を用い、本事業の成果等について振り返

りを行い、協働共創推進課に提出するものとする。 

 (2) 相互評価 

ア 本事業の当事者は、それぞれ行った自己評価を持ち寄り、評価が異なる項目

の原因分析や改善点、課題の抽出等について意見交換を行ったうえで、別に定

める相互評価用のチェックシートを用い、事業を振り返り、評価を行うものと

する。 

イ 実施時期として、本事業の当事者同士が、効果的かつ効率的に本事業を振り

返ることができる時期に行う必要があることから、原則として本事業の終了時

に行うものとする。 

なお、自己評価同様、長期にわたる場合については、必要に応じて、効果的

な時期に行うものとする。 

ウ 本事業を実施した課においては、相互評価用のチェックシートを、協働共創

推進課に提出するものとする。 

(２) 第三者評価 

ア 推進会議が、本事業に対する信頼性と市民の参加意欲の向上を図るとともに、

より客観的に課題を把握し、検証結果を今後の取組に生かすため、評価を行う

ものとする。 

イ 第三者評価を実施するに当たり、より一層、協働に係る市職員の意識の高揚

を図るとともに、各事業について、事業の目的や内容を正しく理解しながら、

府中市市民協働の推進に関する条例に基づく基本原則を適切に取り入れてい

るか等を踏まえて評価・検証を行う必要があることから、本事業の当事者と推

進会議の委員による意見交換会を実施した後、推進会議において評価を行うも



 

66 

 

のとする。 

ウ 推進会議は、別表１に掲げる評価基準に基づき、評価を実施するものとする。 

エ 実施時期として、第三者評価の結果が可能な限り次年度の予算に反映できる

よう、ＰＤＣＡサイクルの観点から、事業終了後の翌年度に実施するものとす

る。 

（その他） 

第４ この基準に定めるもののほか必要な事項については、別に定めるものとする。 

   付 則 

 この基準は令和７年８月１８日から施行する。 
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8. 市民協働・共創促進事業評価基準 ヒアリングシート 

事業名【          】審査員【     】 

 評価項目 評価の視点 ヒアリング内容・所感 

事
業
の 

公
益
性 

公益性・成果 

特定の人の利益ではなく、不特定多数の市民の利益

又は社会全体の利益に寄与する事業であったか。 

 

事業を協働・共創することにより、具体的な成果が

得られたか。 

独
自
性 

協働における独自性 

事業は府中市にとって強みになるか、また府中市に

とって新しい取組みであったか。  

協
働
の
視
点 

目的共有の原則 

（協働の理解） 

地域課題の解決や社会的な目的の実現に向け、公益

的な価値を相乗的に生み出すために協働すること

を共有できているか。（どのような課題を双方が感

じ、事業が開始されたか、どのような経緯で、協働

で取り組む事になったのかの認識があるか。） 

 

目的共有の原則 

（事業の進め方の共有） 

事業の進め方や課題について共有し、解決方法な

ど、情報共有をしながら、共通認識をもって取り組

めているか。 

対等の原則（役割分担） 
役割分担はどうか。（役割分担の変遷などはあるか。

片方に過度な負担がないか。） 

相互理解の原則 
対話を通じ、十分なコミュニケーションを図り、信

頼関係を築いているか。 

自主性尊重・自立化の原則 
お互いを尊重しの特性や強みを生かし合うことが

できたか。 

情報公開の原則 
透明性を高め、信頼関係を築くため、事業に関する

情報を積極的に公開していたか。 

評
価
結
果 

 

（評価結果に関する総論と今後の期待） 

 

 

【評価結果】 S・・・非常に優れている A・・・優れている B・・・劣る C・・・非常に劣る 
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9. 令和６年度府中市協働事業 第三者評価シート 

府中市協働事業 第三者評価シート 

評価結論 

B 

事業名称 府中市文化財を知る！AR ガイド&AR 街歩き 

事業実施者 株式会社 palan/文化スポーツ部ふるさと文化財課 

事業目的 
広く市民等の文化財への理解を向上させることにより、将来に渡る文化財の保存

と活用を推進する。 

事業内容 
AR（拡張現実）を活用し、文化財を楽しみながら学習できるコンテンツを運用す

る。 

事業目標 
当該ツールを使用することにより、特定の人材に依存せず、かつ同水準の知識を

学習することが出来る。 

制度名 フリー型価値共創促進事業 

  

１ 評価結論 

B:協働の原則に基づき取り組んでいるが、一部又は一方に理解のずれがあるため、より

一層意識して協働事業に取り組むなど、一部改善の必要がある。 

市内文化財について、ＷｅｂＡＲを活用し親しみやすくした試みは素晴らしい。しかし、今

度の展開の積極性が不明瞭であり、課題が残る。今後は、実際の文化財の内容を充実

させ、市民に親しまれるようより発展させていくことに期待する。 

２ 事業につ

いて 

WebAR の成果物が物足りないように見受けられた。具体的には、見栄えの良い文化財

の掲載写真を増やし、内容を充実するなど改善の余地がある。ＷｅｂＡＲを活用し、属人

的な部分に頼らず楽しく文化財を紹介できるよう工夫したことは評価できる。  

３ 協働の視

点について 

魅力的なツールの構築や工夫は事業者が行い、文化財の専門的な内容を市が検討する

などお互いの強み、役割を認識した上で今回の協働事業が行えていた。「将来的に持続

可能な文化財の維持・活用の実現をする」という明確な事業目標を市と団体が共有して

おり、対話を重視し、円滑な事業進行ができたと見て取れる。 

４ 今後の展

望や様々な

主体間との

連携 

成果報告会を受け、今後の展開として、学校教育現場での活用、新庁舎展示室での展

示等の新たな試みを含め、積極的に取り組んでもらうことを期待する。 
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府中市協働事業 第三者評価シート 

評価結論 

S 

事業名称 デフリンピック認知度向上及び聴覚障害理解促進に係る動画制作事業 

事業実施者 
株式会社 京王エージェンシー/文化スポーツ部スポーツタウン推進課 

                    福祉保健部障害者福祉課 

事業目的 
1．東京２０２５デフリンピックの認知度向上 2．聴覚障害者への理解普及  

3．共生社会の実現に寄与 

事業内容 
市在住の聴覚障害者の生活や、市にゆかりのあるデフアスリートの活動、健聴者

との交流の様子などを題材とした啓発動画の制作 

事業目標 
1．デフリンピックの認知度の向上・大会気運の醸成 2．聴覚障害の理解促進に

伴いボランティアや支援者の増加 3．手話講習会等への参加者の増加 

制度名 テーマ型価値共創促進事業 

  

１ 評価結論 

S:協働の原則に基づき適切に取り組んでおり、様々な主体間との連携や今後の展望に

向けて積極的に取り組む意欲があるなど、協働事業として優れており、更なる発展が期

待できる。 

役割分担において市側の負担が目立ったが、多様な主体と連携し、きこえる人・きこえな

い人の意見を効果的に集約し、動画を完成させることができた。動画を広報に活用し、デ

フリンピックの認知度向上と障害理解の促進を期待する。 

２ 事業につ

いて 

動画は、視聴者の感情に訴求し、デフリンピック競技の観戦や聴覚障害理解への強い動

機づけを行う魅力的で分かりやすい内容になっており、非常に評価できる。多様な主体

からの声を収集、調整するのに苦労したことが推察された。 

３ 協働の視

点について 

聴覚障害者協会を筆頭に多様な主体との調整、連携を行っており、対等な原則や目的

共有の原則に基づき、各々の強みを生かした役割分担であることは理解できるが、市側

の負担が大きいように受け取れた。 

４ 今後の展

望や様々な

主体間との

連携 

今後も動画を活用してデフリンピックの周知と障害理解の促進を図ることが期待される。

特に、府中市内外での広報活動を続けてほしい。  
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府中市協働事業 第三者評価シート 

評価結論 

S 

事業名称 
「ミライをつくるアイデア」の具現化プロジェクト（暗くて怖い道を明るく楽しい空

間へ） 

事業実施者 テルウェル東日本株式会社/政策経営部政策課  

事業目的 

市制施行 70 周年事業として、子どもたちの提案を基に、暗くて怖い通学路を

明るく楽しい道に変える。防犯性を高め、自然エネルギーを活用した持続可能

な製品を使用し、環境にも配慮する。 

事業内容 
府中市の公道に発光する 2D ナイトコンシェルジュを設置し、小学生のアイデア

をデザインに活用して安心して歩けるまちを目指す。 

事業目標 小柳小学校の児童が安全性や好感度の高まりを実感できるようになる 

制度名 テーマ型価値共創促進事業 

  

１ 評価結論 

S:協働の原則に基づき適切に取り組んでおり、様々な主体間との連携や今後の展望

に向けて積極的に取り組む意欲があるなど、協働事業として優れており、更なる発展

が期待できる。 

明確な役割分担の下で事業進行を行った結果、子どもたちがデザインした畜光板を設

置し、暗い道を心が明るく楽しくなるような空間を演出するという、短期間で子どもの未

来のアイデアを具現化した夢のある事業であった。 

２ 事業につい

て 

物理的な明るさという点は多少不足するものの、一人の子どもの夢を具現化するに当

たり、環境に配慮した蓄光版を小学校の児童がデザインするなど、協働で作成したこ

とが評価できる。 

３ 協働の視点

について 

役割分担も明確で、互いの強みを生かしながら、スケジュール通りに業務が進行し、

児童のアイデアに寄り添い、児童も主体的に協働に関わる提案であった。約３カ月と

いう短い期間で学校と連携し、事業を実現できたことも評価できる。  

４ 今後の展望

や様々な主体

間との連携 

本事業のように子どもの夢を実現する取組が、今後市内外に広がっていくことを期待

する。市内にあるその他の暗い地域についても、協働の手法を活用した課題解消に

取り組んでほしい。 

 
S:協働の原則に基づき適切に取り組んでおり、様々な主体間との連携や今後の展望に向けて積極的に取

り組む意欲があるなど、協働事業として優れており、更なる発展が期待できる。 
A:協働の原則に基づき適切に取り組んでおり、様々な主体間との連携や今後の展望に向けて積極的に取

り組む意欲があるが、課題への対応など一部改善することで、更なる発展が期待できる。 
B:協働の原則に基づき取り組んでいるが、一部又は一方に理解のずれがあるため、より一層意識して協

働事業に取り組むなど、一部改善の必要がある。 
C:協働事業としての認識が、一部又は一方に不足しているため、協働事業として取り組むにはかなりの

改善が必要である。 
D:事業目的、協働の必要性、相互理解及び情報共有・課題の共有ができておらず、協働事業としては不十

分であるため、協働事業として取り組む必要性があるかなど、再度検討する必要がある。
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10. 府中市市民協働の推進に関する条例 

(目的) 

第１条 この条例は、市民協働の推進に向けて、基本理念及び基本原則を定め、市民

協働の主体となる市民等の役割及び市の責務を明らかにすることにより、多様で

多層な主体が相互に連携し、協力して地域課題の解決を図り、もって心豊かに暮ら

せる持続可能なまちの実現に寄与することを目的とする。 

(定義) 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定

めるところによる。 

(１) 市民等 次のアからオまでに掲げる用語を総称する。 

ア 市民 

イ 地縁型活動団体 

ウ 目的型活動団体 

エ 教育機関 

オ 事業者 

(２) 市民 市内に住所を有する者、居住する者、通勤し、又は通学する者その他

市内でまちづくりに関わる全ての個人をいう。 

(３) 地縁型活動団体 自治会、各文化センター圏域に置かれるコミュニティ協議

会その他の市内の一定の区域に住所を有する者の地縁に基づいて形成された団

体又は当該団体同士のコミュニティづくりを支援する団体で、地域のコミュニテ

ィの形成及び活性化並びに地域課題の解決に向けた活動を行う団体をいう。 

(４) 目的型活動団体 特定非営利活動法人(特定非営利活動促進法(平成 10 年法

律第７号)第２条第２項に規定する特定非営利活動法人をいう。)その他の営利を

目的としない自発的かつ自主的な活動のうち、公益の増進に寄与することを目的

とする活動を行う団体をいう。 

(５) 教育機関 学校(学校教育法(昭和 22 年法律第 26 号)第１条に規定する学校

をいう。)その他の教育、学術、文化等に関する事業を行うものをいう。 

(６) 事業者 市内で事業活動を行う個人又は団体(第２号から第４号までに掲げ

る者を除く。)をいう。 

(７) 協働 多様で多層な主体が情報を共有し、相互の立場及び特性を認めつつ、

対等の立場で、それぞれの役割を果たし、共通する地域課題の解決及び社会的な

目的の実現に向けて、公益的な価値を相乗的に生み出すため、連携し、及び協力

することをいう。 

(８) 市民協働 市民等及び市並びに市民等同士の様々な主体間による協働をい

う。 
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(基本理念) 

第３条 市民等及び市は、府中市市民協働都市宣言(平成 26 年 10 月 19 日)の下、そ

れぞれの持つ特性又は専門性を十分に発揮するため、それぞれの役割又は責務を

踏まえ、「協働しよう。そうしよう。」を合言葉に協働の輪を広げ、ともに考え、汗

を流し、一体となって地域課題の解決に取り組むことにより、市民協働の推進を図

るものとする。 

(基本原則) 

第４条 市民等及び市は、次に掲げる原則を尊重し、市民協働に取り組むものとする。 

(１) 目的共有の原則 地域課題の解決及び社会的な目的の実現に向け、公益的な

価値を相乗的に生み出すために協働により取り組むことを相互に認識し、及び理

解することをいう。 

(２) 対等の原則 対等な協力関係にあるとの認識の下、役割分担を明確にして、

それぞれが責任を持って取り組むことをいう。 

(３) 相互理解の原則 対話を通じ、十分なコミュニケーションを図り、互いの立

場及び特性について理解を深めるとともに、信頼関係を築くことをいう。 

(４) 自主性尊重・自立化の原則 それぞれの特性又は専門性を生かせるよう、そ

の自主性を尊重するとともに、各主体が自立して活動できるよう、取組を進める

ことをいう。 

(５) 評価の原則 協働の質及び効果を高めるため、一定の時期に市民協働による

取組を客観的に評価し、及び検証することをいう。 

(６) 情報公開の原則 透明性を高め、信頼関係を築くため、市民協働に関する情

報を積極的に公開することをいう。 

(市民等の役割) 

第５条 市民等は、第３条に規定する基本理念及び前条に規定する基本原則にのっ

とり、市民協働に対する理解を深め、私たちのまちに関心を持ち、私たちのまちを

より良くするという意識の下、自らできることを考えるとともに、自発的かつ積極

的に市民協働によるまちづくりに参加し、又は参画するよう努めるものとする。 

２ 市民等は、市から支援を受けて市民協働に取り組む場合は、これを公正に行わな

ければならない。 

(市の責務) 

第６条 市は、この条例の目的を達成するため、次に掲げる事項について、必要な施

策を実施する責務を有する。 

(１) 市民協働を推進するための啓発及び広報に関すること。 

(２) 市民協働に取り組む市民等への支援に関すること。 

(３) 市民協働を推進するための中間支援組織(市民等及び市並びに市民等同士 

を相互に媒介し、市民等及び市による地域課題の解決を支援するため、交流促進、

活動支援、活動相談等の機能を有する組織をいう。)及び協働コーディネーター

(市民等及び市並びに市民等同士を相互に媒介し、相互の連携を促進するほか、
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市民等及び市による地域課題の解決に向けた調整を行う役割を担う個人をい

う。)の育成に関すること。 

２ 市は、事務事業の企画及び立案に当たっては、常に市民協働によるまちづくりの

観点から検討するものとする。 

(計画の策定及び施策の実施) 

第７条 市は、この条例の目的を達成するため、第３条に規定する基本理念及び第４

条に規定する基本原則にのっとり、市民協働の推進に関する計画を策定するとと

もに、市民協働の推進に資する施策を講ずるものとする。 

２ 市は、前項の規定による計画の策定及び施策の実施に当たっては、府中市市民協

働推進会議(府中市附属機関の設置等に関する条例(平成 27 年３月府中市条例第１

号)別表に規定する府中市市民協働推進会議をいう。)の意見を十分に尊重するも

のとする。 

付 則 

この条例は、令和７年３月 23 日から施行する。 


